


















































まわせっ！　課金戦乙女ヴアルキリーのヒルデさん2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　深い霧きりの中に蠢うごめく人、人、人……。

　丑うし三みつ時どきに集まった二千人を超こえる猛者いはんしや達。

　ここはお台場にある某ぼう巨きよ大だい屋おく内ない展示場前。

　変形合体ロボにもなると噂うわさされる、国内最大の屋内収容施し設せつだ。

　暗くら闇やみに浮うかぶその特とく徴ちよう的なフォルムは、異様な威い圧あつ感を放っている。

　こんなものがもし動き出したら、胸に獅し子しを持つロボでも敵かなわないだろう。

　明日あしたの朝には、あの巨大な建物が同志達で埋うまるかと思うと、胸が熱くなる。

　だが、その祭りを楽しむためにはやらねばならないことがある。

「うぅぅぅぅぅ……ぉぉぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉ……」

　奈な落らくの底より響ひびくようなうめき声。

　声の主達は、地球の重力に捕とらわれた自分の体が重たくて仕方がないかのように、ずるずるとこちらに近づいてくる。

　彼らは展示場前の広場を埋め尽つくし、ゆっくりとこちらへ迫せまる。

　視線すら定まっていないのか、あるものはベンチにひっかかり、あるものは植木の枝でころび……それでもなお、這はいずりながらこちらへと向かってくる。

　人ひと影かげ達は闇と霧のせいもあり、どこまでも続いているかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

　悪夢のようなその光景は、小さい頃ころに見て以来トラウマとなっているゾンビ映画のようだ。思わず「助けて！　ミラ・ジョヴォ○ィッチ！」と叫さけびたくなるのをぐっとこらえる。

「様子がおかしいですね。斬きりますか？」

　さらりと物ぶつ騒そうなことを言ったのは、蒼あおい鎧よろいとサークレットを身に着けた異世界人。ブロンドの戦乙女ヴアルキリーにしてうちの居い候そうろう──そして、残念廃はい課金兵のブリュンヒルデだ。

「ここで普ふ通つうの人を見たら怪あやしいヤツだと思えって言われるほど、アレな集まりだってのはたしかだが……それだけじゃなさそうだな。一体どうしたってんだ。とりあえず、ケガをさせるのはまずい。二度と『祭り』が開かれなくなるからな」

「了りよう解かいです。では……」

　ヒルデの右手には剣けんが、そして左手にはスマホが握にぎられている。おそらくその意識の半分以上をスマホに注ぎながら、彼女は構える。

「くっ……またＲっ！　──じゃなかった。ルールを護まもれぬ不届き者ども！　この『牧まき瀬せマリ』ちゃんが目に入らぬか！　ひかえおろう！」

　スマホをつきつけてどうする！　……こいつ、そういえば昨日は水○黄門の再放送見てたなあ。影えい響きようされやすすぎだろ。

　あと、呼吸をするようについででガチャを回すのやめなさい。

「うぅぅぅぅぅ……おおおぉぉおおぉおぉぉぉぉぉぉ……」

　しかし、誰だれ一人ヒルデの言うことに耳を貸そうとはしない。

　包ほう囲い網もうはじりじりと狭せばめられていく。

　いくらヒルデが超ちよう人じん的な能力を持っていると言っても、二千人を傷つけずに無力化するのは難しいだろう。

　逃にげるか……それとも──。







　なぜオレ達がこんな状じよう況きように陥っているのか。

　それを語るにはまず、少し時間を戻もどさねばなるまい。







[image: STAGE1　乖離性ミリオンヴァルキリー]




　終業式とはある意味、夏休みのどのイベントよりも心躍おどる日かもしれない。

　夏休みは始まってしまえば、ひたすら二次元をむさぼる幸せな毎日が続くだけだ。しかし、終業式の浮き足だった教室は、まさに今がイベントという雰ふん囲い気きである。

　ではあるのだが、そんなことオレには関係ないので、さっさと二次元に帰らせてほしい。

　いや、リア充じゆう達のようなきゃっきゃうふふとは縁えん遠どおい俺の夏休みにもイベントはある。

　多くのマンガ、アニメ、ゲームファン──それだけじゃない、全てのジャンルのオタク達が一堂に会する夢の祭典。

「なぁ潤じゆん矢や。今年の夏コミはどうするんだお？」

　デブでキモオタのクラスメイト、築つき城しろ正ただしが机の上に取り出したのは、電話帳よりも分厚いカタログ。

　とくれば答えは一つ。そう、コミックマーケティア。通つう称しようコミケである。

「今回は金がなくてな……残念ながら不参加だ」

「潤矢が!?　何があったんだお？」

「いつもならコミケ用の資金だけはとっておいたんだけど、ちょっと色々物入りだったもんでな」

　世界を救うために全財産使い切ったなんて言うわけにもいかない。いや、殆ほとんどはヒルデに使い込まれたんだが。

　追及されるとめんどうなので話題を変えよう。

「正は今回もスタッフ参加か？」

「そうだお！　全人類が愛するコミケを護まもり育てる尖せん兵ぺい。それがコミケスタッフ！　もちろんサークル参加や一いつ般ぱん参加のみんなと上下関係があるわけじゃない！　でも、コミケ愛の濃こさならば、スタッフ以上の濃のう度どを持つ──」

「コミケって何ですか？」

　暑苦しく語る正の横から、ヒルデがオレの袖そでをひっぱってくる。

「二次創作だったりオリジナルだったり、何かを創つくりたくて仕方ない人が集まって、作品を発表する場所……っていうので説明は合ってるかなあ。企き業ぎようブースなんてのもあるしな。カオスすぎて一言じゃ説明は難しいけど、とにかく世界最大級のオタクの祭典だ」

　オレが簡単に説明してやると、ヒルデは目をキラキラ輝かがやかせた。

「そこは天国ですか？　ユミルの頭ず蓋がい骨こつでできてる会場ですか!?　もっと詳くわしいことが知りたいです！　課金の合間に検けん索さくです！」

　天国に逝いってしまいそうな地じ獄ごくという気もするが……。

　夢見る少女を見つめる父のような目をしたオレをよそに、ヒルデはスマホで検索を始めた。

「企業ブースで『バイフェス』のグッズ販はん売ばいがあるそうですよ！　グッズを買うと限定キャラのシリアルコードが貰もらえるとか！　声優さんのステージイベントもあるのですか!?　会場限定での大会で勝つと限定グッズが貰える!?　限定グッズ……それは、課金では決して手に入らない幻まぼろしのＳエスＲレア！」

『バイフェス』とは、ヒルデが最近一番ハマっているソーシャルゲームアプリだ。

　まあ、課金で手に入らないアイテムもオークショ……いや、なんでもない。

「いいえ、これはもうＵユーＲレア……いいえいいえ！　Ｘエツクス……ＸＸダブルエツクスと言っても過言ではない代しろ物もの！　ところで、ＤＸダブルエツクスはなぜＸＸではなかったんでしょうね？」

「いきなり何の話だよ！」

　たしかにキ──もとい、ちょっと変わった女性キャラの多いガ○ダムシリーズの中で、ティ○ァは屈くつ指し……いや、随ずい一いちのヒロインっぷりだが。

「サ○ライトキャノンは攻こう撃げき範はん囲いが広くて威い力りよくも高いので、とても使いやすいのです」

　そういや最近、日本の文化と言えばガ○ダム！　というオレの適当な発言を真まに受けて、ガン○ム系のソシャゲを何本か遊んでたな。

　ガン○ム系のゲームはたくさん出過ぎていて何を遊んだらいいかわからなくなりつつある。

　あれじゃあ売り上げが分散し、運営は大変なんじゃなかろうか。

　いくらガン○ムとはいえ、ファンの数は有限だしな。それはともかく──

「ＭモビルＳスーツの選せん択たくがヒルデらしいなあ」

「いえいえそれほどでも……」

　全力で照れてらっしゃるが、火力バカって意味だからな？

「そんなことより潤矢！　これは行かねばなりませんよ！」

　自分でふった話題をそんなこと呼ばわり……。

「まあ、そう言うと思ったよ。一いつ緒しよに来るか？」

「はいっ！」

　コミケのマナーを知らない状態で他の参加者に迷めい惑わくをかけられても困るしな。ここはしっかり保護者役をしてやらねばなるまい。

　それにしても嬉うれしそうな顔だ。頭の上にバイフェスキャラのイメージが吹ふき出しで出ている気さえする。

　何はともあれヒルデが元気になってくれてよかった。

　ついこの前までハマっていた『アイグラ』は、運営が代わったことで迷走し、そのままサービス停止になってしまったのだ。

　あの時のヒルデは夜空に魔ま法ほうででかい花火を百発以上打ち上げるわ、三日三晩『闇やみ堕おち』状態でオレに迫って来るわで本当に大変だった。主おもにオレの理性が。

　そんな時にヒルデが出会ったのが『ライフライブ　バイトアイドルフェスティバル』──略してバイフェスである。

　様々なバイトのスペシャリストである女子高生のアイドルユニットを題材にしたリズムゲームで、全世界千五百万ダウンロードを記録した人気作である。

　無課金ながらオレも遊んでいる。実によくできたゲームだ。

「ふふふ……マリちゃんグッズで部屋を埋うめ尽つくしましょう……」

「オレの部屋をどうするつもりだよ」

　九人いるキャラクターの中で、ヒルデの一番は『強いやさしいマリーチカ』のキャッチフレーズでお馴な染じみの牧瀬マリだ。

　ロシア人とのクォーターである彼女は金きん髪ぱつで、少しヒルデに似ている。

　見かけだけでなく、マジメにバイトを頑がん張ばるその性格もまたヒルデに似ており、彼女が感情移入するのもわかる気がする。

　さらに、ヒルデがかつて好きだった『アイグラ』のキャラと中の人が同じだというのも、彼女がハマる原因だったようだ。

「コミケ記念に十連ガチャです！　グッズのためにお金を貯めなきゃいけないので、三回にしておいてあげましょう！」

　誰だれに向けての手加減なんだそれは。

　ちなみにこのゲーム、多くのソシャゲがそうであるように、キャラクターをカードとして所持するため、キャラ＝カードと呼こ称しようされたりする。

　このあたりは、ソシャゲ黎れい明めい期にカードゲームがあふれたことや、画面サイズや『タッチできそう』な感じを出すのにカードが適しているからだろう。

　世界観的にはカードである必要のないものや、カードだとおかしいものまでカードにされてしまっていたりする。

　ユーザーとメーカーが築いてきた共通言語的というやつだ。

　そうしてバイフェスに出会ったヒルデは、ヴァルキリーとしての理性と共に、廃はい課金兵としての属性も取り戻したのだった。

「ふふふ～ん、早く新キャラ来ませんかね」

　鼻歌交じりにガチャを回すヒルデである。

　ヒルデが元気になったのはよかったが、家計的には全くよくない状態だ。

「難易度高い曲だと、フルコンを逃のがすことがあるので、もう少しプレイヤースキルを磨みがきたいところです」

「フルコンを逃すことの方が少ないってのがすごいけどな」

　このゲーム、最近の音ゲーとしては操作自体はわりとシンプルだ。しかし、高難度曲は人間の動体視力の限界に挑ちよう戦せんしているかのような難しさだ。

「ノーツタツチするポイントが見えないってことはないんですけど、リズム自体が難しいとついズレちゃうんです。もっと音楽を嗜たしなんでおくべきでした。それに、スマホが熱を持ってきた時の処理落ちになかなか対応できなくて……」

　発熱との戦いはスマホゲーの宿命である。

　カードゲームであればともかく、アクション性のあるゲームでは致ち命めい的なミスを生む原因にもなる。

「いつもなら俺と熱いコミケ談義に花を咲さかせる潤矢が、金髪美少女とばかり話してかまってくれないお……」

　そう言ってしょんぼりする正である。普ふ段だんから暴走しまくるこいつをまともにかまえた記き憶おくなんてないんだがな。

「観光気分で来るカップルは滅ほろべばいいと思うけど、ヒルデちゃんはガチもガチだからなあ……武運を祈いのるお～」

「はっ！　ありがとうございます！」

　正に敬礼なんてしなくていいから。

「なになに？　みんなで夏にどこか行くの？　旅行なら私も行きたい！」

　話に割って入ってきたのは平ひら井い台だい千ち奈な。オレの幼なじみだ。

「いやいや、コミケの話だ」

　クラスに普段話す相手がいないわけじゃないが、旅行に誘さそえるほど気き兼がねなくとなれば、正の他には、付き合いだけは長い千奈くらいだ。

　正と二人で旅行なんざごめんだし、今さら千奈に声をかけたりしたら、いらん勘かん違ちがいを生みそうだ。

「コミケって、築城みたいなのが何万人も来るっていうエロ本市のこと？」

　千奈はオレ達にゴミを見るような目を向けた。

　やめて！　そんな目で見ないで！

「正ほどのヤツはそうそういないけどな」

「むっふっふ」

　正は得意げに胸……というか、樽たるっぽい腹を突つき出した。いや、褒ほめてねえから。

「そういう面エロ本祭りもあることは認めるが、男性向けエロ本よりも女性向けの方が多いんだぞ」

　ここで言う女性向けの大部分がＢＬで、しかもエロはたくさんあるってことはとりあえずおいておこう。ウソはついてないからな。

「え？　そうなの？　じゃあ私が読んでも面白い本とかあるかな？　人気アイドルのイケメンがヒロインを取り合って殺さつ戮りくの争いをするようなやつ！」

「せめて骨肉って言ってくれ」

　いったい何が起こるんだよ。学園モノなのに傾けい国こくの美女がヒロインか！

「…………でもまあ……そういうのもあるかもな」

　商業には乗らない尖とがった作品が存在するのも同人の醍だい醐ご味みだ。

「ふーん、そんなにすごいんだ。私も一回行ってみようかな？」

　なぜそこでオレを見る。

　しかたない。助言を求めているのなら答えてやるか。

「大した目的もなしに軽い気持ちで行っても、ただ暑いだけで何もいいことないぞ。悪いことは言わんからやめておけ」

「む～。私だって最近、バイフェスに課金始めたんだからね！　コミケに行く資格くらいあるはずよ！」

　いつの間にバイフェスユーザーになっていたのか知らないが、資格があるとかないとかじゃなく、単純に辛つらいだろってだけなんだが。

「課金ですか!?」

　ヒルデは目を輝かせ、仲間になりたそうな目で千奈を見つめている。

「ええそうよ！　今月はちょっとお小こ遣づかい厳きびしかったけど、奮発しちゃったんだから！」

　この前はライブにも来てたし、順調にハマってるんだなあ。すばらしいことだ。

「もしかしてこれくらいですか？」

　ヒルデは指を五本立てた。

「まあね！　私はバイトしてないし、しばらく節約しないと……」

　少しだけ眉み間けんに皺しわをよせる千奈だったが、どこかその表情は誇ほこらしげだ。

　オレも初めて課金した時は、なんだかわからないが「やってやった」感があったので気持ちはわかる。

「ぜひゆっくり語り合いましょう！」

「う、うん……ヒルデさんが釣つれてもしょうがないんだけど……まあいいか……」

　千奈はこちらに視線をちらちら送りつつ何やらぶつくさ呟つぶやき、最後に少しだけ微笑ほほえんだ。

「ところでヒルデさんは、今月どれくらい課金したの？」

「恥はずかしながらまだこれだけです」

　ヒルデはそっと指を二本立てた。

　課金額が少ないのは恥ずかしいことじゃないからな。

　それにしても二万か。ヒルデにしてはなかなか自制が利きいてるじゃないか。

「二千円？　高校生にすれば少ない金額じゃないもんね」

　千奈がそう勘違いするのも無理はない。まともな金銭感覚だ。

「え？」

　ぽかんとするヒルデ。

「へ？」

　つられて千奈も首を傾かしげた。

「もしかして、平井台さんの課金額って五千円なんですか？」

「そうだけど……もしかして、ヒルデさん二万円も……？」

　普ふ通つうはひくよな。二万と言えば、コンシューマーゲームなら、ものによっては三本は買える金額だ。

　ヒルデの廃課金兵っぷりを知っているオレからすると、予想の範はん疇ちゆうだったが。

「いえいえ、まさかそんなはずないじゃないですか」

　おお？　まさか本当に二千円なのか？　オレにちゃんと借金を返す気になったとか？

　……これはちょっと感動かもしれない。

「二十万円に決まってるじゃないですか」

「途と中ちゆうからそんな気はしてたよ！　必死に現実逃とう避ひしてたんだよ！」

「どうしたんです潤矢!?　突とつ然ぜん叫さけびだして！　インフィニティにでもなるんですか!?」

「我が名はインフィニティ──って、オレは超ちよう能のう力りよくを使える妖よう精せいじゃねえよ！」

「二十……って……え……ギャグ……？」

　うん、千奈の反応は間違ってない。

「ヴァルキリーはウソをつきません。私を疑うなら、あと二桁けたは課金額を増やしてからにして下さい」

「なんでそこでお前はドヤ顔なの!?」

「く……二人してそうやってイチャついて……絶対見返してやるんだからあああぁ！」

「捨て台詞ぜりふの意味がさっぱりわかんねえ！」

　課金額で負けたからと言って走り去る理由も、今のやりとりを見て『イチャついてる』なんて言う感性もさっぱりだ！

　幼なじみだから、多少は知ってるつもりだったが、やはり女子ってのはわからんな。

「潤矢を責めるか、千奈ちゃんのねじれっぷりに萌もえるか悩なやむところだお」

　正が何を言ってるのかわからんのはいつものことだからおいておこう。

　あと、千奈ちゃんと呼ぶなって何度言えばわかるんだ。

「お前ら早く帰れよー」

　生徒指導担当の教師が騒さわがしい教室にひょいと顔を出した。

　辺りを見回せば、他の生徒はいつのまにかいなくなっている。

「それから築城。校内でドローンとばしてた奴やつがいるって近所から苦情が来てるんだ。ちょっと生徒指導室まで来なさい」

「なぜ俺だって決めつけるです!?　ひどいお！」

「ちがうのか？　かなりデキの良いドローンだって話だったから、てっきり築城だと思ったんだが」

「もちろん俺ですお！　…………あ」
















　ちょろすぎだろ正。

「よし、自白だな」

「違うんだお！　二次元嫁よめの等身大パネル達と空くう撮さつハーレム写真が撮とりたかっただけなんだおおお！　コミケで警備に使う予定だったからそのテストも兼かねてっ──て、ちょっとせんせええええ？」

　全く言い訳になってない理由をまき散らしながら、肉の塊かたまりはずるずると廊ろう下かを引きずられて行ったのだった。
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　終業式から帰ったヒルデは畳たたみの上にチョークで円形の幾き何か学模様を描かき始めた。

「そのチョークどっから持ってきたんだよ。というか畳を汚よごすんじゃねえ！」

「これは魔ま方ほう陣じんです。こちらは魔方陣を見る機会はあまりないのでしたね。向こうアースガルドでは戦場からトイレまで一いつ般ぱん的なものなんですよ」

「魔方陣は知ってるよ！」

　トイレで使われてるってのは初耳だが……なにするんだ？

「そういえば、色んなゲームアプリでも出てきますからね。さすがもとトッププレイヤーです！」

　トッププレイヤーはあんまし関係ないけどな。

「魔方陣そのものじゃなくて、チョークの出所と描いてる理由を訊きいてるんだが」

　チョークって意外と落ちないんだよなぁ。

「チョークは短くなって捨てられるものを掃そう除じ当番の方から貰もらってきました」

「そりゃ掃除当番も不ふ審しんがっただろうなあ……」

「魔方陣は錬れん金きん術じゆつのためです」

「錬金術ってもしかして……」

「はい、この石を金に換かえます」

　ヒルデは野球ボールほどの石を魔方陣の中心に置いた。

「よしやれ！　チョークの後始末はオレにまかせろ！　むしろなぜ今までやらなかった」

　金の錬れん成せいを禁止しているフィクション作品もあった気もするがそれはそれ。

　廃はい課金兵を養うにはお金が必要なのだ。

「課金するために勉強していたのです。最近やっとできるようになりました」

「でかした！」

「えへへ……褒められました……」

　ヒルデは頰ほおを染めながら、呪じゆ文もんを唱え始めた。

　魔方陣が蒼あおい輝かがやきを放ち、石がかげろうのように歪ゆがみだした。

　金かあ……売ったらいくらぐらいになるんだろう。

　問題は売ばい却きやく先だな。

　ゲームなんかだと買取り所があったりする。ソシャゲだとそれすらなく、持ち物から直接売り払はらえるからなあ。

　こちらの世界でなら質屋だろうか。

　しかし普通の高校生が質屋に金を持っていったら怪あやしすぎる。

　下手へたをすると警察に通報されかねない。

　どうするかなあ……使い道の夢は広がるんだけどなあ……。

　とりあえず課金で使い込んだ金を親に返して、応おう援えんしたいアニメの円えん盤ばん買って……。

　そしたら少しくらいゲームに課金……いや！　それはだめだ！

　でもあぶく銭だし……あの脳汁じる出るガチャの感覚をもう一度……ってだからそれがダメなんだって！

　うおぉぉオレはいったいどうすれば……。

　と頭を悩ませていると、石がひときわ強い輝きを放ち、オレの目を灼やいた。

　思わず目をつぶる。

　……光が収まったのを見計らってゆっくり目を開けると、そこには黄金に輝く塊が鎮ちん座ざしていた。

　ゆっくり持ち上げてみるとずっしりと重い。

　金は重いって本当だったんだ……。

「すごいなヒルデ！　さっそく明日あした売りにいこう！」

「それはちょっと難しいかもしれませんね」

「どこで売るかは今晩考えておくから」

　正あたりに訊けば良いアイディアを貰えるかもしれない。

「というより、半日で土つち塊くれに変わってしまうので、早めに売ったほうが……」

「中止ー！　この計画は中止でーす！」

「なぜですか!?　普ふ段だんのバイト代だけでは課金するのが精せい一いつ杯ぱいで、コミケ用のお金がたまりません！」

「完全に詐さ欺ぎじゃないか！」

「劣れつ化かはしますが、売る瞬しゆん間かんは確かに純金ですよ」

「相手は劣化するものだと思ってないから！」

　危あやうく犯罪者になるところだった。

「しょうがないです……じゃあ掛かけ持ちのバイトを探しますね……。夏休みというものを潤矢と一いつ緒しよに過ごしてみたかったのですが仕方ありません。バイフェスのためですから！」

　オレと夏休みを……？

　こいつ、そんなこと考えてたのか。

「じゃあさ、一日くらいオフの日を作って海にでも行こうぜ」

　健全な水着姿を見てみたい、というセリフはぐっとこらえる。

　ヒルデから申し入れしてくれたようなものだ。当然受けてくれ──

「行きませんよ？」

　──ないのかよ！

「なんで!?」

「コミケ用の資金をがっつり稼かせがないといけません！　それに、今調べていたら、夏休みは稼ぎ時らしいじゃないですか！　働きましょう！」

「夏だってのに水着回は!?　せめて浴衣ゆかたとか！」

　ヒルデに働こうと言われるとなんだか釈しやく然ぜんとしないものを感じるぞ。

「ユカタというのが何かはわかりませんが、ヴァルキリーにそんな時間はないのです！」

　ヴァルキリー関係ないよね！　完全にヒルデの都合だよね！

　いや、水着や浴衣を見たいってのもオレの都合だけど！

　セオリー無視しすぎじゃないかな！

　……え？　ほんとにないの？　まじで？
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　コミケ一日目の朝。

　ヒルデは夏休み初日から昨日まで、ホントに毎日バイト漬づけだった。

　それも日中と夜間二種を常に掛け持ちで。

　ほんとにラノベのテンプレを無視してくれやがったのだ。

　この年で忙いそがしい夫を待つ主婦の気持ちを味わうことになるとは思わなかった。

　いや、オレにもバイトはあったし、ヒルデとそういう関係でもないんだけどな？

　そしてとうとう迎むかえたコミケ初日の朝。

　まだ日も昇のぼりかけだが、オレの目はギンギンに冴さえていた。

　ヒルデもまたしっかり鎧よろいを着込んで準備万ばん端たん──

「っておい！　まさか鎧のまま行く気か？」

「もちろんです！　コミケは戦場だと教えてくれたのは潤矢ですよ？　ならば私が身に着けるべきはこれしかありません」

「たしかに言ったけど……」

　こりゃ何を言ってもムダそうだ。

「グー姉様はワンオペとしても、スクルドはどうしたのでしょう？」

　ヒルデは静かで狭せまい室内を見み渡わたした。

　ウチには三人のヴァルキリーが居い候そうろうしている。一人は牛ぎゆう丼どん屋でワンオペに励はげむお姉さん気き質しつなグー姉、もう一人の腹黒ロリッ娘このスクルドは──

「少し前に出て行ったぞ」

「行き先は同じくコミケでしょうか？」

「暑さ対策をしっかりしていたようだから、たぶんそうだな」

「私達と一緒に行けばよかったのに……」

　そう思い、オレも誘さそったのだが断られてしまったのだ。

「大切な任務があるから、一緒には参加できないんだと」

　そんなに欲しいものがあるのだろうか。

「それは残念です……。でもきっと会場で会えますよね」

　そう上手うまくはいかないと思うが、無理に否定することもないだろう。

「とりあえず出発するか」

「はい！　でもなんでわざわざこんなに朝早くから出かけるのですか？」

「これでも遅おそいくらいだ」

「そうなのですか？　開場はもっと後だと聞きましたが……それになぜわざわざ電車で行くのです？　歩いた方が早いですよ」

「すぐにわかるさ」
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　お台場で開かれる世界最大の屋おく内ないイベントは、通勤ラッシュも真っ青な満員電車から始まる。

　徒歩──というか、ヒルデの場合、殆ほとんど『飛ぶ』に近いのだが──にしなかった理由がこれだ。

　コミケと言えば始発の満員電車だ。

　正直、好きこのんで乗りたいものではないが、せっかくだからここから体験しておくのが良いだろう。

　さぞげんなりするかと思いきや……

「うわぁ～すごい人ですね」

　ヒルデは人込みの中から挙げた手に持つスマホで、しっかりバイフェスをプレイしている。

　ふとした拍ひよう子しに足が浮うかぶほどのすし詰づめ状態に意識を失いかけているオレに対し、電車がどんなに揺ゆれようとも、電車の床ゆかに釘くぎで足を打ち付けられているのかと思うほど動かない。さすがヴァルキリーである。

「ここにいる人みんな『オタク』なんですか？」

　おいこら、不用意な発言をするな。

　オタク見物に来た一いつ般ぱん人だと思われるだろ。

　見知らぬ人にオタク扱あつかいされることには慣れていても、仲間達からにわかの誹そしりを受けるのは我が慢まんがならない。

「あのぅ……いまさら言ってもしかたのないことですが、始発にその姿コスプレで来るのは迷めい惑わくかと……」

　ほら見ろ！　見知らぬお姉さんに注意されただろ！

　ここに来るまでの間もヒルデの説得を試みたのだが「変わった恰かつ好こうの人がたくさんいるらしいじゃないですか。なら私が正装して鎧を着ていても目立ったりしませんよ」と中ちゆう途と半はん端ぱに知識をつけたヒルデは聞いてくれなかった。

「コスプレじゃありません。これは正装です！」

　頼たのむからちょっと黙だまってくれ。

「ほんっとすいません。ただ一つだけ言い訳させてもらうと、コイツのコレは普ふ段だん着ぎなんです」

　口に出してから、全く言い訳になってないと気付く。

　ああっ！　お姉さんが「もっとまともなウソをつけば？」って目で見てらっさる！

　そりゃそうだよね！

　でも悲しいけどこれ、事実なのよね……。

　ちなみに「周りの乗客の頰ほおにショルダーガードをぶすぶす刺さす金きん髪ぱつ美人が始発に出現」とまとめサイトに載のせられることになるのだ。

　ヒルデがウチに来てから、まとめサイトの常連になっている気がする。

　見る方じゃなく載る方でな！

　まるでどこかの諸しよ般はんの事情で発売を延期したラノベのようだ。

「やりましたよ潤矢！　昨日解放された新ストーリーモードをクリアーしました！　カードゲームのフレーバーテキストも妄もう想そうをかき立てられてステキでしたが、ちゃんとアドベンチャーモードが入っているのはいいですね～」

　ほんっとマイペースだよね！

　バイフェスは音ゲーでありながら、フルボイスのストーリーモードがついている。

　ソシャゲらしくやはり本番はイベントなのだが、ユーザーを飽あきさせないために随ずい時じ追加されるストーリーモードも、このゲームが好評な理由の一つだ。

「はっ！　マナーモードではせっかくのボイスが聞けません！　マリちゃんの声が！　夏なつ目めなゆたちゃんの素晴らしい演技が！　ここは一つマナーモードを解除して……」

「やめんか」

　オレは痴ち漢かん冤えん罪ざい防止のために上げていた両手のうち片方をなんとかヒルデの頭に軽く振ふり下ろした。

「皆みなさんだってなゆたちゃんの声を聞きたいはずです！」

「そういう問題じゃないから！」

　たしかになゆたちゃんの演技は聞いているだけで幸せになる。目を閉じると、すぐ傍そばに牧まき瀬せマリがいるかのような感覚に陥おちいるほどだ。

　なゆたちゃんは春に行ったライブからまた一段とファンを増やし、いまやトップ声優の仲間入りを果たしたと言ってもいい。

　くそう……なぜオレはその太ももの感かん触しよくを覚えていないんだ！

　そうして周囲からの視線に耐たえながら、電車に揺られることしばし。

　やがて電車はコミケ会場の最も寄より駅に到とう着ちやくした。

　乗車している車両はもちろん、ホームエスカレーターすぐの位置だ。

「いいかヒルデ。流されるなよ」

　オレの忠告にヒルデは首を傾かしげたが、その意味はすぐわかることだろう。

　電車のドアが開くと同時に、大量の人が流れ出す。

　そして、決して少なくない数のオタクが、改札へと向かって駆かけだした。

「潤矢！　私達も急ぎましょう！」

「だめだ、走るな！」

「でもグッズが……」

「ルールとマナーを守れない参加者に、コミケを楽しむ資格はない」

　実際はどちらも破った上で甘い汁しるを吸う連中もたくさんいるのだが、少なくともオレはそう思うのだ。

「まるで戦地に向かう騎き士しの目です……。理解しました。走った彼らは悪人ですね。斬きりますか？」

「斬るな！　そもそも、ここで少し急いだところで、既すでに『本当の始発組』は列ならび始めてるしな」

「なんですかそれは？　魔ま列車ですか？　９９９スリーナインですか？　それに乗ればグッズが買えるのですか？」

「電車の始発の前から列んでいる連中のことだよ。コミケは四時半から列ぶことができるからな。近くのホテルに泊とまったりして、その時間から列び始めるんだ」

　その前から『徹てつ夜や組』がいたりもするのだが、ルールを犯し、スタッフさんに迷惑をかけている連中のことなど数に入れるわけにはいかない。

「私達も明日あしたはホテルを取りましょう！　はっ!?　潤矢と二人で泊まりたいとかそういうことではありませんからね？」

「何を今いま更さら照れてるんだ。毎日同じ部屋で寝ねてるだろうに」

　正確には押し入れのふすまという境界があるけど。

「でもホテルにお金を使ったら、それだけ課金ができなくなります……どうしましょう!?」

「そんなに目を見開かなくても、今から予約なんて絶対とれないから安心しろ」

　会場周辺のホテルは一年前から争そう奪だつ戦せんなのだ。

「ところで潤矢！　この駅はかわいいポスターや幟のぼりがたくさん出ているんですね」

「コミケ期間中はすごい数のオタクがこの駅を利用するからな。費用対効果が高いんだよ」

「見て下さい！　こっちのロッカーには赤あか髪がみの美少女悪あく魔まや、戦国時代の美少女に近未来の戦せん闘とう員っぽいキャラクターが描えがかれてます！　ああっ！　金髪のヴァルキリーも描かれてますよ！　私にそっくりですね！」

　せっかくの説明聞いてた!?
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「思ったより駅から近いのですね～。それにしてもすごい人です！　あれ？　どうしたのですか？　入口はあっちですよ。暑さで頭がやられたのですか？」

　うだるような暑さの中、ヒルデはとにかくはしゃいでいた。

「こっちでいいんだよ」

　細かく説明する気にもならないが、始発組とはいえ、既に会場入口前の広場には列びきらないほどの人がいる。

　そんな時は、会場の敷しき地ちを巻くようにして列が形成されるのだ。

　問題は列の長さだけではない。

　これから開場までの待ち時間こそ、地じ獄ごくへの第一歩なのである。

　というわけで、雲一つない青空の下、入場待ちをすること既に二時間以上。

　まだ朝だと言うのに、既に気温は三十五度を超こえている。

　脳は正常に働かず、意識を失わないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「あ……暑いです……」

　ヒルデは暑さで頭をくらくらさせながらも、バイフェスをプレイしている。

「うぅ……コンボがきまりません……」

　ちらりとヒルデのスマホを覗のぞくと、タッチのタイミングを外した時に出る『ＢＡＤ』や『ＭＩＳＳ』の表示が連発していた。

　汗あせのせいでタッチパネルの反応が悪くなっているせいもあるだろう。

「こうなったら課金です。誰だれかかわいいキャラ来てくださ～い……」

　バイフェスの基本ルールはよくある音ゲーなので、『ＢＡＤ』が出るのは基本的にプレイヤーの責任だ。

　だが、暑さのあまりツッコム気力もおきない。

「いってぇなこの野や郎ろう！」

　そんな時、少し離はなれた場所で声が上がった。

　どうやら日ひ傘がさが額に当たったとかでもめているようだ。

　この暑いのにご苦労なこった。

「だがまあ、この人込みで日傘はいかんよな……」

「いかんことないです。大好きです。てへぺろ……」

「たしかにリアスのおっぱいは良いおっぱいだ……」

「私のはダメだって言うんですかぁ……？」

「いや、すごく良いと思う……」

「セクハラですよぉ……」

　となりのおっさんがすごい目でこちらを睨にらんでいる気がする。

　いかん。暑さで完全に脳がやられてるようだ。

　今もヒルデと何を話したのか覚えてない。

「まだ列は進まないんですかね……体がスライムみたいになりそうです……」

「頼むから溶とけるな。これでも使って体を固めておけ」

　オレはショルダーバッグから取り出した、タオルにくるんだ凍こおったペットボトルを手て渡わたした。

　それにしても今年の暑さは異常だ。

　毎年のことで慣れているつもりでも、うっかりすると気を失いそうになる。

「なあヒルデ、こっそり魔ま法ほうで涼すずしくできないのか？」

「できないこともありませんが……」

「まじか、ひとつ頼むよ」

「辺りの数人がまとめて氷漬づけになりますがよろしいですか？」

「よろしくねえよ！」

　そうだった。こいつの技や魔法は高出力だが制せい御ぎよがイマイチなんだった。

「グー姉がいればなあ……」

　魔法の上手いグー姉なら、ちょうどいい具合に涼しくなれる魔法をかけてくれそうだ。

「なんでそこでグー姉様が出てくるんですか？　私じゃだめなんですか!?」

　ヒルデの体から冷気が吹ふきだした。

　グー姉と魔法の腕うでを比べられたとでも勘かん違ちがいしたのだろうか。

　ヒルデの鎧よろいからの照り返しで顔は熱いのに、歯がガチガチなるほど体が凍こごえている。

「なんか涼し……さむいっ!?」

「お腹痛くなってきた……漏もれそう」

「コミケ名物おもらしをこんなところでぇ!?」

　やばい。周囲がざわめき始めている。

　冷気の原因がヒルデだとバレるのも時間の問題だ。

「おいヒルデ！　なんで急に怒おこり出すんだ!?」

「潤矢がグー姉様の……グー姉様の……ええと、なんでしたっけ。そう！　おっぱいの話ばかりするからです！　どうせ私のおっぱいはグー姉様ほど大きくありません！」

「そんな話してねえし、ヒルデだって十分大きいよ！　形だったらヒルデの方がいいよ！」

　暑さで記き憶おくが怪あやしくなってる！　記憶どころか気もおかしくなってるかもしれん。

「……本当ですか？」

「本当だよ！」

　冷気が少し弱まったと思いきや──

「私のだけでなく、グー姉のも見たことあるってことですか!?」

　周囲に突とつ風ぷうが吹き荒あれた。

　飛ばされる！

　オレは必死でヒルデにしがみついた。

　周囲の参加者達が、風に吹かれてごろごろと転がっていく。

「見てないよ！　ヒルデのしか見てない！」

「な……何を言っているんですか！　あの時は潤矢が命令するから仕方なくです！」

「その言い方やめて!?」

　文化の違いから意思の疎そ通つうが上手くいかなかっただけじゃないか！

「女騎士に命令……まさかくっ殺ころ系プレイ……？」

「もしかして、今も羞しゆう恥ちプレイの最中なんじゃ……」

「どうせなら耳が尖とがってるエルフ系女騎士がよかった」

　色々勝手なこと言われてるけど、周りに迷めい惑わくかけてるのこっちだから、キレるにキレらんねえ！

「とにかく！　オレはヒルデのおっぱいが好きだよ！」

「な……何を言ってるんですか!?」

「本当に何を言ってるんだろうな!?」

　オレも暑さで頭がやられているらしい。

　顔まで真っ赤になったヒルデは人差し指で地面に「の」の字を書き始めた。

　その指先がぐりぐりと地面をえぐる。

　そんなに恥はずかしがられると、こっちまで暑く……あつ……

「あっちぃっ！」

　吹き荒れていた風と冷気は止やみ、代わりにヒルデの体からは炎ほのおが吹きだしていた。

「潤矢が私のおっぱいを欲しがって……なぜこんな急に？」

「そろそろおっぱいから離れよう!?　下ネタはオレのキャラじゃないんだよホントダヨ信じて！」

　なんで初めて会う連中から白い目で見られてんのオレ！

「わかりました！」

「わかってくれたか！」

「わたしのおっぱいを売って、バイフェスに課金するんですね！　潤矢がバイフェスにかなりハマっていること、知ってますよ！」

「全然わかってねえよ！」

　おっぱい売るってなんだよ！　肉かな？　液体かな？　どっちもダメだがな！

「もうどうしていいかわかりません……か、課金です！　こういう時は課金で心を落ち着かせるのです！」

「どうしていいかわかんねえのはオレの方だよ！」

「三十回引いてＳＲ三枚とか、物ぶつ欲よくセンサーでもついてるんじゃないですかね！　確定分しか出てないじゃないですか！　ＵＲなんてなかったんです！」

「ほんと流れるようにガチャまわすよね！」

　ちなみに『確定分』とは、十回一セットのガチャを引くと必ず含ふくまれる、一枚以上のＳＲを指している。

　確定分しかＳＲが出ない上に、弱いカードだったりした日には、せっかくの十連ガチャにかけた金がー！　石がー！　と発はつ狂きようしたくなることうけあいだ。

　というか、そうなる場合の方が多い。

　ＳＲを引ける確率は公開されていても、その先のテーブルは見えないからなあ。

　どう考えても強力なカードは確率操作されている気がする。

「とりあえずＲは全部合成素材にしちゃいます……。『レッスン』という名前になってますが、アイドルとアイドルを合成ってどういうことなんでしょうね？」

　ガチャをまわして落ち着いたのか、ヒルデの体から吹きだしていた炎は収まっている。

「急に冷静になるなよ。ゲームなんだから割り切ってくれよ」

「アイドルを濃のう縮しゆく還かん元げんして飲むんですかね？　それとも生き血──」

「やめて!?　どこの伯はく爵しやく夫人だよ！」

「それともコアを抜ぬき取ってるとか？」

「元ネタは色々思い付くけど、そんな設定もないから！」

「歌のレッスンで酷こく使しした声帯を移植してもらってるのかもしれませんぞ」

　突とつ然ぜん会話に入ってきたアンタは誰だよ！

「自分の技術を伝授して、事務所をやめていったんだと思ってましたが……」

　今度は別のねーちゃんが入ってきた!?

　たしかに知らない人とオタトークで突然もりあがったりすることはよくあるけど、あんたら冷気やら突風やら気にしないのな。

　向こうからは「まあコミケだしな～あるある～」などとのんきな声が聞こえてくる。

　オレの知ってるコミケはそんなことなかったと思うんだよね！

　そうこうしているうちにやっと列が進み始めた。

「開場ですか!?　開場ですね！　ひゃっほう！　記念にガチャまわしますね！　えいっ！　アチャー！　Ｒでしたー！　きゃっほーう！」

　コミケ開始の嬉うれしさと暑さのダブルパンチでおかしくなってやがる。

　頼たのむから騒さわがないでくれ。他の参加者に睨まれてる。

「つめてくださーい！　みなさんのからっぽの頭に夢を詰つめ込むときのように、前後の間かん隔かくをつめてくださーい！」

　なんとか上手いことを言おうとしているスタッフさんの空回りを微笑ほほえましく聞き流しつつ、粛しゆく々しゆくと入口へ向かって歩き続ける。

　会場の敷しき地ちをぐるりと巻いて、歩いて歩いて歩いて……。

「コミケ！　コミケ！　るんるるーん。心がぴょんぴょんします！」

「ほんとに跳はねてるし！」

　完全に普ふ段だんとキャラの変わったヒルデがスキップするのを必死でとめる。

　あっつ！

　ヒルデの鎧は太陽の熱でものすごい熱さになっている。

　目玉焼きができそうだ。こんなの着てよく平気──ではなさそうだ。

　ときどきもぞもぞと鎧の位置を直している。

「熱いんなら脱ぬげばいいのに」

「またそうやって潤矢はすぐえっちなこと言います」

「ちがうって！　熱くなった鎧で火傷やけどしないか心配したんだよ」

　今のはオレもちょっと悪いけど。

「これくらいの熱さは平気ですよ。ちょっとかゆいですけど」

　さすがヴァルキリーだ。人間なら確実に火傷している熱さだった。

「それに、もうすぐ会場に入れますし！」

　そう言ってオレ達は行進を続ける。

「もうすぐ会場に入れますし！」

　行進を続ける。

「もうすぐ……ですよね……」

　行進を続けるのだ。

「まだですかぁ……？」

「着いたぞ」

　ヒルデが音ねを上げかけたころ、目の前に見慣れた階段が現れた。

「ふああ……大きい建物ですね……」

　会場を見上げて立ち止まるヒルデを促うながし、いよいよ戦場へと突とつ入にゆうだ。

「あれ……会場の中に入らないのですか？」

「企き業ぎようブース行きの看板があるだろ？　ここで行き先が分かれるんだ」

「もしかして、この大きな建物全部がコミケ会場なのですか？」

「そういうことだ」

「ふぇ…………オーディン様の城より大きいんじゃ……」

　イベントによってはその一部のみを使用することも多いが、ことコミケにおいてはこの会場全てが貸し切られている。

「この中にいるのですね……私の愛するバイフェスグッズ、そして限定カードが！　待ってて下さい、牧瀬マリちゃん！　私が迎むかえに行きますからね！」

　決意を新たにぐいっと拳こぶしを握にぎりしめるヒルデだった。

　後ろが詰まってるから立ち止まるなっての。

　会場内に入っても列は続いてるんだよ。

「はーい、そこの鎧よろいのコスプレさーん、前に進んでくださーい」

　ほらスタッフさんに怒られた。

「コスプレじゃありませんよ!?」

「いいから来いって」

　ああもうしょうがない！　手を引いてやろう。はぐれてもめんどうだしな。

　ヒルデのコミケ初心者っぷりを見れば、オレが美少女とイチャつきたいがために手をつないでいるなんて勘かん違ちがいを、他の参加者達にされることもないだろう。

「じゅ……潤矢……いくらなんでも人前で手をつなぐのは……」

「ヒルデがそれを言ったら台無しだ！」

　せっかく自分に言い聞かせてたのに。

「なぜです？　これまで私は男性を剣けんで打ち負かすことはあっても、男性に手を引いてもらうことはありませんでした。だから、嬉うれしいと思っているのですよ？」

「くっ……いきなりそんな……ずるいぞ……」

　普段は恋れん愛あい事に疎うといように見えるヒルデだが、いや、だからこそかもしれないが、たまにドキリとすることを平気で言う。

　いまさら手を離はなすのも負けた気がするし……しかたなくオレはヒルデの手を引いたまま、企業ブースへと進むのだった。
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「今からお列ならび頂いてもグッズを買えない可能性がございまーす！」

　入場と同時にまっすぐバイフェスの企業ブースへと入ったオレ達は、最さい後こう尾びでいきなり販はん売ばいスタッフにそう言い渡わたされたのだった。

「なぜですか!?　課金額が足りないからですか!?　どれくらい課金すればグッズを買わせてもらえるんですか!?　鬼おに！　悪あく魔ま！　ち○ろ！」

「僕はち○ろじゃありませんよ！　使いどころ間違ってる気がしますし！　それに、課金額の制約なんてありませんから！　ソシャゲ業界が叩たたかれそうなことを大声で言わないで下さい！　今列んでいる人達で売り切れということですよ」

　建物の外まで続いている列は既すでに千人を超こえている。これではグッズは売り切れてしまうだろう。

「始発で来たというのに！　そんなに電車よりも早く来ている人が多いということですか？」

　ヒルデの発言は当たらずとも遠からず。しかし、本当の原因はおそらく別にある。

　そうこうしているうちに、次々に完売情報が流れてくる。

「今日はもうあきらめよう」

「そんな！　もしかしたら買えるかもしれないじゃないですか！　売り切れるまで列びましょうよ！」

「可能性はゼロに近いよ。グッズの購こう入にゆうは明日あしたにして、今日はコミケを楽しんだ方がいい。一日企業ブースに列び続けるだけなんてつまらないだろ？」

「欲しいです！　グッズ欲しいです！　欲しいんです！」

「こどもか！」

「ううう……マリちゃんのウェイトレス前まえ掛かけが欲しいんです！　あれなら学校の制服にも合うと思うんです！」

　そんなこと考えてたのか！　バイフェスの牧瀬マリはウェイトレスのバイトをしている設定で、その前掛けがグッズ販売されることになったのだ。

　正直、誰だれが買うんだと思っていたが、欲しがってる奴やつがここにいた！

　ちなみに制服には合わないと思う……というか、学校で着けるつもりだったのかよ！

「前掛け……マリちゃんの前掛け……手に入れられないと闇やみ堕おちしちゃいます……。何より付属のシリアルコードが……限定カードのシリアルコード……ぐぬんぬぬぬぬんぬ」

　ぶるぶると震ふるえるヒルデの鎧が黒く明めい滅めつしはじめた。

「闇堕ち!?　こんなところで!?」

『闇堕ち』とは、ヴァルキリーが何かに執しゆう着ちやくして欲よく望ぼうをため込みすぎると起きる現象だ。闇堕ちすると、欲望にまかせて動いてしまうようになり……エッチになっちゃう娘むすめが多いのだ。

　ここで闇堕ちなどされたら、通報待ったなしである。

　最近、ひっぱりアクションで人気なソシャゲの無料イベントに人が集まりすぎてえらいことになっていたのを思い出す。

　限定カードを手に入れられなかったみんなは、今のヒルデのようになっていたのだろうか。

　普ふ通つうの人間に闇堕ちはできないと思うけど。

　ヒルデはオレの腕うでに体を密着させ、耳元で「グッズ……グッズ……シリアルコード……」と囁ささやいてくる。

　やわらかい！　こわい！　やわらかい！

「前掛け完売でーす！」

「ふえっ？」

　販売スタッフの声に我に返ったヒルデは、その場でぽかんと立ち尽つくした。

「いやあ、良い前掛けだぜ」

「んだんだ」

　その横を、前掛けを着けた男の集団が歩いて行く。

「いいなぁ……前掛け……」

　前掛けの売り切れ。それはすなわち、限定キャラシリアルコードも同時に売り切れたことを意味する。

「限定カード……前掛け……カード……かあああどおおおおお!!」

　ヒルデが叫さけびだした瞬しゆん間かん、体から黒いモヤが吹ふきだした。

　やばい！　闇堕ちする！

　とにかくできるだけ人のいないところに連れていかないと！

　周囲を見回すも、朝一のコミケにそんな場所はない。

　このままでは文字通り痴ち態たいを晒さらすことになってしまう。

　とりあえず企業ブースから少しでも離れようと、ヒルデに肩かたを貸すと、その体が急に重くなった。

　見ると、ヒルデはぐったりと俯うつむいている。

「体が……熱いです……」

「そりゃ闇堕ち中だから……ヒルデ？」

　いつもの闇堕ちと少し様子が違う。

　呼吸は荒あらく、体中にびっしり汗あせをかいている。

　目の焦しよう点てんも定まっていないようだ。

　これって熱ねつ中ちゆう症しようなんじゃないか？

「うぅ……頭痛がします……きっと限定カードが手に入らなかったからです……」

　ヒルデの戯たわ言ごとはともかく、熱中症の知識は夏コミ参加者の必ひつ須す科目だ。

　対処方法を勉強するために、一度自分で熱中症になってみたので、そのつらさはよくわかる。最悪、死ぬこともありえるので良い子は絶対にマネをしてはいけない。

　……ごめん、うそついた。

　二年前のコミケで、救護室にご迷めい惑わくをおかけしたのはオレです。すいませんでした。

　とりあえずヒルデを日ひ陰かげに連れて行き、横にして休ませる。人通りは多く、通行人の視線は気になるが、この際しかたない。

　ヒルデの体からは弱々しい黒いモヤが出続け、やがてゆっくりとその鎧が黒くて柔やわらかい水着のような布に変化した。

「えへへ～。闇堕ちしちゃいましたぁ～」

　いつもよりもまったりした闇堕ちだ。妖よう艶えんさにもいつものキレがない。いや、キレのある妖艶さってのもよくわからんけど。

　ひとまずヒルデに水をのませ、凍こおったペットボトルを脇わきの下にはさんでやる。

「うぅ……つらいです……こういう時は優しくしてもらえると聞きました……。潤矢……膝ひざ枕まくらをしてくださいぃ……」

　ヒルデは這はいずるようにしてとなりであぐらをかくオレの膝に手を伸のばしてきた。

　白くて小さな手が膝から太ももへと這い上がってくる。

　やめて！　それ以上手を動かしたら触さわっちゃいけないところに到とう達たつするからな!?

「残念ながら熱中症の対処は足を高くするんだ」

　オレは理性をふりしぼり、ヒルデの足側へとまわった。そして、膝に彼女の足をのせてやる。

　これでしばらくすれば落ち着くだろう。

　一息ついてヒルデの方に目をやると、巨きよ乳にゆうの水着美女が苦しそうに胸を上下させる姿が……。

　しかも下からのアングルなので、色々きわどい部分が……。

　凄すごいながめだ……。

　ごくりと飲み込んだ唾つばが、カラカラに乾かわいた喉のどにひっかかる。

「ねえ潤矢……戦いくさで体が熱くなりすぎた時……ヴァルキリーは人間の唾だ液えきを飲むと体が冷えるのです……だから……お願いします……」

　それって、キ……キ……キスするってこと!?

　もしかしてヴァルキリーって、そうしないと体の熱を冷ますことができないとか？

「何そのエロシーンをやるために都合の良い設定考えたけど、なんだかちょっとマニアックすぎて一部の人しか喜ばない感じ！」

「ふふふ……うそです……そんな設定ありません……」

「設定って言った！」

　ネタバラすならエロシーンが終わってからだろ！　セオリー無視しすぎだ！

　いや、キスしたかったとかそういうんじゃなくてな？

　意外と元気なんじゃないかこいつ。

　やがてヒルデの体調は落ち着きを取り戻もどした。

　さすがヴァルキリーだけあって、回復が早い。

　普ふ段だんの鎧よろい姿に戻ったヒルデは頭を軽く振ふるとすくっと立ち上がった。

「そんなにすぐ立ち上がったらふらつくぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです！　元気さっぱりです！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるヒルデは本当に全快したようだ。

「初めてのコミケで始発はきつかったかな。すまん、オレがもう少し気を使ってやるべきだったな」

「こちらこそ興奮しすぎてしまいすいませんでした」

「明日は午後からにしようか。限定カードはあきらめることになるけど……」

「ぜったいイヤです！　限定カード欲しいです！　それに、熱中症なら大丈夫ですよ」

「そんな強がりを言ってもだめだ」

「強がりなんかじゃありません。闇堕ち中に状態異常になっていると、復帰時にその異常に対する抵てい抗こう力がつくんです。体が負荷の強い闇堕ちに適応しようとしてることの副次的な作用ですね。つまり、今の私は熱中症に強くなったネオヒルデなのです！」

「なにそのサ○ヤ人みたいなシステム！」

「戦乙女ヴアルキリーですから」

「理由になってるようななってないような……」

「だから明日もお願いします！」

「そういうことなら明日もがんばってみるか」

「はい！」

　どうしてもこの笑顔には弱いんだよな。

　せっかくだから、企き業ぎようブース以外のサークルも見せてやろう。
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　バイフェスのメインは二日目である明日だ。

　しかし、これだけの人気ジャンルであれば、一日目にも、「ついでにバイフェスの本やオリジナルグッズも作っちゃいました」というサークルが現れる。

　そんな掘ほり出し物を探すのもコミケの醍だい醐ご味みだ。

　買いたい物が決まっている場合は綿密な計画と事前調査が必須なコミケだが、こうしてふらりと『島巡めぐり』をするのも悪くない。

「なんですかこの人数！　テーブルの向こう側に座っている人みんな、自分で本を作った人達なんですか？」

　ヒルデは広い会場を見回しながら、目を丸くしている。

「本だけじゃないけど、そういうことだ。といっても、会場はこのホールだけじゃなく、別の場所にも──」

「こ……これは！　鈴すず原はらりんちゃんの折りたたみ釣つり竿ざお！　マグロ漁船でまかない料理用の魚を釣る時に使うものですね！」

　相変わらず人の説明聞かないな！

　ヒルデがキラキラした瞳ひとみで見つめている釣り竿は、バイフェスに登場する『鈴原りん』のトレードマークだ。

　数あるバイトの中で、りんはなぜか『マグロ漁船で遠洋漁業のバイト』を割り当てられている。

　完全にネタキャラなのに、そこそこ人気は高い。

　ふらりと迷い込んだこの辺りは、どうやら『釣り』関係が集まっているらしい。

　アニメやマンガ、ゲーム以外にもこういった趣しゆ味み人が集まるのもコミケの魅み力りよくだ。

　それにしても、ゲームとは縁えん遠どおそうなおっさんにまでバイフェスは浸しん透とうしているらしい。

　テレビＣＭも盛んにしているし、この前公開された劇場版では観客動員数がその週のトップだったらしいしな。

　ヒルデが釣り竿を購こう入にゆうするか必死で迷っている横を、見覚えのある顔が足早に通り過ぎて行った。

「こちらウルズゼロ！　ウルズセブン！　目的のブツは？　オーケーだよ！　次はポイントエイトに向かって！」

　肩から大きな鞄かばんをかけ、動きやすさを重視したロリ服に無線機インカムという少女は、オレとヒルデに気付かず、人の間を縫ぬうように進んでいく。その大きな鞄からは購入したであろう同人誌が少しはみ出している。

　あれだけの量となれば、十キロは軽く超こえるのではないだろうか。

「今のってスクルドじゃないか？」

　どう見てもうちに居い候そうろうするヴァルキリー三人娘むすめの一人だ。

「りんちゃんルアーストラップにしました！　こちらならお手軽価格ですし。よーし、これを着ければりんちゃんが出る気がします！　ちょうどフレッシュ属性のキャラが欲しいと思っていたんです」

　バイフェスのキャラカードは衣装によって『スイート』『スマイル』『フレッシュ』の三属性にわかれており、イベントやユーザー同士のバトルではそれぞれの属性キャラをまんべんなく持っていることが必要だ。

　最近鈴原りんの『フレッシュ属性』衣装が実装されたため、それが欲しいのだろう。

　ヒルデの持っているキャラを見せてもらったが、たしかにフレッシュ属性が不足していた。

　なぜかガチャって引ける属性が偏かたよるんだよな。欲しい属性に限って出ないもんだ。

　そんなことより──

「オレの話を聞けよ。今のってスクルドだよな？」

「そうでしたか？」

「気付いてなかったのかよ！　ヒルデの妹分だろうに」

　おそらく効率を最重要視したであろうあの動き、無線機インカムでの協力者フアンネル操作。大量の同人誌戦利品……。

　個人での買い物にしては手にしている物が大がかりすぎる。

　仲間と協力して人気同人誌を購入しているのだろうか。

　でもスクルドがそんなに同人誌を好きだって話は聞いたことがない。

　腹黒なスクルドのことだ……まさか、転売ヤーをしているわけじゃないだろうな。

「うぅ……りんちゃんが出ません！　きっとルアーが足りないんです！　おじさん！　ルアーもう一つ下さい！」

　自分で考えたジンクスを信じ込んでる!?　そのルアーを持ってるとりんちゃんが引けるとか決まってないから！

　それと、ブースの前に居座るのは迷惑だからやめような。




　　　　◆　◇　◇　◆




　島巡りも一段落したオレ達は、ある意味コミケの花、コスプレエリアに向かった。

　せっかくコスプレに来たのならここを見せておかねばウソだろう。

「そこら中にマリちゃんがいます！　かわいい人からそうでない人までたくさん！」

「天然で煽あおるのやめて!?」

　すごい目で睨にらまれてるから！　楽しければいいんだよ！

「それにしても薄うすい布ですね。破れたりしないのでしょうか？」

　布が安いって言ってるように聞こえるから！　そうじゃない人もいるから！

「破れることは少ないみたいだけど、急な夕立が来たときは大変だったなあ……」

　衣装がスケスケで。

「なんだかわかりませんが、目がえっちです」

　そんなジト目で見ないでくれよ。

　そんなやりとりをしていると、胸むな元もとにカメラを構え、やや前ぜん傾けい姿勢で腰こしを落とし、最前線の兵士のように鋭するどい目をしたおっさんが近づいてきた。

「なんという目……っ！　まさかヴァン神族の刺し客かくですか!?」

　ヴァン神族とはヒルデ達アース神族と敵対する組織で、こちらの世界でソシャゲを運営し、その欲よく望ぼうエネルギーを集めるなんてマネをしていた連中だ。

　こちらの世界におけるヴァン神族の企たくらみを阻そ止しするのが、ヒルデ達ヴァルキリーの使命なのだ。

「写真撮とらせてもらっていいですか？」

　ヒルデの警けい戒かいとはうらはらに、おっさんの声こわ色いろは優しく紳しん士し的だ。

　目つきは鋭いままだが。

「とてもよくできた鎧ですね。でもマリちゃんにそんな衣装はなかったような……オリジナルでしょうか？」

「あの……え……？　もしかして私をマリちゃんと間ま違ちがえてるんですか？　えへへ……」

　実に嬉うれしそうなヒルデである。

　本当に間違えてるわけじゃなくて、コスプレ写真を撮りたいがためのリップサービスだと思うがな。

　それを含ふくめても、ヒルデとマリは似ているようだ。

　嬉しそうに頷うなずこうとしているヒルデだが……。

「おいヒルデ、その姿で写真を撮られるのはまずいかもしれんぞ」

「どうしてです？」

「コスプレの写真は本人に許可を取ってからネットにアップするのがマナーだが、残念ながら守ってもらえないこともよくあるらしい。もし鎧姿が世界中にばらまかれたら……」

「私の居場所がバレてしまいますね」

「そういうことだ」

　ヴァン神族はこの前倒たおした奴やつの他にもたくさんこちらの世界に来ているらしい。ヒルデの情報はある程度奴らにも回っているだろうが、顔写真がばらまかれるのはさらに相手に情報を渡わたすことになる。

　前回の件で既すでにヴァン神族に顔がばれてはいるものの、ムダに追加情報を与あたえる必要もないだろう。

　撮られちゃった時はしかたないけどな。

「ごめんなさい、写真はちょっと……」

　ヒルデの言葉におっさんは気を悪くすることもなく、再び前傾姿勢で次なる獲え物もの……じゃない、被ひ写しや体たいを探しに行った。

　いい人っぽいが、その風ふう貌ぼうのせいかえらい迫はく力りよくだったな。やはりコミケは面白い人だらけだ。

「「「おおおおおおおおっ！」」」

　おっさんの後ろ姿を見送っていると、コスプレ広場の片かた隅すみから大だい歓かん声せいが上がった。

　背せ伸のびをして人だかりの中心を見ると、そこにいたのはうちに居候しているヴァルキリー三人娘の一人、グー姉だった。

　あの人、やっぱりコスプレが趣味だったのか……。

『いっしょにおさんぽＪＫメイド』でトップ人気のスクルドといい、コスプレで大人気なグー姉といい、こちらの世界におかしな順応をするヴァルキリー達である。

　グー姉はあっという間にカメコの集団に囲まれてしまった。

　挨あい拶さつくらいしておきたいところだが、この人込みでは近づくだけでも大変だ。

「だけど、あんなに写真を撮られて大だい丈じよう夫ぶなんだろうか」

「グー姉の周囲に微び弱じやくな魔ま力りよくを感じます。今のグー姉を撮っても、おそらくカメラの類たぐいに記録されることはないかと」

　必死に撮さつ影えいしているカメコには悪いが、さすがグー姉だ。

　──ゴロゴロゴロ。

　グー姉への挨拶を諦あきらめて、もう少しコスプレ広場を楽しもうと思ったその時、微かすかに雷かみなりの音が聞こえてきた。

　遠くの空を見ると、分厚い雲がこちらに流れてくる。

「雨が降りそうだ。中へ入るぞ」

「もう少し見たいです。あっちにマリちゃんの服を着た人がいっぱいいます！　分身でしょうか？　見に行ってみましょう！」

「頼たのむからオレの話を聞いて!?　やめて！　ひきずらないで！」

　ちょっと何かに夢中になるとすぐこれだよ！




　　　　◆　◇　◇　◆




　興奮するヒルデをなだめ、なんとか雨が降り始める前に建物内へと逃にげこむことができた。

　レイヤーさんのスケスケ衣装を見み逃のがし……いや、コミケは明日あしたもあるのだ。

　今日から無理するのは得策ではない。

　明日のために風邪かぜをひかないようにって意味だからな。

　明日こそスケスケコスを見るぞって意味じゃないぞ。

　雨のせいか、建物内の人口密度が上がったようだ。

　ただでさえ高かった湿しつ度どはさらに上じよう昇しようし、ねっとりした空気が体にまとわりつく。完全にサウナかローマ風ぶ呂ろ状態だ。

　阿あ○寛ひろしでも呼んできたら喜ぶかもしれない。

「体がべとべとで気持ち悪いです……。これなら炎えん龍りゆうのブレスを浴びた時の方がカラッとしていてマシでした」

　どんな例えだよ、とツッコミそうになったが、おそらく例えではなく実体験なのだろう。

　よく生きてたな……。炎龍なんてものは自衛隊にでもおっぱらってもらえよ。

　こうも湿度が高いと、いくら日差しが遮さえぎられているとはいえ、屋外よりも体感気温は高い気がしてくる。

「これはもしかするとコミケ雲が見られるかもしれないな」

「なんですそれ？　同人誌やグッズを糸で絡からめとるモンスターですか？」

「蜘蛛くもじゃなくて雲な！　スパイダーじゃなくて、クラウドの方！」

「リメイクの発売はいつになるんですかね？　ちゃんと出るんですかね？」

「何の話かはあえて聞かないけど、とりあえず英語にしてみたオレが悪かったよ！」

「てっきりこの大きな会場がレオパ○ドンになる話だと思ったのに残念です」

「よりによってそのスパイダー○ンを持ってきちゃうのかよ！」

　どこで身につけたんだその知識。

「コミケ雲って言うのは、あまりの湿度で会場内に雲ができることだ」

「もしかして、その雲の成分には参加者の汗あせが含まれてるってことですよね……胸が熱くなります……」

「それきっと、胞ほう子しか何かが肺に入ってるぞ。マスクするか？」

　人の波に飲まれながらも建物内を移動し、やっとのことで出口へと辿たどりついた。

　雨はすでに上がっており、濡ぬれた地面から立ち上る湿しつ気けに辟へき易えきしつつも、少しだけ下がった気温に安あん堵どする。

　もうすぐ会場出口から続く階段が茜あかね色に染まる時間だろうか。

　朝方会場入りの進軍が行われたこの場所も、今は戦場帰りの勇者達が思い思いの表情で歩む、穏おだやかな雰ふん囲い気きに包まれている。

「潤矢！　やっと見つけ……じゃない、偶ぐう然ぜんね！」

　ヒルデと並んで祭りの後の哀あい愁しゆうを味わっていると、背後から聞き覚えのある声が飛んできた。

「千奈？　来てたのか」

　髪かみと服はぐしょ濡れで、見るからにぐったりしたその姿にいつもの快活さは見られない。

「暑いし人多いしおまけに突とつ然ぜんの豪ごう雨うには降られるし最悪よ……」

「そんなにバイフェスにハマってたのか」

「そ……そうよ！　悪い!?」

「なぜそこで怒おこるんだ」

「怒ってないわよ！」

　どう見ても怒ってるじゃないか。

　この幼なじみは前からよくわからんと思っていたが、最近とみにわからんな。

「それはそうと、あんた達何時に来たのよ。開場一時間前から駅前にいたけど見かけなかったわよ」

「もちろん始発だが？」

　教室でその話をした時、千奈はいなかったな。

「なぜ駅前で待機なんてしてたんだ？」

「いいじゃないそんなこと！」

　疲ひ労ろうのせいかカリカリしてるなあ。

　目的のものを買えなかったのかもしれない。

　もしバイフェスの公式グッズ関係が目的だとしたらさもありなん。

　千奈がグッズを買うほどバイフェスにハマっていたとは知らなかったけどな。

「なんでそんなに早く……って質問は、会場内を見たから引っ込めるわ。目的のものは買え──なかったみたいね。そこまで残念そうな顔をされると茶化す気にもならないわ」

　グッズを買えなかったことを思い出したのか、ヒルデはしょんぼりと下を向いてしまった。しかし、すぐに顔を上げ、

「いいんです！　明日こそゲットしてみせますから！」

　と言って拳こぶしを握にぎりしめたのだった。

「ここに連日……？　それって三日連続のデー……まさかそこまで仲が進んでるの!?」

　いったい何を慌あわてふためいているんだこいつは。暑さに頭をやられたのだろうか。

「ペットボトルの氷は全部とけちまったけど、飲みかけでよけりゃあ薄うすめた清せい涼りよう飲料水があるぞ？　飲むか？」

「の……飲みかけ!?」

　千奈が真っ赤な顔でオレの取り出したペットボトルを凝ぎよう視ししている。

　飲み残しのやりとりなんて子供のころにさんざんやったからいまさら恥はずかしがるようなことでもないし。

「潤矢……それは……」

　だがヒルデにとがめられて気付く。

　今はもう子供じゃないんだ。

　男の飲み残しなんてイヤだよな。

「私も欲しいです」

「そっちかよ！　喉のどかわいてるなら言えよ！」

　オレは手に持っていたペットボトルをヒルデに手て渡わたした。

「ありがとうございます」

　ヒルデはうれしそうに、中身をごくごくと飲む。

「一人で飲みきらないで千奈にもわけてやれ」

　ヒルデが半分ほど飲んだところで、オレはヒルデの頭に軽くチョップをした。

「いいなあ……チョップ……」

「大丈夫か千奈!?　完全に暑さにやられてるだろ。早く飲め」

　チョップをうらやましがるなんて、そうとうキている証しよう拠こだ。

　しかし千奈は、ヒルデが差し出すペットボトルの口をじっと見つめると、

「もういらないわよ！　ばかあああ！」

　そう叫さけびながら走り去ってしまった。

　あれだけ走れるなら大丈夫だろう。

　初めてのコミケ参加にしてはなかなかタフなヤツだ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　オレとヒルデがアパートに戻もどってぐったりしていると、スクルドとグー姉も帰ってきた。

　グー姉は今晩も牛ぎゆう丼どん屋のアルバイトでワンオペがあるため、シャワーを浴びるとすぐに押し入れに入ってしまった。

　今はオレ、ヒルデ、そしてコミケで姿の確認できたスクルドにも協力してもらい、三人で明日の作戦会議だ。

「スクルドは今日、始発前から列ならんでたんだろ？」

「もちろんよ」

　そこで当然のように頷うなずく異世界人ってのもアレだなあ……。

「何よ、変な目で見て。スクルドがかわいいからってやらしーことしないでよ？」

「しねえよ！　最近は子供への扱あつかいがデリケートなんだぞ！　そっちこそヘンなこと言わないでくれ！」

　道ばたで声をかけただけでも事案扱いされるんだぞ。

「ちょっと！　スクルドはこどもじゃないよ！　これでも潤矢より長く──じゃない、十七歳よ！」

　それはさすがにウソだろ！

　けっこうな年月を生きてる半神だったはずだ。

「見た目のことを言ったのは悪かったよ。一見つるぺた幼女だけど、そのことをとても気にしているのを忘れてた」

「普ふ通つうに謝られるとそれはそれで……せめて少女って言いなさいよ！　つるぺたでもないし！」

「えっ!?」

　なぜそんな誤ご魔ま化かしようのないウソをつくんだ。

「そこまでおどろかなくても……」

「大だい丈じよう夫ぶ。未来はあるさ」

「むっかつくわね……まあいいわ。百八つある潤矢へのお仕置きのうちどれを使うかは後で考えるとして、真しん剣けんに悩なやんでいるヒルデ姉様を放っておくわけにもいかないわ。それで、私の出しゆつ撃げき時刻がどうしたの？」

「スクルドが列び始めたのは、四時半からだな？」

　公式に列んで良いとされる時刻ジャストだ。

「そうよ。『ウチのお兄ち客ゃんたち』を使って……もとい、お願いして交代で休きゆう憩けいを取りながら列んだわ」

　一いつ瞬しゆん、黒いスクルドが見えた気がするがそれはおいといて。

「その時点でどれくらい前に列んでいた？」

「目視だから正確な数はわからないけど、二千人ってとこかしらね」

　それだけの数を概がい算さんできるのは、さすが戦いくさ慣れしたヴァルキリーといったところか。

「ちょっと待って下さい。絶対おかしいですよ！　それでは整列開始時刻より前から人が列んでいたことになります。わけがわかりません」

「それは『徹てつ夜や組』のせいだよ」

「私、マージャンはまだわかりません。とりあえず三つずつ集めてカンカンカンって言えばいいんですよね？」

「テツヤ違ちがいな上に違うマンガだそれ！」

「ちょっと二人とも……話を先に進めたら？」

　スクルドの言う通りだ。

「コミケ参加者の中には、徹夜で列ぶ奴やつもいるんだ」

「うーん……愛なんですね。そこまでして欲しいものがあるのでしょう。もしかすると、雅みやびちゃんのファンなのかもしれません」

　雅ちゃんとはバイフェスのキャラで、古こ物ぶつ商でアルバイトをしている大和やまと撫子なでしこ風キャラだ。名前通り雅な外見とは裏腹に、物ぶつ欲よくにまみれており、そのせいでよく失敗をする。

　コミケ参加者がみんなコンテンツを愛する心だけであそこにいるって訳でもないんだがな。

　感動するヒルデをよそに、オレはチラリとスクルドを見る。

「な、何よ……」

　スクルドはそれだけ言うと、少し気まずそうに目を逸そらせた。

　こいつ……やっぱり……？

　いや、今はスクルドより、明日あしたのことだ。

　明日もグッズを買えなければ、ヒルデは所構わず闇やみ堕おちしかねない。

「あれ……？　でも徹夜ってルール違い反はんでしたよね？」

「気付いたか」

「はい。潤矢にお借りした鈍どん器きのような本に書いてありました」

　ちゃんとオレが渡わたしたカタログを読んだらしい。良い心がけだ。

「でも、なぜ徹夜がいけないんです？　必要とあれば一週間でも二週間でも敵てきに悟さとられないよう敵陣じんの近くに潜ひそむなんてことはよくあると思うのですが」

「近きん隣りんに迷めい惑わくがかかるってのが最大の理由だな。それに、深夜に暑さでひっそり死人が出るなんてことになったら、二度とコミケはできなくなっちまう」

「たしかにそれはいけませんね……」

「そしてバイフェスは人気コンテンツだからな。徹夜組が一気になだれ込んだと考えれば、即そく完売もするだろう」

「なんという人達ですか！　ルールを……秩ちつ序じよを乱す不届き者ですね！　斬きりましょう！」

「怒いかりもわかるがとりあえず部屋の中で剣けんを抜ぬくな！」

　危あやうく棚たなに飾かざったフィギュアの胴どう体たいが真っ二つになるところだ。

「ですがこのまま放置するわけにもいきません」

「かと言って、徹夜組を全員なぎ倒たおすわけにもいかないだろ」

　こっちが逮たい捕ほされてしまう。

「うぅ……しかし……」

「とりあえず落ち着こうよヒルデ姉様。明日は始発前に行けばいいじゃない。姉様の足なら電車なんか使わなくても、すぐ着つけるでしょ？　そのためにもしっかり寝ねておかなきゃ」

「それはそうですが……」

　妹分に諭さとされるヒルデである。

「ま、反論の余地はないわな。寝ようぜ？」

「わかりました……」

　オレとスクルドの説得で、ヒルデはしぶしぶバイフェスを起動したのだった。

　だから寝ろって！




　　　　◆　◇　◇　◆




　オレは静かに窓が開く音で目を覚ました。

「せめてドアから出ろよ」

　正確には、うとうとしていただけで眠ねむってはいなかった。こうなるとわかっていたからだ。

「起きていたのですか」

「ヒルデがあのまま大人しくしているとは思えなかったからな。行くんだろ？　徹夜組を倒しに」

「さすが私のマスター。実に聡そう明めいです」

　ヒルデとちょっと付き合ってる奴なら誰だれでもわかるって。

「それじゃあ行くとしますか」

　布団から這はい出したオレは、すでにＧパンにＴシャツだ。

「潤矢も来るのですか？　危険です！」

「徹夜組が襲おそいかかって来るわけじゃなし、大丈夫だろ。それに、コミケのことをよく知らないヒルデを一人で行かせる方が、オレの精神衛生上よろしくないさ」

「わかりました。私も潤矢がいてくれると心強いです。心配してくれるマスターの想いにも報むくいたいですし」

「し、心配と言っても保護者的な意味だからな」

　何を言い訳してるんだろうねオレは。
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　ヒルデの背に摑つかまり、夜の街を駆かける。

　そうして辿たどり着いた先で見た光景が、亡もう者じやのように迫せまり来る徹夜組の群れだった。

　ここでやっと話の時間軸じくは最初に戻る。

「「「ぐぅぅおおおおぉぉぉ……ぉぉぉ……」」」

　徹夜組達の狂きよう気きは這い寄る混こん沌とんに弟で子し入りでもしたのかというほどだ。

　ヒルデの制止にも、オレの説得にも彼らは耳を貸さない。

「お前ら全員ペナルティだお！　二度と薄うすい本を楽しめない体にしてやるんだお！」

　そう叫びながら片手に四本、両手合わせて八本のサイリウムを振ふり回しているのは正だ。

　どうやらスタッフとして徹夜組の整理担当になっているらしい。

　徹夜組なんぞがいるから、こうして余計にスタッフが必要になるのだ。

　一方、明らかに様子のおかしな奴らを牽けん制せいしつつ、バイフェスをプレイするヒルデはいつも通りだとして──って、こんな時に余よ裕ゆうだな！

「ふぅ……ハードモードのフルコンも余裕ですね。フレッシュ系の曲がスコア的にはどうしてもイマイチですが」

「イマイチと言っても、全国一ひと桁けた争いでの話だろそれ……」

　バイフェスは曲ごとに属性があり、各キャラの属性値がプレイ成功時のスコアになるのだ。

　例えばスマイル属性の曲なら、デッキにセットしたキャラ達のスマイル属性値が、スコアに直結する。

　ヒルデはフレッシュ属性の手持ちキャラが育ちきっていないため、その属性の曲ではスコア的に苦戦することになるのだ。

　育ちきっていないとは言っても、キャラは全て入手している。そこからさらに同じキャラを複数手に入れることでレベル上限を開放することができるのだが、これを全キャラ完全に行うには数百万ではすまない金額が必要となる。

　さすがのヒルデでもそこまではできていないということだ。

　そしてユーザーランキングだが、これはスコアが直接影えい響きようする。『上』を目指すにはとにかく稼かせぎ続けるしかない。

「もう少しで週間ランキング十位に入れそうなのですが……ここは課金でスタミナ回復ですね！」

「いやいや！　まずは目の前のアイツらをなんとかしようぜ！」

　オレもバイフェスのシステムを振り返ってる場合じゃなかった！

　徹夜組は唸うなりながらその包ほう囲い網もうを狭せばめてくる。

　今はまだ直接殴なぐりかかってくるようなそぶりは見せないが、このまま押しつぶされるだけでもかなり厳きびしいことになる。

　この熱帯夜、オレはもちろん奴らも大量に汗あせをかいているのだ。

　そんな連中と密着するなど、考えただけでも恐おそろしい。

　オレとヒルデが手をこまねいている間にも、亡者達の群れは正を取り巻き、そのまま飲み込んでしまった。

「正ー！　お前の犠ぎ牲せいはムダにはしないぞ！」

「まだしんでないおー！　お腹の肉を揉もむな！　今年の徹夜組はなんなんだおー！」

　ちっ……生きてたか。

　正の腕うでが人波の上に出たりひっこんだりしている。

　徹夜組のほとんどがモブ顔なのだが、中には特とく徴ちよう的なヤツもいる。

「ぜははははは！　我々徹夜組の邪じや魔まをする者は闇やみに飲まれるがいい！」

　そう言って何枚もつなぎあわせた黒いゴミ袋ぶくろを風になびかせる者。

　今時、黒いゴミ袋なんて売ってるんだな。

「ぐららららら！」

　白い髭ひげ面づらのごついおっさんが豪ごう快かいに笑ったり、

「スタッフという『悪』を許すな！」

　と叫さけんで体中に赤いスライムを塗ぬりたくった状態で正に抱だきつく者がいたりと、カオス極きわまりない。

「なんですかあの人達。もしや欲しいカードが出なくて頭がおかしくなったんでしょうか？」

　ヒルデにどん引きされるとはなかなかの逸いつ材ざい達だ。

「ガチャが上手うまく引けなくてああなっちまうんだとしたら、それはもともと頭がおかしかったってことだな」

「たしかにそうですね。ＳＲやＵＲが出なければ、出るまで課金をすればいいのです」

「そういうこと言ってるんじゃねえから！」

　あと、ＳＲ出ないからってしっかり闇堕おちするヤツに言われたくないだろうよ。

「ところで潤矢。早くなんとかしなければ、潤矢の友人が大変なことになってますよ」

　正はいつのまにか亡者達に跪ひざまずかされ、先ほどのスライムの人に背中から抱きつかれている。

　あれが美少女だったらこの上ないご褒ほう美びなのだが、どう見ても四十は超こえたおっさんである。

　まじで何がしたいのか。

「潤矢ぁ！　オレはもうだめだお！」

「うむ、見ればわかる」

　自分がああなったら死にたくなるだろう。

「オタクの血を引くオレを、愛してくれてありがとうだお……」

「全然愛してないし」

「ひ……ひどいお……」

　そう言って、正はがくりと気を失った。

「正のことはともかく、こいつらはなんとかしないとな」

　かつて、徹てつ夜や中に鍋なべをやった強つわ者ものがいたらしいが、今回はその比ではない。

　このまま祭りの二日目を迎むかえたら、いったいどうなるか。

　最悪、警察沙ざ汰たになりそうなテンションだ。

　ただでさえ、外敵が多いコミケである。

　せっかくの祭りが潰つぶされるようなことがないよう、参加者一人一人が注意しなければ。

　とか言ってるうちにも、ヒルデはガチャを回していた。

「バイフェスは面白いんですけど、ＵＲの確率が低くて辛つらいです……。この辛さをまぎらわすには、もう一度ガチャを回すしかありません！」

「やめんか」

　そうやって課金地じ獄ごくにはまるんだよ！　いや、コイツはとっくにはまってるけど。

「そんな！　さっきガチャは出るまで回すモノと言ったじゃないですか！　有言実行です！」

「その四字熟語は守らなくていい時もあるんだからな」

「むぅ～仕方ありません。では、リズムゲームを一回プレイしてからガチャを回しましょう。Ｒとはいえ、なぜか今まで持っていなかったカードが手に入ったので、一回くらい使ってあげたいです」

　結局ガチャは回すんじゃねえか。

「そうじゃなくて徹夜組をなんとかだな……」

「ああっ！」

「今度はなに!?」

「さっきまでプレイしていたから、スタミナがありません！」

「そいつはよかった。スタミナの回復を待つ間に、徹夜組を倒たおそう」

「暴力に訴うつたえるなんて野や蛮ばんですよ。そんなことより、課金アイテムでスタミナを回復させましょう」

「どの口が野蛮とか言うんだよ！」

「では彼らをなんとかしたら、自分へのご褒美にスタミナを回復をさせましょう」

「働き疲つかれたＯＬみたいだな！」

「一人も殺さず彼らを止められたら、おまけでガチャもつけちゃいましょう！」

「おまけなくても殺しちゃだめだから！」

「斬きるのもだめ、説得にも応じない……こんな敵をどうにかするなんて、伝説のスーパーヴァルキリーにしかできない芸当なのでは……はっ！　そうです！」

「何か良い案があるのか！」

「こういう時は先人に学ぶのが一番です」

「さすが戦乙女ヴアルキリー！　こんな時の戦術も学んでいるんだな」

「郷ごうに入いっては郷に従えということで、こちらの世界で学んだ知識を使います」

　ソシャゲとバイトに明け暮れていただけじゃなく、ちゃんと勉強もしていたらしい。やはり根は真ま面じ目めな奴やつなのだ。

「この前試しにプレイしてみたパズルゲームでコラボしていたので、原作とアニメをチェックしてみたのです」

「いきなり何の話だ？」

「そこで学んだ技です！　いきますよ……ドンッ！」

　ヒルデが気合を入れたそぶりを見せると、大気が大きく震ふるえた。

　すると、徹夜組達は全員ピタリと動きを止め、ゆっくりとその場に崩くずれ落ちたのだった。

　あ……ついでに正にもトドメが刺さされとる……。

　すまん……今度何か埋うめ合わせをするからな。

「人を襲おそう暇ひまがあったら、何が好きかを語りなさい」

　彼らに背中を向け、決め台詞ぜりふを呟つぶやくヒルデである。

　それ、元ネタは違ちがうマンガだからな？　まとめサイトに毒されるのやめような？

「どうやったんだ今の？」

　まさか○気を身につけたというわけでもないだろう。

「気を当てたのです」

「ヴァルキリーは魔ま法ほうだけじゃなくて、そんなこともできるのか」

「もちろんです！　気だけでは難しそうだったので、同時に肺で圧縮した大気の振しん動どうを相手の頭部たたき込みましたが」

「それってただの物理攻こう撃げきなんじゃ……」

「気です！」

「あ、はい」

　本人がそう言うのであれば、そういうことにしておこう。

「とりあえず一いつ旦たん帰ろう。このままいたら、オレ達が徹夜組になっちまう」

「了りよう解かいです。今日は四時半から列ならびましょう！」

　あと二時間もないけどな。

　ちゃんと睡すい眠みんをとるというのは、コミケ参加の鉄則の一つなんだが、この際しょうがない。
















　祭り二日目も楽しもうじゃないか。

　おっと、その前に。屍しかばねの山を片付けておかないとな。

　それにしても、徹夜組の変へん貌ぼうはいったい何だったのだろう。

　コミケ参加者の様子がおかしいのはいつものことだが、徹夜組というルール違い反はん者の集団とは言え、明らかに普ふ通つうではなかった。

　まためんどう事が起きる前まえ触ぶれでなければいいが……。
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　コミケ二日目。

　四時半整列組の話題は、会場前広場の横に列ばされた徹夜組のことで持ちきりだった。

　開場する頃ころには全員無事に目を覚ましたようだ。

　そのほとんどが、コミケに参加したというからすさまじい。

　彼らは口々に「女騎き士しと冴さえない彼氏の亡ぼう霊れいが……」と言っていたという。

　彼氏でも亡霊でもねえし！

　とにかく、今日もオレとヒルデは入場と同時に企き業ぎようブースへと急いだ。

「なにかおかしい……」

「厨ちゆう二にですか？」

「ちげーよ！」

　いつからそんなツッコミができるようになったんだ。

　最近ヒルデのネットスラング能力が上がっている気がする。

「いつもと雰ふん囲い気き……というか、空気が違うんだ」

「……やっぱり厨二ですか？」

「だから違うって！」

　哀あわれみの目で見るな！

　もしかしたら、その単語覚えたてで使いたいだけじゃないだろうな。

「なんというか……みんなの目が血走り過ぎてるんだ」

　いつもそうなのだが、今日は特に常じよう軌きを逸いつしている。

「走らないでくださーい！　ちょっとみなさん!?　ネタをしこむ余よ裕ゆうもないくらいのガチ注意ですよ！　ペナルティくらわすぞごらぁ！」

　スタッフの怒ど号ごうが飛ぶ。

　会場内を走るのは禁止されているが、毎年走るバカがいる。

　しかし今年はその数が多い気がする。

　マナーの悪い輩やからがクローズアップされがちだが、オタクは基本的に善良なのだ。

　もちろん中にはひどい奴もいるが、ここまで全体の雰囲気が悪くなるのはなかなかない。

　ライブハウスなどでも、オタク相手のライブは客のマナーが良いので運営しやすいとオーナーが言っているのを聞いたことがある。

　だというのに、これはいったいどういうことなのだろうか……。
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「今日もないってどういうことですか!?」

　ヒルデが思わず声を上げるのも無理はない。

　昨日に続いて、今日もグッズが売り切れだったのだ。しかもちょうど目の前で最後の一つが売れてしまった。

　この時間に列んで買えないとなると、入荷を絞しぼりすぎたとしか思えないが……。

「うぅ……これは闇やみ堕おちせざるをえません……」

　ヒルデは人前だというのに、オレの腕うでに体を密着させ、熱い吐と息いきを耳に吹ふきかけてくる。鎧よろいは黒く明めい滅めつし、目は虚うつろだ。

　闇堕ちしかけてる！

「昨日と全く同じパターンじゃないか！」

　昨日よりも期待が大きかった分だけ落らく胆たんもひとしおだったのだろう。

「んくっ……我が慢まんできません……マリちゃん……」

「頼たのむから落ち着け！」

　レジカウンターの向こう側へと震える手を伸のばそうとするヒルデを必死で止めるも、ヴァルキリーの力には敵かなわない。

　ヒルデの体から、黒いもやがうっすら立ちのぼり始めた。

　まずい！　闇堕ちする！

　なにか……なにかないか！

　周囲を見回すと、『完売』の文字が列ぶ物ぶつ販ぱんリストに、一つだけ残っている商品があった。

　それはブースを訪れた人全員に配られる『うちわ』だった。

「うちわまだ残ってますか!?」

「最後の一枚ですが……」

「ありがとうございます！」

　販はん売ばいスタッフさんから受け取ったうちわを、ヒルデの視界を遮さえぎるようにしてかざす。

「ほらヒルデ、マリの載のってるうちわだぞ。描かき下ろしイラストだぞ」

　うちわには、明日あしたこの会場限定で開かい催さいされるイベント情報が載っている。

　内容はコミケ来場者全員で対戦をするという大規模なものだ。

「マリちゃん……はぁはぁ……イベント……」

　ヒルデはうちわにつられて、ふらふらとレジカウンターから離はなれていく。

　人をかき分けつつ、うちわを使ってヒルデを企業ブースの外へと誘ゆう導どうする。

「えへへ……マリちゃんが私を誘さそってます……」

　だめだ！　もう闇堕ち寸前だ！　頼むからもう少しだけ我慢してくれ！

　ヒルデをなんとか人の少ない日ひ陰かげに連れ出したオレは、彼女をそっと座らせる。

　コンクリートの壁かべに背を預けたとたん、ヒルデの体から黒いもやが吹き出し、身に着けた鎧が柔やわらかく黒い素材へと変化した。

「潤矢ぁ……私とカラフルでハッピーなマテリアルでＧＯしましょう？」

「言ってる意味はさっぱりだが、正気じゃないってことははっきりわかんだね！」

「じゅんやぁ……」

　ヒルデはオレの腕に体を密着させ、頭を肩かたにもたれかけさせてきた。

　真夏の暑さで汗あせをかいているはずなのに、金色の髪かみからは良い匂においが漂ただよってくる。

　これが女の子か！

　比ひ較かく的人が少ないとは言っても、あくまでコミケ会場ではの話。

　周囲に誰だれもいなくなる瞬しゆん間かんなんてものはない。

　道行く参加者がそろって舌打ちをしながらオレ達の前を通りすぎる。

　ほんとすんません！　オレでもそうするわ！

　ヒルデの白い手がオレの太ももにそっと触ふれる。

　理性が！　オレの理性があぶない！

「ほら！　マリが涼すずしくしてくれるぞ！」

「ふあ～」

　もらったばかりのうちわで扇あおいでやると、ヒルデは気持ちよさそうに目を細めた。

　猫ねこのようにごろごろと頰ほおをオレの肩にすり寄せてくる。

　思わず猫にするように、その頭をなでた。

「えへへ～もっとです～」

　うわぁ……オレ、女の子の頭なでてるよ。

「こんなところで女の子の頭をなでるなんて……っ！　デスブログにでも書かれてしまえ！」

　通りすがりの男がえらい遠回しな罵ば倒とうをして去って行った。

　いきなりそんなことを言われる筋合いもないが、気持ちも少しわかる。

　何にせよ、このまま参加者達に見られ続けるのはオレの心がもたない。

　幸い、マリのうちわを見せながら頭を撫でてやるうちに、ヒルデの様子は落ち着いてきている。

　もう少しこのままでいれば、じき元に戻もどるだろう。
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　欲よく望ぼうを満たし、正気に戻ったヒルデを連れて、バイフェスゾーンへやってきた。

　闇堕ちしたことを必死に謝るヒルデだったが、ヴァルキリーの特性なのだからしょうがない。

　頭をなでるの、ちょっと気持ちよかったしな。

「せっかくだから楽しもうぜ。今日はバイフェスメインの日だからな。昨日どころじゃない数のブースが出てるぞ」

「このあたり全部がバイフェスですか!?」

　日本最大の屋おく内ない展示施し設せつを使ったコミケにおいて、今期最多のスペース数を確保しているジャンルがバイフェスだ。

　関連のサークル数は二千を超こえるという。

　島を巡めぐっているだけでも、一日が終わってしまう……いや、まわりきれない数だ。

「ふあぁ～。空間が人で埋うまってます。みなさんよくちゃんと歩けますね」

「日本人は人込みを歩くのが得意だけど、ここにいるヤツは特に精せい鋭えいだな」

「ニンジャというやつですね！　ハラキリゲイシャ！」

「初めて来た異世界が日本のはずなのに、なんでテンプレ外人っぽい勘かん違ちがいすり込まれてんの!?」

「潤矢！　ここでも触しよく手しゆが！　私のマリちゃんがひどいことに！」

　オレがつっこんでる間にも、ヒルデは島の中へと突とつ撃げきしていった。

　人込みをものともしないのはむしろ彼女の方で、目を付けたスペースへするすると向かっていく。

　コミケ慣れしているはずのオレが置いていかれるほどだ。

「他にも健全な（？）エロ同人がいっぱいある中で、どうしてお前は触手に目が行くんだ！」

　もしかして、これもヴァルキリーの特性か？　あと、大声で触手とか言うんじゃありません！

「バトガとのコラボコピー本ですって！　……コピー本ってなんですか？　分身コピーしてたくさん書くことですか？」

　何その締しめ切り前の作家がみんな欲しがりそうな能力！

「印刷所に出さず、コピー機なんかで作る本だよ。今回のコラボみたいに、コミケ直前で発表されたネタだと、印刷所に出すのが間に合わなかったりするからな」

　ちなみに『バトガ』とは『バトルガールライブスクール』というアクションソーシャルゲームだ。

　ガールズバンドを組んでいる女子高生が異世界人と戦うというストーリーで、『音楽』という共通テーマから、バイフェスとコラボしている。

「マリちゃんの衣装が出ていると聞いて、私もバトガを始めてみたんですが、けっこう面白いんですよね。ちょっとハマってしまって、バイフェスの合間にちょくちょくプレイしているんです。でも、なんでコラボなんてするんですかね？」

「ヒルデみたいに、他のコンテンツからお客さんをひっぱってくるためだよ。一つのコンテンツだけだと、宣伝が一定のお客さんにしか届かなかったりするからな」

「なるほど。客寄せドラゴンってことですね」

　あっちの世界ではパンダじゃなくてドラゴンなんだ……。

「バトガの女の子が着るマリちゃんの衣装もなかなかかわいかったですし、良い企き画かくですね。二本同時に遊ぶと、休む暇ひまがなくて大変です。スマホの電池もすぐなくなっちゃいますし」

　そう言うヒルデはとても幸せそうだ。

　あの衣装、けっこう確率低かったはずだけど手に入れたのか。どうせ課金しまくったんだろうなあ……。

　余計なことを聞いて、信じられない金額が返ってきたらと思うとツッコめないが。

「あっちにはマリちゃんの大きなポスターが！」

「おいヒルデ、あんまり勝手に動くと──」

　すごい速度で進んでく!?

　ヴァルキリーとしての能力を存分に発揮したヒルデは人で埋め尽つくされた会場をすいすいと進んでいく。

　その後ろ姿はあっという間に見えなくなってしまった。

　こりゃ追いつけないな……。

　電話やメッセージアプリで連れん絡らくをとってみるも、繫つながる気配はない。夢中になっているのだろう。

　こういう時のために集合場所を決めてある。

　とりあえずそこに向かってみよう。




　　　　◆　◇　◇　◆




　………………みつからねえ。

　はぐれたのが昼過ぎだから、かれこれ三時間以上探し回っていたことになる。

　集合場所にいつまで経たっても現れないので、コスプレ広場や他ジャンルもまわってみたが、ヒルデは全く見つからなかった。

　それぞれの場所でグー姉やスクルドの絡からむトラブルがあったりもしたのだが、今は思い出している場合ではないのでおいておこう。

　そもそもこんな広い会場でまともに人を探そうというのが無理なのだ。

　何度も集合場所や、バイフェス関係のスペースに戻ったりもしたのだが、全く見つからない。

　道行く人に青い鎧よろいの金きん髪ぱつ美女を見なかったかと聞いてみると、あらゆる場所で目もく撃げき情報があった。

　どんだけ動き回ってるんだよアイツ！

　スマホで連絡がつかないところを見ると、オレを探しているというより、コミケに夢中なのだろう。

　やがて、会場中に響ひびく拍はく手しゆがコミケ二日目の終しゆう了りようを告げた。

　とりあえず会場出口に向かってみよう。

　そこで待っていれば、いずれ現れるだろう。

　そう思って待つことしばし。

　……いつまで経ってもヒルデは現れない。

　近くに佇たたずむ『現実へ』という看板を持ったお兄さんとちょくちょく目が合って微び妙みように気まずい。

　入口をぼうっと眺ながめていると、ヒルデではなく千奈が出てきた。

　昨日はさんざんな目にあったようだが、今日はしっかりした足取りだ。

　てっきり今日は来ないと思ったんだがな。

「千奈～」

　軽く手を振ふってみるが、千奈はこちらに視線を一いつ瞬しゆん向けただけで、駅の方へと行ってしまった。

　オレに気付かなかったということはないと思うが、どうしたんだろうか……。

「今の、平井台さんですか？」

　ひょいと横からオレの顔を覗のぞき込んできたのはヒルデだ。

「ヒルデ！　どこに行って──」

「やあ探しましたよ潤矢」

「こっちのセリフだ!!」

　サ○ルトリアの王子かお前は。

「うぅ……すいません。つい夢中になってしまって……」

「まあいいさ。明日あしたこそはちゃんとグッズも買えそうだしな」

「どういうことです？」

「問題が解決したってことさ」

「…………？」

　ヒルデは首を傾かしげているが、答えを濁にごして帰路についた。

　ここで説明するのも自じ慢まんっぽくて恥はずかしい。

　明日を楽しみにしてもらうとしようじゃないか。







[image: ヒルデの島巡り]




　はぁ～ものすごい人です。

　それに、見み渡わたす限りバイフェスです！

　あわわわ……とら○あなで見たようなエッチな本がいっぱい……。

　なんだかみんな気持ちよさそうにしています……人間も闇やみ堕おちすることがあるのでしょうか？

　はっ！　いけません！　こんなものを見ていては！

　ち、違ちがいます！　買いません！　ごめんなさい！

　こっちはＮでしか出ないキャラも含ふくめたキャラの相関図？

　いったいどこからこんな情報を……？

　アドベンチャーパートを全てチェックして、ご自分で作られたのですか？

　す……すごいです！　一冊ください！


【現在の課金額　二百五十万千八十円（グッズ含ふくむ）】
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　コミケ一日目。

　今日は待ちに待った二回目のコミケ参加。

　ワンオペの疲つかれが残っているけど、四時間ほど仮か眠みんをとれたし元気いっぱい夢いっぱい。

　睡すい眠みん時間は短めだけれど、深夜のワンオペからそのままお昼も働く日に比べればへっちゃらだ。

　今日の会場入りはお昼すぎ。この時間なら列ならばずに入場できる。

　大手サークルさんだと既すでに売り切れが出ている時間だけど、買いたい本があるわけでもないので大だい丈じよう夫ぶ。

　ならばなぜコミケに行くのか。

　その答えはここ。コスプレ広場にあるのです。

「グリさ～ん」

　誰だれかが私を呼ぶ声が聞こえる。

　普ふ段だん呼ばれ慣れている「グー姉」とは異なる呼び名だ。

　ヒルデちゃんやスクルドちゃん達とは違う仲間達。戦友でもなく家族でもない仲間。私にとって新しん鮮せんな関係。

「今回はバイフェスの雅みやびちゃんなんですね。素す敵てきな着物です！　でも、ソシャゲのキャラなんて珍めずらしいんじゃないですか？」

　彼女は『れなこ』。字あざなだ。本名は捨てた。……というわけではなく、コスプレイヤーとして活動するときの名前だ。

　私もいつものグー姉グリムゲルデではなく、『グリ』という名前で活動している。

　一部のコスプレイヤーはちょっとしたアイドル的な扱あつかいを受ける場合もあり、本名での活動は色々な危険を伴ともなうのだ。

　れなこちゃんもまた、そんな人気者の一人。

　現げん役えき女子高生でありながら、海外からのオファーが来るほどの人気で、某ぼうイベントでは数千人の観客を沸わかせたこともあるとか。

　もちろん、それだけの人気者ともなれば、コスプレ関係での収入もある。

　コスプレの資金はコスプレで稼かせぐというのが彼女の流りゆう儀ぎらしい。若いのにしっかりしている。

　今日の彼女はバイフェスの鈴すず原はらりんコスだ。

　マグロ漁船でバイトなんていうネタキャラのコスがこれほどかわいく見えるのは、素材が抜ばつ群ぐんに良いからだろう。

　自分の優すぐれた容姿をわかった上で、衣装も原作から外れすぎない範はん囲いでかわいく見えるよう改造している。

　レイヤーの中にはそんな彼女の『自分をかわいく見せる』姿勢に反発するものも多いが、そのほとんどがやっかみであることを彼女は理解しているようだ。

　頭のいい彼女だが、それ以上に人もいい。

　ただ、人生経験が足りないせいか、よく人に騙だまされるようだ。

　ヒルデちゃんを見ているようで心配になり、ちょくちょくめんどうを見ているうちになつかれてしまった。

「それじゃあグリさん、後で『合わせ』しましょうね」

　女の子でもどきりとしてしまうような笑顔で手を振る彼女は、カメラを持った男性達の中心へと向かって行った。

　私もみなさんにご挨あい拶さつしないといけない。

　れなこちゃんのように、遊び以上の本気でコスプレをしている人はごく少数で、ほとんどのレイヤーは自分が楽しいからやっている。

　かく言う私もそうだ。

　コスプレを始めたきっかけは、こちらの世界にやってきた時、召しよう喚かん先がコスプレ会場内で、そのまま巻き込まれたからだった。

　そんなに経たっていないはずなのに、随ずい分ぶん前のことのように感じる。

　あれ以来、すっかりコスプレの魅み力りよくにハマっちゃって、今期はどの衣装がかわいいかな、なんて考えながらアニメをチェックするようになった。

　戦場を駆かけ回っていたあの頃ころを思えば、ここは天国のようだ。

「すごい着物ですね！　雅ちゃんが着ていた柄がらとそっくりじゃないですか！　写真撮とらせてもらっていいですか？」

　高そうなカメラを構えた目つきの鋭するどいおじさんが、戦場をくぐりぬけるかのような前ぜん傾けい姿勢で近づいて来た。

「かまいませんよ～」

　褒ほめてもらえるのはうれしいが、求められてポーズをとるのはまだ慣れない。

　気き恥はずかしさが先に立ち、どうしてもぎこちなくなってしまう。

　自分からポーズをとるのは平気なのに不思議なものだ。

　コスプレをしていることを潤じゆん矢や君達に隠かくすつもりはないのだが、この時の気分を思い出し、どうしても言い出せない。

　だけど今、周囲にいるのは同好の士ばかり。恥ずかしがる必要などないのだが、なかなか上手うまくいかない。

「優ゆう雅がですね～。本当に雅ちゃんのようです」

　このカメラマン、鋭すぎる目つきをしてはいるが、実は良い人なのかもしれない。

「ありがとうございます～」

　本当ならここで、お金に貪どん欲よくな雅ちゃん的な返しをすべきなのだろう。

　キャラになりきってこそのコスプレ。私はまだその境地には至れていない。

「この衣装はどこで購こう入にゆうされたのですか？　私の知る限り、大手ショップでは出ていなかったような……」

「いいえ～。これは自分で作ったのですよ～」

「まさか染めたのも？」

「私です～」

　着き替がえだけは魔ま法ほうを使ってしまうけど、衣装は必ず自分で作ることにしている。

　衣装作りからがコスプレなのだ。

　染料なんかは魔法で出しちゃったけど、しょうがないよね。

「はっはぁ！　すごいですなあ！」

　カメラマンは何度も何度もシャッターを切る。

　恥はずかしくもあり、少し気持ちよいひとときでもある。

「どうやって作ったかおしえてくださぁ～い」

「あたしもしりた～い」

「写真よろしいですかー？」

　初対面のレイヤー達、カメラマン達が私の周囲に集まってくる。

「は～い。せっかくですから一いつ緒しよに撮りましょう～」

　不思議なものだ。

　組織に属しているわけでも、血のつながりがあるわけでもない。

　好きだからという理由だけで自然と集まる仲間達。

　何ものにも代えがたい空間だ。

　でも、ヴァルキリーである私の耳は、聞きたくないことも捉とらえてしまう。

「（グリさん、最近調子に乗ってるわよね）」

「（姉あね御ご気分って感じでむかつくぅ～）」

　笑顔で被ひ写しや体たいになりながら、小声でそんな会話を交わしている仲間達がいる。

　やっかみなんてものはどこの世界にもあるものだ。

　いちいち気にしていたら身がもたない。

「（グリさんが悪口を言われてます……どうにかしたいけど……でも……）」

　私の耳が捉えたのは、水分補給のために休きゆう憩けいを取るれなこちゃんの独り言だった。

　ここで私を庇かばえば、自分まで嫌きらわれてしまうと考えているのだろう。

　どうにかしたいと思ってくれるだけで十分だ。

「気分でも悪いのですか？　使います？」

　自分への陰かげ口ぐちに集中していたせいか、ぼーっとしていたらしい。

　見知らぬレイヤーさんが凍こおらせたペットボトルを差し出してきた。タオルでくるまれたそれは、夏コミの必ひつ須すアイテムだ。もちろん、こういう優しい人も多い。

「ありがとうございます～。大丈夫です～」

　この着物には弱冷気の呪じゆ法ほうがかけられていて、着ているだけで他の人よりも少し涼すずしいのだ。

「「「おおおおおっ！」」」

　広場の一角から、ひときわ大きな歓かん声せいが上がった。

　その中心にいるのは、色々な会場で見るレイヤーさんだった。

　肌はだの露ろ出しゆつが多い、殆ほとんど下着のような衣装に身を包んだ彼女は、扇せん情じよう的な瞳ひとみで股ももを開き、カメラマンを挑ちよう発はつする。

　自身のコスプレ写真集を販はん売ばいするタイプのレイヤーだ。

　こういったことには賛否両論あるが、周りに迷めい惑わくをかけないのであれば好きにすればいいと思う。

　だが、大量に引き連れた取り巻きがカートを引いて道を塞ふさぎ、あまつさえ彼らに持たせた簡易更こう衣い室で生着替えなど、やっていいことではない。

　周囲のレイヤーも迷惑そうな顔でその光景を見ている。

「そういうのはどうかしら～？」

　できるだけ穏おだやかに、諭さとすように、私は彼女に言った。

「あなたに関係ないでしょ？　自じ治ち厨ちゆう？」

　返ってきたのはすげない言葉だった。

　私には目もくれず、カメラマン達にポーズを取り続ける。

「お姉さんもポーズお願いしますよ～」

　彼女を囲むカメラが私にも向けられる。

　その一部は、地面すれすれに構えられたカメラだ。

『ローアングラー』と呼ばれる、スカートの中などを下から撮さつ影えいしようとする連中のことである。

　どうせならトライアングラーがいいな。世話好きに見られる私だけど、自分だって胸がキュンキュンする恋こいをしてみたいものだ。

　誰と？　と問われると困るのだが……。

　ふと、私の妹分に親族以上の優しさを見せる男の子の顔が脳のう裏りをよぎった。

　……ないない。

　私がとっちゃってどうするんだか。

　ヒルデちゃんがやっと出会えた、心を許せる男性だもの。

　当の二人は気付いてないみたいだけど。

「私はそういうのをお仕事にしているわけではありませんので～」

「そう言わずに。いいだろぉ？　撮られたいんだろぉ？」

　ローアングラー達は、欲よく望ぼうに満ちた目でカメラの底を地面にこすりつけ、より下からの角度を確保しようとしてくる。

　今日は着物なのだ。ラインが出るから下着はつけていない。

　私が糸から作った衣装なので、光で簡単に透すけるようなものではないけれど、もし裾すそを大きくめくられた日には、パンツよりも見えてはいけないものが見えてしまう。

　インナーを着けるのは大事だとレイヤー仲間に教わっていたのに、衣装のデキを優先したのが裏目に出た。

　一時的に魔ま力りよくで光を遮さえぎっておこう。そうすれば撮られても写真に写ることはない。

　もともと自分の顔が写真に残らないようにしていた魔法の応用だ。

　とはいえ、視線が集まって気持ちのよいものではないし、精神的に何かが減る気がする。

「やめてください～！」

　少し強めの口調で言ってみたが、全く効果がない。

　ローアングラーの包囲は徐じよ々じよに狭せばめられていく。

　魔法を使えば簡単に突とつ破ぱできるけど、人間でないことがバレると、二度とコスプレイベントに参加できなくなる。

「ほらほらねーちゃん、撮られて気持ちよくなりたいんだろ？」

　いつもこういった輩やからの一人や二人はいる。

　だが私を囲むカメラマン全員となれば話は違ちがう。今日はどうも異常な雰ふん囲い気きだ。

　カメラマン達の目は血走り、呼吸が荒あらい。

　露ろ出しゆつ度どの高いレイヤーが来ているから、というだけでは説明がつかない。

「ひゃっ！　やめてください！」

　周囲では私以外にも被ひ害がいが出始めている。

「あなたの取り巻きなら、言ってもらえない～？」

　件くだんのレイヤーにそう言ってみるも、彼女の目もまた虚うつろで、撮られることに夢中になっている。

　だめだ、全く聞いていない。

　──ゴロゴロゴロ。

　その時、微かすかに雷かみなりの音が聞こえてきた。

　遠くの空を見ると、分厚い雲がこちらに流れてくる。

　やばい！

「みんな～雨よ～！」

　私の声に反応したレイヤー達が急いで建物の中へと避ひ難なんを始めた。

　ほどなくして、激しい雨が降り出した。

　天候系の魔法でも使ったのかというほど、局地的な豪ごう雨うだ。

　あちらの世界では神々が怒おこった時くらいしか見られなかったものだが、この国では最近よくあるらしい。

　逃にげ遅おくれたレイヤー達が外でずぶ濡ぬれになっている。

「きゃあっ！」

　建物内に逃げ込んできたレイヤーが慌あわててしゃがみ込んだ。

　衣装が濡れたせいで、下着まで完全に透けてしまっている。

　特に、安い布を使っているレイヤー達は悲ひ惨さんだった。

　ほぼ裸はだかに近い……いや、裸よりもむしろ扇情的かもしれない。

「──闇やみよ」

　私は魔法で天てん井じようの照明の光を遮しや断だんした。

　多少はマシになったが、無ぶ遠えん慮りよにカメラを向けてくる連中がちらほら見られる。

　いったん物もの陰かげに隠れた私は、魔法でタオルケットを取り出した。

　それを『特に見えてはいけないところ』が見えてしまっているレイヤー達に配る。

　通り過ぎる男性はちらちらと視線を向けてくるものの、盗とう撮さつをする人は思ったより少なかった。

　オタクは紳しん士しという言葉を聞いたことがあるが、その通りかもしれない。

　魔法で空気中の水分を排はい除じよしてっと……気温は高いし、これならみんなの服も早く乾かわくはず。

　これで一安心かと外を見ると、そこには一部のローアングラーとレイヤー達が撮影を続けていた。

　あえて雨のシーンでの撮影だろうか。この豪雨をチャンスと捉えるなんてやるものだ。

　そう思ったのだけど、どうも様子がおかしい。

　防水加工されていないカメラを構えている人がいるし、撮とる側も撮られる側も、さっきまで私を囲んでいた異様な目つきをした人達だ。

「なんでしょうね……アレ……」

　いつの間にかとなりにやってきていたれなこちゃんが、不安げになるのもわかる。

　このイベントの裏で何かが動いている。




　　　　◆　◇　◇　◆




　コミケ二日目。

　眠ねむい。

　ワンオペ前に仮か眠みんしたとはいえ、休憩なしでのコミケ入りはこたえる。

　ヴァルキリーは一週間くらい眠らなくても平気だが、それは有事の際だ。

　普ふ段だんは体に負荷がかかりすぎないよう、毎日眠くなるようになっている。

　十時入りのコスプレ会場は、まだそれほど人はいない。

「グリさん……そのかっこうはいったい……」

　れなこちゃんはサークルチケットを使っての入場なのだろう。この時間帯にコスプレ姿で現れるということは、スタッフでない以上、そういうことだ。

　どこかの売り子を手伝う代わりにでも手に入れたのだろう。

　ちなみに私は業者搬はん入にゆう口からの入場である。

「見ての通り、牛ぎゆう丼どん屋だよ～」

「それはわかります！　れなこが訊ききたいのは、バイフェスに牛丼屋のバイトキャラなんていないし、最近の作品全体を見てもなかったはず。しかも、なぜ販売車まで一いつ緒しよに来てるかってことで……はぅっ！　まさか、そこまでコスプレのセットに!?　たしかに車両を小道具にしてはいけないなんてことはカタログに書かれていなかったかも。やりますね、グリさん。今日のＹ○Ｈｏｏニューストップはあなたですよ。むぅ……くやしいなあ」

　れなこちゃんがぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

　普段はのほほんと良い娘こだけど、コスプレに関してはちょっとだけ負けず嫌ぎらいなのだ。

　そんなところもちょっとかわいい。

「違うってば～。ほんとに牛丼屋なの～」

「さっぱりわからないんですが……」

「普段は私、牛丼屋で働いているのだけど、そこの店長さんがコミケで牛丼五万杯ぱい売ってこいって本部から指令を受けたらしいの～。昨晩もワンオペだったし、お昼はどうしても休みたいって言ったんだけど泣きつかれちゃって～」

「五万杯!?　たしかコミケの来場者って一日二十万人近かったはずですけど……それでもムチャな……」

「牛丼は全部パックにつめてきたから～。温めたものを会場の外にいるトラックからどんどん運んでもらえれば大だい丈じよう夫ぶ～。一秒に五杯はい売れば三時間もかからないわ～。早くお仕事終わらせて、コスがしたいわね～」

「それをムチャって言うんじゃ……」

「この程度で驚おどろいていたら牛丼屋はやっていけないわよ～」

「Ｂｌａｃｋ！　そして、Ｂｌａｃｋ！」

「問題児達が異世界から来ちゃう感じかしら～？」

「それ片方Ｗｈｉｔｅですよ！　ヨソのレーベルの話ですし！」

「ちなみにＢｌａｃｋもＲＸも両方好きよ～。次回、コスしてみようかしら～」

「Ｂｌａｃｋ違ちがいな上にスーツだと顔見えませんけどいいんですね!?」

「れなこちゃん、ツッコミ上手ね～。こんなネタが通じるなんて、年ねん齢れい詐さ称しよう？」

「違いますよ！　好きでやってるんじゃありません！　はぁはぁ……」

「ちなみに私は海外で暮らしてたから見てないの～。一日一つウィキの記事を読むことにしてて、そこであらすじを読んだのよ～」

「聞いてませんから！　もういいです！　さっさと仕事に戻もどってください！」

　確かにれなこちゃんの言う通り、じゃれあっている場合ではない。

　さっさと牛丼を売り切ってしまわないと、せっかくのコミケを楽しめない。
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　牛丼の売れ行きは予想以上に好調だった。

　コミケでは食料の入手がしにくいことが上手うまく働いてくれているようだ。

　販はん売ばいトラック前の行列が途と切ぎれることはなく、コスプレを通じて出会った人や、その繫つながり、さらにそこからの口コミで、炎えん天てん下かだというのにお客さんはどんどんやってくる。

　それでも、このペースだと完売する頃ころにはコミケが終わってしまう。

　お客さんは来てくれていても、さばくペースが問題なのだ。

「私も手伝いましょうか？」

　だから、れなこちゃんの申し入れはとてもありがたかった。

「牛丼一いつ杯ぱいですね。ありがとうございます！　でも……あと九杯くらい買ってもらえたら、あとで一緒にお写真撮りたくなっちゃうかも……」

　れなこちゃんの小こ悪あく魔ま上うわ目め遣づかいが炸さく裂れつである。

「二十杯下さい！」

「ありがとうございます～！」

　ちょっとやりすぎな気はするけど、これくらいしないと間に合わない。

　いや……このペースを維い持じしていても厳きびしいだろう。

　牛丼屋の店長にはこちらの世界に来て右も左もわからない私のお世話をしてもらった恩があるけれど、コスプレを楽しめないのであれば何のために働いているかわからない。

　もう全て投げ出してしまおうか。なんて考えが頭をよぎるが、それはヴァルキリーとしての矜きよう恃じに反する。

　一度仕つかえると決めたからには、よほどの理由がない限りやりとげねば。

　とはいえ、このままではいけないのもまた事実。

　とにかく売るしか……いや……考え方を変えてみよう。ここは可能性の獣けものが闊かつ歩ぽするコミケなのだ。

　コスプレ姿にエプロンというれなこの恰かつ好こうに沸わく皆みなさんがヒントになった。

　コスプレをしながら牛丼を売ればいいのだ。そうすればお仕事だって楽しめるはず！

　そうと決まればキャラのチョイスだ。

　とりあえずバイフェス全員分の衣装を作っておいてよかった。

　ここはバイフェスキャラの一人、斎さい藤とう円まどかちゃんにしよう。彼女は薬売りのアルバイトをしている。薬が売れず、アイドルで一発逆転を狙ねらったという変わった経歴の持ち主だ。

「れなこちゃん、ちょっとだけお店お願いね～」

「ちょっとグリさん!?　この忙いそがしいのにいったいどこへ!?」

　トラックの陰かげに隠かくれた私はスーツケースの中を亜あ空間につなげる。

　人ひと払ばらいの魔ま法ほうをかけてと。

　一いつ瞬しゆんでオシャレな薬売りに変化する。

「円ちゃんコスも持ってきてたんですか!?　相変わらずの早着き替がえですね」

「まあね～。これで楽しみながら売り上げアップだよ～」

　では始めましょうか。

「さぁさぁ皆様、お立ち合いのうちにこの斎藤円をご存じのお方もござりましょうが──」

　私が披ひ露ろうしているのは、アナウンサーや役者さんなどが練習に使う『ういろう売り』の円ちゃんバージョンだ。

　滑かつ舌ぜつや表現の練習になる上にお話の内容が万ばん能のう薬の行商ということで、何かにつけ円ちゃんはこれを披露する。

「出た！　グリさんのキャラ芝しば居い！」

「役者みたいに上手いんだよな！」

　そんなに褒ほめられると照れるが、何も私は役者をしていたわけではない。

　ヴァルキリー部隊は女の世界。したたかでなければ生き残れないのだ。

　特にヒルデちゃんのように素直すぎる娘こを守ろうとするなら、知ち恵えと演技力は絶対に必要だった。

　一芝居終えた私を拍はく手しゆが包んだ。

「すごい早口言葉ですね」

　れなこちゃんが驚いているのは『ういろう売り』の早口言葉パートのことだろう。

　呪じゆ文もんの必要な魔法を素早く完成させるために練習したので、早口言葉は得意なのだ。

　何事かと見物に寄ってきた人達がさらに牛丼を買ってくれる。

　とてもよいサイクルに入った。

　れなこちゃんも手伝ってくれているし、なんとかなりそうだ。
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　牛丼もあらかた売り終わり、あと数杯を残すばかりとなった。

「グー姉、なにしてんだ？」

　そこへ現れたのは、私達が居い候そうろうさせてもらっている部屋の主あるじだ。

「あらあら潤矢君～。牛丼を売ってるのよ～」

「いや、牛丼を売ってるってのは見ればわかる。なんでそんなことになってるのかがさっぱりってことなんだが」

「お仕事なの～」

「仕事かぁ～」

　そんなに残念そうな顔をしないでほしい。

　私だってちょっとおかしいかなって、思っていたところなのだ。

「仕事ならしょうがないとして、その恰かつ好こうはなんなんです？」

「アシュ○マンよ～。潤矢君くらいの年だと知らないかしら～？」

　三つの顔と六本の腕うでを持った超ちよう人じんは、世代を超こえて有名だと聞いたのだけど。

「それは知ってますけど……というか、グー姉が知ってることの方が不思議ですよ。んで結局、なぜアシュ○マンなんです？」

「天○飯じゃ腕は四本だったから～」

「なぜその二択たく!?　間ま違ちがったことは言ってないのにさっぱり意味がわからない!?」

　潤矢君は時々よくわからないところで驚く。

「だって手が足りなかったの～」

　私は六本の腕を別々に動かしてみせる。

「だからってリアルに手を増やさなくても……上手く出来たコスプレってことで、魔法だとはバレないと思うけど……」

　うんうん。納得してもらえたようで何よりだ。

「女によ体たい化モデルだからかわいいでしょ～？」

「左右の顔がヒルデとスクルドに似てることについては深く訊ききませんが……」

「なぜちょっとヒキ気味なのかしら～？」

「なんでもありませんよ！　オレも手伝いますからさっさと売っちゃいましょう！」

「そうね～」

　手伝いがなくとも完売間近だが、彼と一いつ緒しよに牛ぎゆう丼どんを売るのも悪くない。

「潤矢君こそヒルデちゃんはどうしたの～？」

　てっきりヒルデちゃんとコミケを回っているものと思ったのだけど。

「それがはぐれちゃいましてね。集合場所にもいなかったから探してるんですよ」

「どうせアイグラ関係の島で舞まい上がってどっかいっちゃったんでしょ～」

「ご明察です」

　我に返った時に潤矢君が近くにいなくて、涙なみだ目めになるあの娘こが目に浮うかぶ。

　話している間にも牛丼はどんどん売れていく。

　しかし、困ったことに牛丼販はん売ばいはローアングラーも引き寄せてしまっていた。

　牛丼片手にカメラを構える集団というのもなかなかに異様だが、のんきに観察している場合でもない。

　下からカメラががんがん狙ってくるのだ。

「ちょっとグー姉！　見える！　見える！」

　でもこうしてかばってくれる潤矢君は、牛丼のつゆ以上にだくだく流れる汗あせも吹ふき飛ばしてくれそうな清せい涼りよう剤ざいだ。

『見える』という単語に反応したカメラマンさん達が再び列に加わってくれ、お客さんは途切れることはない。

　そしていよいよ──

「最後の一いつ杯ぱい！　完売でーす！」

　私の声に合わせて、コスプレ広場を温かい拍手が包んだ。

　最後はさすがに客足が減りかけたが、潤矢君のアイディアで、最後の一杯を買った人にグリ＆れなこに挟はさまれての写真撮さつ影えい権をつけると宣伝したところ、今日一日で一番長い列ができた。

　手元の時計を見ると、まだ十三時すぎ。まだまだコミケを楽しむ時間はある。

　私はすぐさま円ちゃんのコスに戻った。

　アシュ○ガールも悪くないが、やはり今期はバイフェスだ。

「グリさんこんにちは。今回はバイフェスなのね」

　そこへ声をかけてきたのは、純白のドレスに身を包み、二本の角と漆しつ黒こくの翼つばさを携たずさえた胸の大きな美人だった。

「あら～あるでんてちゃんじゃない～」

「久しぶりですね。てっきりまたコスするキャラがかぶるかと思ってたのに意外だわ」

　あるでんてちゃんとはコスプレ会場で出会い、その後も何かと顔を合わせる機会が多い。たしか、今年から大学生になったと言っていた。

　そして、彼女と私は容姿のタイプが似ていること、イベント直前に放送していた人気アニメにコス対象を絞しぼるという方針が同じなので、よくキャラかぶりをするのだ。

「ふむ……彼女がグリさんか」

　そんな彼女の傍かたわらにいるのは、骸がい骨こつのマスクと黒いローブを身に着けた男性だった。この熱いのに骨を描かいた黒い手て袋ぶくろをつけ、金色の杖つえを持っている。

　顔は見えないが、その渋しぶい声から男性なのだろうとわかる。

　二人ともなかなかデキのよい衣装だ。

「たしかに……これはすごいな……」

　骸骨マスクのせいで見えないが、彼の視線が私の胸むな元もとに集中している気がする。

「どこ見てんのよ！」

　あるでんてちゃんはそんな彼の後頭部をはたいた。

　それと同時に、片かた腕うでで自分の胸を持ち上げるのも忘れない。

　大きな胸が彼女のアピールポイントだと自覚しているのか、ことあるごとにそういったポーズを取るのだ。

　しかし、サイズでは私よりも少し小さいためか、何かと対たい抗こう意識を燃やしてくる。

　だが彼女、これまで取り巻きはいたものの、特定の男性と組むなんてことはなかったはずだが。

「そちらの方は～？」

「ふふん……あたしの彼氏よ」

　あるでんてちゃんはちらりと潤矢君を見ると、なぜか勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

「あら～。ずっと一人だったのに～。おめでとう～」

「くっ……そんな余よ裕ゆうを見せていられるのも今のうちよ！　ラザニー！　マスクを取って！」

　あるでんてちゃんに言われて取った骸骨のマスクの下には、イケメンタレントとして十分やっていけそうなほど整った顔が隠されていた。

「はじめまして、ラザニーです」

　彼の笑顔に周囲のレイヤーがざわついた。

　一瞬にして注目を集めるほどのイケメンということだ。

　高校生くらいだろうか。幼さは残るものの、大学生かもしれない。

「どう!?」

　そこでなぜあるでんてちゃんが得意げなのか。

「美味おいしそうな名前の二人ね～。お似合いだと思うわ～」

「そうじゃないでしょ！　彼を見て何も思わないの？」

「かっこいい彼氏さんね～」

「そうでしょう、そうでしょう」

　とはいえ、アースガルドは基本的に眉び目もく秀しゆう麗れいの集まりだったので、だからどうしたというほどでもない。

「あたしの勝ちね！」

「ええと……なんの勝負～？」

　彼女が何を言っているのかわからない。

　かっこいい彼氏を連れて来たからなんだと言うのだろう。

　どちらがレイヤーとして人気があるのか、なんてテーマで何かと私につっかかってくる彼女のことだ。

　もしかしたら、連れている男をアクセサリーのようにして自じ慢まんしているのかもしれない。

　ということは……彼と潤矢君を比べて得意げになっているということだ。

　……………………なんだか、気に入らないわね。

「相変わらずぽけっとして……いいわ、勝負しましょうグリさん！　今までのレイヤーとしての人気は……ほぼ……互ご角かく！」

「そうかしら～？」

　彼女、見た目は良いのだけど、そのキツすぎる性格のせいで、ちょっと敬遠されているところがあるのだ。

「きぃ～っ！　あたしだって、もう少し胸があれば！」

　問題はそこじゃないと思うんだけどな。

「肩かたもこるし大変なのよ～？」

「持てる者の不満なんて知らないわよ！　もういい！　勝負よ！」

「何をするの～？」

　付き合う義理はないのだけど、こういう余興も面白そうだ。

　何より、まわりにいるみんながとても興味深そうにこちらを見ている。

　サポート役にまわることが多い私だけど、コスプレをしている時だけは、主役でいられる気がする。

　容姿的に似合うのは脇わき役が多いのだけど、注目を浴びるというのは恥はずかしくもありつつ、気持ちよくもある。

　この感覚を味わうことのできるコスプレはやはりやめられない。

「せっかくペアでいるんだし、どちらのペアが優すぐれているか、会場のみんなに決めてもらいましょう」

「オレも人数に入れられてる!?」

　急で悪いのだけど、潤矢君には協力してもらおう。

「おねがいね～」

「でもオレ、コスプレなんてしたことありませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶ～。衣装はちゃんと用意してあるから～」

「なんで!?」

「いつか潤矢君とも合わせたいなって思ってたの～。良い機会だわ～」

「そんな理由でわざわざ衣装を!?」

「ちゃんと役に立ったでしょ～」

「いやいや、コスプレなんて恥ずかしいですよ！」

「あら～？　それじゃあ、私は恥ずかしいことをしているって言うの～？」

「ひぃっ!?　そうじゃなくて……」

「今の失言、悪いと思ったら手伝ってほしいわ～」

　ちょっとズルい物言いだし、コスプレをするのが恥ずかしいというのは、普ふ通つうの感性だとも思う。

　バカにされるのは納得いかないけど、忌き避ひする人がいるのもしょうがない。そして、潤矢君がただ人前でコスプレをするのが恥ずかしいだけだという意味で言っているのもわかる。

　でも、潤矢君と一緒にコスプレできる機会なんてもうないかもしれないのだ。

　正直、勝負の結果はどうでもいいのだけど、ここはあるでんてちゃんを利用させてもらおう。

　うふふ～たのしみだな～。

「わかりました……。この勝負に負けたらグー姉も傷つくのでしょうし、一ひと肌はだ脱ぬぎます」

「ありがとう～。さすが潤矢君～」

　真しん剣けんにとらえてくれた潤矢君に心の中で謝りつつ、せめてものお礼にと胸を彼の腕うでにぎゅっと押しつけた。

「い、いいですって！」

　照れる顔がまたかわいい。

「決まりね！　さあ、お互たがいのプライドをかけた勝負よ！」

　ついでに相方のプライドをかけるのはどうかと思うのだけど、私達は負けたところで特になんとも思わないということに彼女は気付いて……ないんだろうなあ。

　勝負事っていうのは、賞品が目当ての人と、勝負自体が目当ての人がいるけど、彼女は典型的な後者らしい。バランスこそ違ちがえど、どちらも目当てって人がほとんどだが。

「それじゃあ着き替がえてくるからちょっと待っててね～」

「ちょちょちょっと!?　やっぱり本気なんですねー!?」

　うふふ～。確認なんてしなくてもわかってるくせに～。
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「あっ！　ちょっとやめっ!?　そんなとこ脱がさないで！　らめえぇぇ～？」

　まだ会場に残っていた牛ぎゆう丼どん販はん売ばいカーの中で、私は潤矢君を着替えさせていた。

　ここまで来てまだぐずるので、私が彼の服を脱がしている。

　潤矢君が悲鳴を上げるたび、背筋がなんだかぞくぞくする。

　ちょっとハマりそうかも……。

「大丈夫よ～。後で私の着替えも手伝ってもらうからおあいこ～」

「全然大丈夫じゃありませんよ！　主おもにオレの理性が！」

　二人が着替えるには狭せまいので、あんなところやこんなところが接せつ触しよくしてしまうけど、外のみんなを待たせるわけにもいかない。

　汗あせばんだ肌が触ふれあうのはちょっと恥ずかしいけど、潤矢君のならまあいいかと思える。

「ひゃうんっ!?」

　肩が当たっただけでなんというかわいい声を出すのか。

　こっちがドキドキしてしまう。

　緊きん張ちようしているのがバレたら、今まで積み上げてきたお姉さんキャラが崩くずれてしまう。

　ここはちょっと恥ずかしくても大人なところを見せなければ。

「ねえ潤矢君～ちょっと上手うまく紐ひもがほどけないの。これじゃあ上着が脱げないわ～。この紐を引っ張ってくれる～？」

　私の作る衣装は着崩れしないよう、ところどころに普通の服にはついていないような紐やボタンを仕込んでいる。

　上着を脱ぐためにはどうしても胸元にある紐をほどく必要があるのだ。

「でもそれだと……」

　胸に手が当たってしまうのを気にしているのだろう。

　潤矢君じゃなければ氷こおり漬づけにしているところだ。

　でも彼なら……いや、彼でも恥ずかしい。

　でもお姉さんキャラと言えば、こういう感じだろう。

「お願いよ～自分じゃほどけないの～」

「絶対うそですよね!?」

「ほんとだってばあ～。ね、お願い～」

「そんなに頼たのまれたら断るわけには……」

　潤矢君はそっと私の胸元に手を近づけてくる。

　その小さく震ふるえる手を見ていると、こちらの鼓こ動どうまで速くなってしまう。

　だがこちらは覚かく悟ご完かん了りよう済みだ。

「さあ、ぷにっとやっちゃって～」

「擬ぎ音おんがおかしい!?」

　紐をほどく潤矢君の指が私の胸に僅わずかに触れた。

　ひゃん──っ！

　首の後ろに走った電でん撃げきに思わず上げそうになった声を必死にこらえる。

「あらあら～いけない子～」

　なんとか取り繕つくろい、顔に集まりそうになる血液を魔ま法ほうで制せい御ぎよする。

　あぅ……血圧を下げすぎてちょっとくらっときたかも。

　ここで床に手をついたりするわけにはいかない。

　なんとか体がぐらつくのは防げたものの、そちらに意識をとられて上着が落ちるのに気付かなかった。

　あわわわっ！　みえちゃう！　みえちゃううぅ！

「グー姉！　見えてる！　見えてる！」

　しってるよおおおおお！

　急いで後ろを向くときに、遠心力で外に広がった胸が、半はん裸らになっていた潤矢君の肌をかすめた。

「ひゃ──」

　今度こそ声を抑おさえきれなかった。

　見たこと忘れてくれるかな……ダメだったら記き憶おくを消しておこう。

　さて、大人の余よ裕ゆうも見せられたことだし、そろそろ戻もどらないと。

「急いで着替えるわよ～」

「だったら今のやりとりいらなかったんじゃ……」

「んん～？」

「はい！　着替えます！」
















　優しいお姉さんをちゃんと演じられたはずなのに、なぜ声が震えるほど怖こわがられるんだろう……。




　　　　◆　◇　◇　◆




　衣装選せん択たくにはかなり悩なやんだ。

　バイフェスは徹てつ底ていして男性キャラが出ない。

　ユーザー目線、画面に出ないだけで一応いる男性を使う、オリジナルでプロデューサー役を作る、他の作品とのコラボをするなどの手段もあるが、今回の対戦に限ってはどれも逃にげになる。

　勝負はどうでもいいのだけど、レイヤーとしてのスジは通しておきたい……というより、向こうが作品内の合わせできているのだ。せっかくだからこっちも合わせた方が楽しい。

　というわけで、手持ちの衣装から選んだのは──

「結局かぶってる!?」

　驚おどろくあるでんてちゃんは、どこかあきらめたようでもあった。

　そう、私が潤矢君のために用意していたのは、あるでんてちゃんの彼が着ているのと同じモノだった。

　そして、私もまたあるでんてちゃんと同じ衣装なのだ。

　狙ねらったわけじゃないけど、かぶることってどうしてもあるよね。

　人気作狙いだとどうしてもね……。

　だがはっきり言って、衣装のデキはこちらの方が良い。

　私達とあるでんてちゃん達は、隣となり合わせに陣じん取どり、カメラマンにポーズを取っていく。

「え……これ……写真に撮とられるのって、思ったより難しいな……」

「キャラになりきるのよ～」

「そんなこと言ったって……」

　潤矢君が戸と惑まどうのもムリはない。

　私も初めてカメラの前に出たときは、なかなか上手くポージングできなかったものだ。

「どっしりかえまえていればいいんじゃないかしら～」

　そう言って私は潤矢君の首に手を回した。

「グー姉!?」

　びくんっ、と背筋を伸のばす潤矢君。

　うんうん、それでいいよ。

　男性カメラマンから舌打ちが聞こえるけど、それもまた潤矢君の自尊心を満足させてくれることだろう。

　数十人のカメラマンが私達を囲み、必死にカメラのシャッターを切っている。

　一方、あるでんてちゃん達の周りにもまた、多くの人が集まっていた。

　私達を囲む殆ほとんどが男性カメラマンなのに対し、あるでんてちゃん達を囲むのはコスプレ姿の女性達が半分以上を占しめている。

　その原因は当然ながらイケメンの彼、ラザニー君だった。

　骸がい骨こつキャラであるはずなのに、そのマスクを外し、素顔を晒さらしている。

　こういった、レイヤーの魅み力りよくと合わせた見せ方をする人は多い。

　否定的な意見も多いが、それもまた楽しみ方の一つだろう。

「どうかしら、ウチのカレの人気は？　こんなにカッコイイ彼氏をゲットできたあたしもイイ女ってことよね！」

　自分がそれでいいならいいけど……高い宝石を身に着けただけで、自分がすごい何かになったと勘かん違ちがいしているバカ女と同じじゃないだろうか。

　宝石を身に着けるということには呪じゆ術じゆつ的な意味もあるからあながち間ま違ちがいでもないのだけど……今はそういう話をしているのではなかった。

「すごい人気ね～」

「その余裕がまた……もう！」

　あまりおちょくるのも可哀そうだ。この辺にしておこう。

「ところであるでんてちゃん～、勝敗ってどうやって決めるの～？」

「そうですね……わざわざ投票なんてしてもしかたありませんし、この場にいるみなさんの拍はく手しゆでというのはどうでしょう？」

「いいわ～。時間は十分後くらいでいいかしら～」

　私の提案にあるでんてちゃんは不敵な笑みで返して来た。

　決着の方法に無む頓とん着ちやくなのは、取り囲む人達の反応が全てを物語るとわかっているからだろう。

　さてと、勝負なんてどうでもいいと思ってたけど、いざ始まってみると燃えてきた。

　集まっている人数は同じくらいか、むしろこちらの方が少し少ないかも。

　でも顔で釣つられた連中なんてすぐどこかにいなくなるだろう。それに、私が作った衣装を見れば、こちらへ注目を移すに違いない。

　ようし！

　私が気合を入れたその時──

「やめてください！」

　コスプレ広場のどこかで、女性の悲鳴が上がった。

　なにかしら……？

　声の方に視線を向けると、視界の下でキラりと光る何かが動いた。

　スカートの下に伸びてきたカメラである。

　ローアングラーだ。最近話題になって市民権を得たとでも勘違いしたのか、以前より増えた気がする。

　スカートの中は魔法で写らないようにはしているが、それでも気持ちのよいものではない。

　とりあえず避さけておこう。

　私が半歩下がろうとすると、カメラもそれに合わせてついてきた。

　ずうずうしいにもほどがある。

「ねえそこのあなた～」

「おい、何してんだ！」

　私がローアングラーのおじさんに注意しようとしたのを遮さえぎって、潤矢君が私とおじさんの間に割って入った。

「スカートの中……とりたい。とりたい。とりたい……」

　潤矢君は目のうつろなローアングラーに戸惑いつつも、必死に私を庇かばおうとしてくれる。

　脆ぜい弱じやくな存在であるはずの人間の背中を頼もしく眺ながめていると、周囲の様子がおかしいことに気付いた。

　この感じ、昨日もあったなんとも言い表せないイヤな空気だ。

　しいてあげるなら、戦場で魔ま族ぞくの包囲を受けた時のような……。

　ふと周囲を見回すと、あたり一帯がローアングラーで埋うめ尽つくされていた。

「グリさん……なんですこれ……」

　ある程度ローアングラー慣れしているはずのれなこちゃんでさえ、顔面蒼そう白はくになるほどの光景が広がっていた。

「ほうら、もっと撮ってよ～。あたしのカレってイケメンでしょう～？」

　あるでんてちゃんもまた、いつもはここまでしないような扇せん情じよう的なポーズでカメラマンを挑ちよう発はつしている。

　コスプレ広場に二本の足で立っているのは、レイヤーと潤矢だけだったのだ。

　牛ぎゆう丼どんが呼び寄せた参加者達全員が灼しやく熱ねつの地面に這はいつくばり、レイヤー達をより下の角度から撮ろうと必死になっている。

　レイヤーの中には恍こう惚こつとした表情できわどい写真を撮らせている者も多い。

「もしかして、ヴァン神族の仕し業わざですか？」

　ローアングラー達は私を護まもる潤矢君のズボンをつかみ、引きずり倒たおそうとする。

　その間にも他のローアングラーが私達のスカートの中を狙ってくる。

　まるで地面を這うゾンビの群れだ。

　じりじり後ずさるれなこちゃんと、次第に距きよ離りが離はなれていく。

　すぐに襲おそわれるようなことはないと思うけど、安全と言える状じよう況きようでもない。

「ヴァン神族かどうかはわからないけど、空気中に微び量りようの魔力を感じるわ～。ちゃんと調べればわかるかもしれないけど今はむり～。ローアングラー全員を吹ふき飛ばすというわけにはいかないし、どうしようかしら～」

「ヒルデと違ちがって常識的で助かります。アイツなら全員斬きるとか言い出しそうですから。じゃあ、とりあえず全員優しく気絶させたりできませんか？」

「それも十分大おお事ごとだと思うけど～。ヒルデちゃんに似てきてない？」

「そんなはずねーですよ！」

　必死に否定する姿がかわいい──なんてことを言っている場合ではない。

　こんなところで集団気絶させては、次回のコミケ開かい催さいが危あやうくなってしまう。

　ひとまずここに漂ただよっている魔力を拡散させてみよう。

「あら～？」

「どうしたんです？」

「ジャミングが効かないの～」

　場の魔力が複雑に交こう錯さくして、解かい析せきするそばから変化していく。

　これでは魔力でカウンターをかけることもできない。

　ということは──

「これちょっとまずいかも～」

「何か良くない兆候ですか!?　ヴァン神族が襲ってくるとか!?」

「ん～、自分にかけてた魔法が上手うまく働かなくなってるの～。この状態で写真を撮られると写っちゃう～」

「くっ……！　グー姉のパンツを撮らせるわけにはいかない！」

「「「おおおおお……パンツ～ぱんつ～ぱんぱんつ～」」」

　潤矢君のぱんつという単語に反応したのか、ローアングラー達はキモチワルい合唱を始め、カシャカシャと激しくシャッター音を響ひびかせた。

　ぱんつを連呼するなんて、小学生かな？

「くそっ！　どうすればいい！　グー姉のぱんつが狙われている！　グー姉のぱんつが！」

「潤矢君、あんまりぱんつぱんつ言わないで～」

　私のことを考えてくれてるとはわかっていても恥はずかしい。

「す、すいません。でもこの状況どうすれば……」

「早くなんとかしないと、コミケ本部が気付いて騒さわぎになっちゃうかも～。ほらあれ～」

　コミケ会場の上空には数こそ多くないものの、ドローンが飛んでいる。

　そのうちの一台が、こちらへゆっくり近づいてきている。

「そういえば正ただしが今年のコミケの警備にはドローンを飛ばすって言ってたな」

「本部がコミケが開催できなくなるような大事にするとは思えないけど、コスプレ関係の締しめ付けが厳きびしくなっちゃうのは困るの～。せっかく長モノが解禁されたり、だんだんと認められてきたのに、また昔みたいにコスプレ禁止のイベントが増えるのはイヤよ～」

「こっちの世界に来てそんなに経たっていないはずのグー姉が、なんで昔のコスプレ事情を知って……いや、そんなことより現状を打開するのが先だな」

「あの人達、許可無くコスプレ写真をネットに晒すから困るのよ～」

「晒す……そうか！　彼らにまだ少しでも理性が残っているならいけるかも！」

　そう言ってスマホを構えた潤矢君はその場に這いつくばった。

「どういうこと～!?　潤矢君までローアングラーに!?」

「そうです！」

「堂々と即そく答とう!?　ふううぅぅぅん……上見ちゃだめよ～」

　今の彼は私のすぐ足あし下もとにいるのだ。いくら潤矢君とは言っても、そうやすやすと見せてあげるつもりはない。

「す、すいません！」

　何も顔面蒼白にならなくてもいいのに。私ってそんなに怖こわいのだろうか。

　ちょっとショックだ……。

「しかし、潤矢君までローアングラーになるなんて～」

　これも場に漂う微量の魔力が原因だろうか。

「安心して下さいグー姉！　ローアングラーはローアングラーでも、ローアングラーローアングラーです！」

「ちょっと何言ってるかわからないわ～」

　暑さで頭をやられたのだろうか。

「つまりこういうことです！」

　潤矢君は撮さつ影えいに邪じや魔まな衣装を脱ぬぎ捨すて、ハーフパンツ一丁のセミヌード姿になると、ローアングラー達よりもより低い角度から写真を撮るため、灼熱の地面に胸と頰ほおをびったりとつけ、カメラを構えた。

「ほらほらほら～。盗とう撮さつをやめないと、お前らが盗撮しているところを全世界にばらまくぞ～！」

　なるほど！　潤矢君の作戦がわかった。

「彼らがどれだけ恥ずかしいことをしているかわからせることで、引き下がってもらおうというわけね」

「ついでにこの写真を処分してほしかったら、パンチラ写真をオレにもよこせと……」

「潤矢君～？」

「ひゃい！　……今オレ、何を言ったんです？」

　私達と長く一いつ緒しよにいることで、魔力への耐たい性せいがついているはずの潤矢君にも影えい響きようが出始めている。

　ここまで広こう範はん囲いな魔法となると、個人が普ふ通つうに発動しただけではないはず。

　何か特別な仕掛けをしているはずだが、会場全体に漂う魔力のせいでどうしても上手く探知できない。

　どこかに盲もう点てんがあるはずなのだ。

　魔ま術じゆつにおいて、こういった場合、大たい抵ていはごく身近に答えがある。

　だが考えようとすると、カメラがスカートの中を狙ねらってきて、私の思考を停止させる。

　水着だと思えばパンツくらい見せてしまって考えに集中……やっぱりだめ！

　写真はもちろん、見られるのも絶対いや！

「ほらほら～撮とっちゃうぞ～。お前らの恥ずかしい写真をネットにばらまいちゃうぞ～」

　どちらが悪役かわからない潤矢君のセリフに対し、ローアングラー達は、

「一いつ般ぱん人の写真をネットにあげるなんて卑ひ怯きような！」

「そういうことはフェイス○ックのリア充じゆうどもがやればいいんだ！」

「なんて汚きたない奴やつだ！」

　と自分のことは棚たなに上げ、口々に文句を言っていた。

「「「「だが、泣くまで殴なぐられようとも、俺はパンツを撮とるのをやめない！」」」」

　彼らは震ふるえる声を絞しぼり出す。効いてはいるようだが、まだ一押し必要だ。

「くっ……なんて根性！　羞しゆう恥ち心のパラメーターを全部根性にでも振ふってるのか！」

　それってどちらかしか持てないパラメーターなの？　両方上げちゃだめなの？

「隙すきあり！」

　その時、潤矢君の背後から忍しのび寄ったローアングラーの一人が、彼のスマホをひょいと取り上げた。

「ああっ！　返せ！」

「すぐに返してやるよ。ちょいちょいっとデータを消してっと……ほらよ」

「危ない！」

　ぽいっと放り投げられたスマホを潤矢君は地面に落ちる直前にダイビングキャッチした。

「くそっ！　せっかく撮ったってのに！　いくらやってもこれじゃあ同じことの繰くり返しだ！」

　潤矢君の言うとおり、ローアングラーは無限に湧わいているのだ。

　私がこうして足止めされている以上、いくら撮影してもスマホは奪うばわれてしまうだろう。

「どうしよう潤矢君～」

「何か……何か手があるはずなんです……」

　必死に周囲へと視線を巡めぐらせる潤矢君。

　しかし、目に入るものと言えば、青空の下で行われる狂きよう乱らんの宴うたげと、我関せずと言わんばかりに空を飛ぶ鳥とドローンくらいのものだ。

「ドローン……そうか！」

　潤矢君はそのドローンを見て何かを思い付いたようだ。

「アレにはお前達がパンチラを盗撮しようとしている一部始終が映っているぞ！　それに今からでもお前達をこのスマホで撮影することだってできる！　それをネットに流すこともな！　『コミケでローアングラーが犯罪的な撮影！　パンモロ狙いか！』なんて見出しをつければ、キモオタに取材したがっている○○テレビあたりが、一いつ瞬しゆんでくいつくぞ！　それでもいいというヤツはそのまま撮影するんだな！」

「くっ……ネットに晒さらすのは得意だが、晒されるのには弱い俺達の特性を良く理解してやがる！　……だが、あんな上空からじゃちゃんと映ってないかもしれないよなあ？」

　明らかに強がりだとわかる態度だ。

　世の中に出回っているカメラの精度を考えれば、間ま違ちがいなく映っているだろう。

　だが問題は、もっとわからせてやらないと引いてはくれそうにないということだ。

「……グー姉、オレをあそこまで飛ばせるか？」

　オレは上空のドローンを指差した。

「できるけど～。すごく目立っちゃうわよ～？」

「この際仕方ない。みんな正気を失っているようだし大だい丈じよう夫ぶだ！　やってくれ！」

「わかったわ～」

　私もスカートの中を気にするのに精せい一いつ杯ぱいで複雑な魔術は難しいけど、念動力系の魔法で打ち上げるだけなら大丈夫だ。

「えいっ！」

　私が二本の指を上へ向けると、

「どわーっ!?」

　潤矢君はドローンに向けてすっとんでいった。

　等速上じよう昇しようじゃなくて、初速だけで届くように打ち上げちゃった！

　ごめん潤矢君……着地の時にフォローするから許してね。

　ドローンを素手で摑つかんだ潤矢君は、地面にふわりと着地した。

「なんだか今、ものすごいジャンプを見たような……」

「なあ……？」

　ローアングラー達はやや焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみで顔を見合わせている。

　その隙をついて、潤矢君は両手で摑んだドローンをローアングラー達に向けた。

　飛び立とうとするドローンを押さえつけ、再びローアングラーローアングラーの姿勢をとって、奴らを撮影していく。

　プロペラで切ったのか、その手から血がぽたぽたと垂れている。

「潤矢く──」

　私はかけようとした言葉を飲み込んだ。

　男の子をしようとしているんだ。大ケガをするようなら止めるけれど、今は見守るのが良い女というものだろう。

「お前らの痴ち態たいはこのカメラが撮った！」

　潤矢君はドローンを両手で掲かかげた。

　手首、肘ひじと血が伝い、地面へと落ちる。

「「「そいつをよこせ！」」」

　ローアングラー達が潤矢に群がるも、彼はにやりと笑みを浮うかべると、その手を離はなした。

　ドローンは上空へと飛び立っていく。

「のぼっていく……」

「追うんだー！」

「そんなむちゃな！」

「お宝画像も撮れてるかもしれないだろ！」

　まだ言いますか。ある意味たくましいなあ……。

「お前らの手の届かない所に証しよう拠こがあるわけだが。どうする？」

　そして潤矢君とローアングラー達はしばし睨にらみ合う。

「ちくしょう！　引き上げだ！」

　先に目を逸そらしたのはローアングラー達だった。

　邪じや魔ま者は立ち去り、コスプレエリアに平和が戻もどろうとしている。

「あ、あれ……？　なんだかあっさり引き下がったなあ？」

「うふふ～。後ろを見てみたら～？」

「うわっ!?」

　そこには腕うで組ぐみをして仁に王おう立ちになったレイヤーがずらりと並んでいた。

　ローアングラー達が散っていったのは、彼女達が睨んでいたせいもあるだろう。

　なにせ大事な被ひ写しや体たいなのだ。

　一人二人のレイヤーに嫌きらわれるくらいなら別を当たればいいが、全員に撮影を拒きよ否ひされてしまえば、カメラを向ける先がない。

「オレが助ける必要はなかったみたいですね」

　潤矢君は少し恥はずかしそうに頭の後ろをかいた。

「そんなことないです！　あなたががんばってくれなかったら、れなこ達のパンツがネットに晒されてました！」

　最初に潤矢君の手を取ったのはれなこちゃんだ。

　れなこちゃんは、真っ赤になった潤矢の胸にそっと触ふれた。

　う～ん、ちょっとなれなれしくないかな？

　オレはなにも……と謙けん遜そんする潤矢君だったが、様子のおかしかった彼女達が我に返ることができたのは、間違いなく潤矢君の見せた熱さのせいなのだ。

　その事実だけで、私まで誇ほこらしい気持ちになってくる。

「かっこよかったです！」

「ぽっ……」

　潤矢君をレイヤーの女の子達が一いつ斉せいに取り囲んだ。

「これはもう勝負どころじゃないわね。いいわ、今回は勇ゆう敢かんなグリさんの彼氏に免めんじて、引き分けってことにしといてあげる！」

　あるでんてちゃんはびしっと私を指差した。

　この状じよう況きようでみんなに勝負の結果を聞いたら、間違いなく私達の勝ちになると思うんだけど……。逃にげたわね。

「それはともかく……ねえキミ、グリさんなんかやめて、アタシと一緒にこない？」

　イケメン彼氏を放って、いきなりあるでんてちゃんが潤矢を誘ゆう惑わくしはじめた。

「あっ……ちょっと、胸があたって!?」

　彼がモテるのは悪いことじゃないんだけど、なんか面白くない。

　我が妹分の相手が、他の女の子にちやほやされてるからそう感じるのだろう。

　ここは他の女の子に誘惑されないよう、私が助け出してあげなければ。

　……というかデレデレしすぎよね！

「ねえ潤矢君、せっかくだから私のコスプレ写真撮ってくれない～？」

　これなら女の子の輪から潤矢君を連れ出しても自然だろう。

「グリさんずるーい！　私も彼に撮って欲しいです！」

「アタシは一いつ緒しよに写りたーい！」

　調子に乗ったレイヤー達は潤矢を離さない。

　潤矢君はうちの家や主ぬしさんなんだけどな。

　ちょっとみんなには遠えん慮りよしてほしいところだ。

　彼の隠かくれたかっこ良さはここにいる誰だれよりも……本ほん音ねを言うと、ヒルデちゃんよりも先に私が気付いていたのだ。

　だから、後から来たこの娘こ達に潤矢君をあげるわけにはいかない。

「ちょっとグー姉！　出てる！　黒いの出てる！」

　なぜか慌あわてた潤矢君が、私の手を引いて走り出した。

　うん。悪くない気分。

「さっきの潤矢君、とってもかっこ良かったですわ～。貴男あなたと素敵な夜を過ごせたら……なんてことを夢見てしまいます～」

「ここに来て役になりきってる!?」

　そう思ってくれたなら大丈夫だ。

　どうしても言葉に出したかったけれど、『グー姉』がヒルデちゃんを裏切るなんてことはできないから。

　コスプレなら……自分ではない別の誰かを通してなら、あたかも私の言葉ではないかのように本音を晒すことができる。

　仮面で隠してきた自分の素顔を、他の仮面を通して出すことができる。

　世界にはこれほど気持ちの良いことがあるんだと思った。

　誰にも言えない、私がコスプレにハマった本当の理由である。

　そうだ。このままの勢いで、二人っきりの撮さつ影えい会をお願いしよう。

　そうすれば、暑さのせいかほてってきた体も少しは治まるに違ちがいない。

　着ていた衣装も、いつのまにか水着みたいにセクシーなものに変わっているし、これで彼を悩のう殺さつしちゃおう。

「うふふ……潤矢君……ほら、貴男ならどこを撮とってもいいのよ～？」

「なんでこのタイミングで闇やみ堕おちなんてしたの!?」

　潤矢君が何を言っているのか、ちょっとよくわからない。

　なんだか胸がドキドキして、この音を彼にも聞いて欲しい気分だ。

　ほら、こうしてぎゅっと押しつけると、お腹の奥がドキドキする。

「ねえ～。お願い～。そのスマホでたくさん撮ってぇ～」

「ちょっと!?　オレのスマホをどこにはさんでるんですか!?」

「ほら～抜ぬいてもいいのよ～？」

「胸の間から引き抜くって意味ですよね!?」

「もちろんよ～」

　他にどういう意味だと思ったのだろう。帰ったら調べてみなくちゃ。

　スマホに伸のばそうとする潤矢君の手を見ると、まだふさがっていない指先の傷口から血が垂れていた。

　私達のためにこんなケガまでして……ありがとう……。

　じわりと涙なみだがにじんできたのを自覚したときには、傷口にそっと口を付けていた。

「ひゃうん!?　グー姉!?　なななな何を!?」

「ヴァルキリーの口づけには、傷を治す力があるのよ～」

「ほんとだ……もうふさがってる……」

「だからね？　もっと指だして～」

「もう傷は治りましたから！　なんかもっとすごいことされそう！　こんなところで逮たい捕ほはいやー！」

　逮捕って何のことかわからないけど、彼もわかってくれたみたいだ。

　二人っきりの撮影会、楽しみだな。

　ふふ……潤矢君の指をなめてると、なんだかちょっと気持ちよくなってきちゃった……。
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　うふふ～たくさん買えちゃいました。

　さっき買った同人誌、すごいです！

　アドベンチャーで数行しか出てこないキャラが、まるでメインキャラみたいに生き生きしてます。

　はぁ～マリちゃんたちメイン以外にも色んなドラマがあるんですね～。

　ついついＮキャラの同人誌を買いあさってしまいました。

　サークル名も覚えましたし、次のコミケも楽しみです。

　これからはＮキャラも合成せずに、ちゃんと一枚はとっておきましょう。

　ああっ！　あっちには牧まき瀬せマリちゃんの同人誌が！　やっぱりマリちゃん本は全部おさえておかないといけませんね！

　その前に……また一つ賢かしこくなった記念にガチャを回しちゃいますよ！


【現在の課金額　二百五十五万千八十円（グッズ含ふくむ）】
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　コミケ一日目。公式整列可能時刻の四時半ジャスト。

　まだ夜明け前だというのにすごい人数が列ならんでいる。

　既すでに列んでいるということは、彼らが噂うわさに聞く徹てつ夜や組というやつね。

　この中にどれだけ罪深き者達がまざっているのか……。

　いや、徹夜で列んでいる時点で、こいつらみんなシビュ○システムに粛しゆく正せいされてしまえばいいんだ。

　だがここでぶーたれたところで徹夜組はいなくならないし、目的が達成できるわけでもない。

　何より、あたしについてきてくれているお兄ちゃん達のイメージを崩くずすわけにはいかない。

　いつものキュートで賢かしこくて、たまにちょっとドジなスーちゃんをきっちり演じなければ。

　あたしと七人のお兄ちゃんは夜明け前なのにほんのり温かい地面に腰こしを下ろした。

　ぬるりとまとわりつく風がこれから始まる戦場の厳きびしさを予感させる。

　お兄ちゃん達は『スーちゃん』ことあたしスクルドの言葉を待っている。

　普ふ段だん、彼らの前ではかわいい妹キャラのスーちゃんであるあたしだが、今日は戦士になる。

「あれがオタサーの姫ひめか……？」

「だけど幼女だぞ……？」

「事案だ……」

　周囲からはこんな声も聞こえてくるが、反論している場合ではない。

　幼女扱あつかいしたヤツの顔だけはしっかり覚えたからね。

「みんな、準備にぬかりはないよね？」

「大だい丈じよう夫ぶだスーちゃん」「オレも！」「僕もだ！」

　彼らはいっせいに鞄かばんを開いて見せた。

　そこには暑さ対策グッズの冷えピタに凍こおったペットボトル、タオル、汗あせふきシートの他、ヘッドセット型の無線機や、栄養補給用のゼリー、『おさんぽＪＫメイド』で出しているあたしの似顔絵イラストの描えがかれたオリジナル制せい汗かんスプレーが入っていた。

　よしよし、みんな準備は万ばん端たんみたい。特に最後のヤツはすばらだよ。

「お兄ちゃんたちありがとう！　スクルドうれしーよ！」

　あたしの一言でお兄ちゃん達はデレデレになる。ふっ……チョロいわ。

　この後は簡単な相談事を解決させてあげて、頼たよりにされてる感を演出すれば、またあたしへの萌もえレベルがアップする。

　ふふ～ん、モテすぎちゃってこまるな～。

　──っと、今はそういう場合じゃなかった。

「お兄ちゃん、作戦は考えてきてくれた？」

「もちろんだよスーちゃん。これを見て！」

　お兄ちゃんズの一人が取り出したのは会場の地図だ。

　七人分用意されたそれには赤ペンで、動線と購こう入にゆうすべき同人誌の内容が書かれていた。

　丸められた地図を見ると、結局うちには来てくれなかった地下世界の魔ま王おうを思い出して、ちょっと辛つらくなる。

　それはさておき、内容をざっとチェック。

　本当はこの地図も自分で用意した方が正確かつ早いのだが、ここはお兄ちゃんを立ててあげるのが得策だ。

　あたしが褒ほめてあげる良い機会になるからだ。

　褒められたお兄ちゃんはやる気がアップ！　通常の二割増しの能力を発揮する。

　もちろん、ヴァルキリーとしての能力などではなく、あたしの魅み力りよくのなせる業わざだ。

「さすがお兄ちゃん！　カンペキだね！」

「えへへ～ありがとうスーちゃん。二日も徹夜しちゃったよ」

　あたしなら三時間でできるけど、人間にしては優ゆう秀しゆうな方かな。

「ありがとう！　がんばってくれたんだね！　スーちゃんのハートをあげちゃうぞ！　ずきゅーん！」

　両手でつくったハートマークをお兄ちゃんに向かって飛ばす仕草をする。

　それを受けたお兄ちゃんはでれでれになって、銃じゆうで撃うたれたようなポーズを取った。実に幸せそうな顔だ。

　チョロすぎて笑いがこみ上げてくる。

　危あやうくニヤリと悪い笑みを浮うかべそうになり、あわてていつもの天使スマイルでとりつくろう。

「スーちゃんにはこの地図がいいかな。一番移動距きよ離りが短いんだ」

　お兄ちゃんが一枚の地図を手て渡わたしてきた。

「ん～、スーはこっちの地図がいい」
















「でもそれってけっこう大変なコースだよ？」

「お兄ちゃん達ががんばってるのに、スーが一番楽なのを選ぶなんてできないよ。それにスー、体育は得意科目なんだ。だから大丈夫！」

「さすがスーちゃんだ！」

「お兄ちゃんは今、モーレツに感動している！」

「よし！　オラ、一番大変なコースにチャレンジしちゃうぞ！　マイシスターのために！」

　この地図を選んだのには、お兄ちゃんを誘ゆう導どうする他にもう一つ理由がある。

　同人誌を買う順番に、この地図だけ不備があったのだ。

　順番的に後ろにされているサークルに、最近急激に人気の出たイラストレーターが含ふくまれていたのだ。

　とあるラノベをきっかけにブレイクしたイラストレーターだが、こういった場合、同人誌の発行部数を増やすのが間に合わず、プレミア化する。

　今回のように『転売で価値の出そうな同人誌を買いあさる』ミッションにおいて、致ち命めい的なミスだ。

　せっかく作業をしてくれたお兄ちゃんのプライドを傷つけず、全体の作業効率もアップ、さらにあたしの好感度もアップ！

　ふふふ……自分の才能が怖こわいよ。

　あとは開場まで、お兄ちゃん達の相手をすればカンペキ！

　お兄ちゃん達はあたしのことをちやほやしてればいいけど、こっちはみんなが楽しくちやほやできるように、彼らを上回る気の使い方をしなきゃならない。

　客商売も楽じゃないよね。

「ねえねえスーちゃん。バイフェスで対戦しない？」

「ずるいぞ！　オレだって一いつ緒しよに対戦したい！」

「へへーん、早い者勝ちだぜ！」

　ＪＫメイドのお客さんの間でもバイフェスは大流行中だ。

「まあまあお兄ちゃん達。列が動き始めるまでにはまだ時間があるから、順番に遊ぼうよ」

　こんなこともあろうかと、ちゃんと『手加減ができる腕うで前まえ』になるまで練習をしておいた。

「さっすがスーちゃん！　いいこと言う！」

　ふふんっ。当然でしょ。

　課金はそこそこにとどめてある。

　強いデッキを組みすぎると、負けることが不自然になるからだ。

　腕前はお兄ちゃん達よりちょっと下手へたな程度を演出し、それでいてぎりぎり勝てないくらいがちょうどいい。

　もちろん、相手がさらに手加減をしてきた場合は勝つことも忘れない。

「やったー！　スーの勝ちだよ！　今日初めて勝った！」

　そんなときは気持ちよく勝って、たくさん喜んであげるのだ。

「さすがスーちゃんはゲーム上手だなあ」

「お兄ちゃん達が色々教えてくれたからだよ！」

　もちろん相手を持ち上げることも忘れない。

「ま、まあね。先生になったらよかったんじゃないかって会社でよく言われるんだ」

『おさんぽＪＫメイド』に通ってくる先生とかアウトな気がするけど……おっと、ここで顔をひきつらせるわけにはいかない。笑顔、笑顔。

「お兄ちゃんだったら、最近流行はやりの教官ものみたいにすんごい先生になれるよ！」

「やっぱりそう思う？　ちょっと転職活動しちゃおうかなあ」

　まてまてまてまて。お世辞だってば！

「でも辞めたりしたら、今の会社の人が困っちゃうんじゃない？」

「……そんなことないよ。いっつもイヤな上司にイビられてさ。こないだなんて、上司がやった失敗をリカバリーしようって会議で、なぜかその失敗をオレのせいにされたんだよ。やってらんないよ！」

「そっかぁ……辛つらかったんだね……。でも、先生に向いてるなんて言われるってことは、ちゃんと見てくれてる人はいるってことだよ。がんばって、お兄ちゃん！」

「うぅ……スーちゃんだけが癒いやしだよほんと。もうちょっとだけがんばろうって気になる！」

　ふぅ……あぶないあぶない。一人の人生を狂くるわせるところだったよ。でも好感度は稼かせげたから結果オーライかな。

　まったく、お兄ちゃん達ってばすぐあたしに頼るんだから。

　しっかりケアしてあげないとね。

　あたしの生活はお兄ちゃん達の財布にかかってるんだから！




　　　　◆　◇　◇　◆




　やがて迎むかえた開場時刻。

　あたし達『ネオ・スーちゃん軍』の行進が始まった。

　地図を頭にたたき込み、戦地へと赴おもむく。

「それじゃあお兄ちゃん達。健けん闘とうを祈いのるよ！」

「スーちゃんスーちゃん、アレやって！」

　しかし、そんなあたしの出鼻をくじくように、一人のお兄ちゃんがおねだりをしてきた。

「こ、ここで……？」

　お兄ちゃん達はあたしに平気で恥はずかしいことをさせる。ほんとに困った人達だ。

「アレをやってもらえれば、オレ達は死ぬまで戦えます！」

「やめて！　スーのために死なないでお兄ちゃん！」

「スーちゃん……お兄ちゃんにはやらなきゃいけない時があるんだよ。そう……なぜならオレ達はお兄ちゃんだからさ！」

「わかった！　スーがんばる！　お兄ちゃん達のためにがんばるよ！」

　すでに今のやりとりで注目をあびまくってるしね。

「「「スーちゃん！　スーちゃん！」」」

「ちょっとやめてよう……」

　いいぞ、もっとあたしを崇あがめるがいい、お兄ちゃん達よ。

　じらすのも十分だろう。まったく、何をして欲しがるんだかという感じだがしょうがない。

「こほん……では……。いっけー！　ファンネル達！」

「「「プルプルプルプルプルー！」」」

「ふはぇっ!?」

　なに今のハモりっぷり!?　まさか練習してきたの!?

　……ダメだこいつら、早く何とかしないと。

「やりましたぞ！　久しぶりに見たスーちゃんのマジびっくり！」

「ううむ、かわゆすなあ」

「濡ぬれた！」

「あーもう、このロリコンどもめ！」

「ベアード様までいただきましたぞ！」

「今夜は捗はかどりそうですな！」

　何が捗るのかはさすがに考えないでおこう。

「ではスー様のファンネルたる我らネオ・スー軍。出しゆつ撃げきいたします！」

「とっとと行け！　俗ぞく物ぶつども！」

　本気で怒おこりたい時でもネタととられるようにするのがガス抜ぬきのコツなのだ。

　お兄ちゃん達ってば、時々本気でキモチワルイから困る。

「おおおおおお！　ハ○ーン様っぽい声もだせちゃうスーちゃん……イイ……」

「そのロリボディにドスの効いた声……今日の戦利品を使うまでもないかも……」

「戦利品は使わないでよ!?　そういう話だったでしょ！」

　理性がないのかこの人達。

「冗じよう談だんだよスーちゃん。さて……僕は僕の道を行く。君達も気をつけたまえ」

　そう言って、お兄ちゃんの一人がシャッターから射す光に向かって歩んでいった。

　かっこつけてるけど、ただ彼に割わり振ふられた地図の順路通りに進んでいるだけだ。

　そうして、一人、また一人とお兄ちゃん達はそれぞれの戦場へと旅立っていく。

　……よし。やっと一人になれた。

　コミケにおけるお兄ちゃん達は、普ふ段だんのダメダメな姿からは考えられない能力を発揮する。

　だが、『目的』のためにはそれでも足りない。

　すごく疲つかれるけど……。

　あたしはオタクでひしめくビッグサイト内で『人ひと払ばらい』の魔ま法ほうを使う。

　グー姉様ほど上手うまくはできないけれど、人の意識をこちらに向かせないことくらいはできる。

　がんばって四人に分身して……っと。

　一人ずつ人払いの結界から出撃させていく。

　お兄ちゃん達の作った計画は悪くないものだった。

　しかし、抜けがあったのもまた事実。

　あたしの計算では三人足りない。

　立ってるだけで体力をどんどん奪うばわれていく暑さの中、魔力消費の激しい分身などしたら倒たおれてしまうかもしれない。

　だけど、それでもやらなきゃならないんだ。

　プレミア同人誌をゲットするために！

　まず狙ねらうのは『シャッター前』に配置された超ちよう大手サークルの同人誌だ。

　最さい後こう尾びと書かれたプラカードを持つおじさんを見つけ、笑顔で会え釈しやくをする。

　おじさんはデレっとした笑顔であたしに会釈を返してきた。

　うん。今日もスクルドはかわいいってことだね。

　そうして列ならぶこと約二時間。

　始発組より前に来ているのだから、最初のサークルは余よ裕ゆうだろう。

　超大手はお札をゴミ袋ぶくろに放り込んで持って帰るなんて話も聞くくらいだ。発行部数は若じやつ干かん絞しぼり気味なサークルのようだけど、十分な数は用意してるはず──

「新作完売でーす。ありがとうございましたー！　後は既き刊かんのみの販はん売ばいとなりまーす！」

「なぬぅっ!?」

　いけない。変な声が出た。お兄ちゃん達に聞かれたらスーちゃんのイメージが壊こわれてしまうところだ。

　うそだよね……？

　どうなってるの？

　お兄ちゃん達にちょっとサービスしたり、分身するのに使った時間で差がついた……？

　いやいや、まだ慌あわてるような時間じゃない。

　今日回るはずだった全てのサークルで目的の数だけ購こう入にゆうできるとは思ってない。

　次に行こう！

　おっとその前に通信をいれておかないとね。

　あたしはヘッドセット型のインカムをオンにする。

　これは七人のお兄ちゃんとあたしだけがつながった無線機だ。

　ほぼ電話と同じような感覚で使うことができる。

「こちらウルズゼロ。最初のポイントでは任務失敗！　次へ向かう！」

「ザザ……了りよう解かい……」「次の作戦での健けん闘とうを祈る……ザザザ……」「ザザザ……こちらもしっぱ……ぐふ……ザザザ……」

　ちなみに彼らの通信から聞こえる「ザザザ……」という音声は、全て口で言っているものだ。

　ヘッドセットを通して聞く分にはよいが、その発言を彼らが周囲の人に見られているかと思うと胸が熱くなる。

　ともあれ、他のお兄ちゃん達も成果はかんばしくないようだ。

　スケジュールの後ろにまわしたサークルは、比ひ較かく的人気は低い。しかし、それだけに発行部数も絞っており、そういった同人誌こそが大きくプレミアをつけるのだ。

　そうして辿たどり着いた二つ目のサークル。

　先ほどよりも知名度はやや落ちるが、それでも大手と呼ぶには十分な人気を誇ほこるシャッター前サークルだ。

　古今東西いろいろなキャラにロリ服を着せまくるというコンセプトで始まったこのサークルは、あたしも個人的に応おう援えんしている。

　お兄ちゃん達を釣つるためにロリ服を着ているあたしだが、自分でもかわいいと思っているからこそ愛用しているのだ。

　このサークルの本はぜひ自分用にも一冊ほしい。

　列んでいる参加者を見ると、当然ロリ服率が高い。

　ロリ服は重ね着をしているようなものなので、とにかく暑い。スカートはパニエでふんわりふくらませているので風通しはよいのだけど、そんなこと関係ないくらい暑い。

　似た恰かつ好こうをしているあたしが言えたことではないけど、みんなよくやるものだ。

　近くにいるお姉さんなど、まだ今日は始まったばかりだというのに、汗あせで化け粧しようが落ちかけている。

「その服かわいいですね。どこで買ったんですか？」

　特とく徴ちよう的な服装というのは、仲間意識を呼ぶものだ。

　後ろに列んで来たお姉さんが、気さくに話しかけてきた。

「お姉ちゃんに作ってもらったんです」

　今日の衣装はグー姉様お手製だ。

　市し販はんのものよりはるかにデキがいい。

「これを手作り!?　お姉様って服ふく飾しよく関係の方？」

「いいえ、ワンオペ戦士です」

「ワン……え……？」

「身内の職業を教えるのはちょっと……」

「そうですよね。ごめんなさいね」

　悪い人ではなさそうだけど、ちょっと距きよ離りをとろう。

　さっきの『お姉様』の発音にただならぬ熱量を感じたのだ。

　これ絶対ユリ承認とかされちゃうやつだ。

　グー姉の貞てい操そうはあたしが護まもらなければ！

　男……というか、女にうつつなんてぬかされたら、あたしの衣装を作ってもらえなくなっちゃう。

　せっかくこっちの世界で合流できて、洋服代が浮うきそうなんだから！

　こんな出会いもコミケの醍だい醐ご味みだ。

　もちろん気さくな人ばかりではないけれど、静かに列んでいる人達もまた、暑さに耐たえながらもどこか楽しそうだ。

　そんな中、あたしのかなり前に無言で列ぶ十人ほどの集団がいる。

　暑さに苦しむでもなく、これから手に入る同人誌を楽しみにするでもなく、負のオーラを漂ただよわせてただ列が進むのを粛しゆく々しゆくと待っている。

　そして、仕事でもしているかのように、事務的に本を買い、鞄かばんへとつめこんでいく。全員がこのサークル最大数の二十冊ずつ購入しているようだ。

　こいつら……もしかして……。

　あたしは彼らの顔を覚えつつ、自分の番が来るのを待つ。

　そして、いよいよ自分の番というところで、聞こえたのは信じられない言葉だった。

「ごめんなさい。ここで売り切れです」

　服はゴスロリ系でありながらメイクはナチュラル。素体が良くなければなりたたない組み合わせを見事に着こなしたお姉さんが頭を下げた。

　コミケは全員が参加者。売り切れたなら喜びこそすれ、本来なら謝る必要などない。

　しかし、頭を下げたときに深い胸の谷間が見えたので、もっと謝ってもらってもいいかもしんない。

　しかし──

「またなの!?　どういうことなんです？」

「あら、ステキなお洋服ですね」

「お姉さんなかなかお目が高いじゃない──って、そうじゃなくて。もう売り切れちゃったんですか？」

　いつもなら昼過ぎまでは残っているサークルなのに。

「そうなんですよ。もう少し刷すればよかったですね」

「そんなに買ってくれる人が増えたとか？」

「いえ、こうしてシャッター前に置いて頂いてるとは言っても、ジャンル自体がニッチですからそこまでは。なんだかいつもよりたくさん買っていく人が多かったんです。冬コミにも出たいと思っているので、そちらで買って下さいね」

「ニッチだなんてとんでもない！　ロリ服愛好家同士、もりあげていきましょう！」

「ありがとうございます。そうですね！」

　いや、言いたいのはそんなことじゃなかった。

　というより、あまりロリ服が一いつ般ぱん的になりすぎると、あたしが目立たなくなるから逆に困る。

「でも困りましたね。またオークションで売られちゃうかもしれないです。一人で買える数をもう少し絞ったほうがいいのかも。でもそうすると、お友達のために買ってあげたいって人が困るんですよね。かと言って、在庫をたくさん抱かかえるのはちょっと……」

　この人も転売ヤーに悩なやまされているのだろう。

「そう……ですね……」

　あたしにはそう返すことしかできなかった。




　　　　◆　◇　◇　◆




　三つ目と四つ目のサークルでは無事に本を買うことができた。

　しかし、これらは今回から発行部数を一気に増やしたサークルだ。

　みなが買えるものを手に入れても仕方がない。

　次のサークルに列ぶ時間を使って、企き業ぎようブースに送り込んだ分身の様子をモニターしてみる。

　分身の視界を通した景色を見ることができるのだ。

　片目にだけ、すごい混雑をみせる企業ブースの映像が映し出される。

　ただでさえ身動きのとれないほどの人で混雑する中、うちわを配るスタッフさんや、巨きよ大だいな戦利品を抱えた参加者などで地じ獄ごく絵図と化していた。

　身長の二倍くらいありそうな抱だきまくら、売り出すって情報はあったけど買った人いるんだ……。

　アタシの分身は目的のモノをゲットできているだろうか。

　……一つも入手できていない!?

　うそでしょ!?

　限定数が少なくて、人気の商品が軒のき並なみ完売している。

　これは戦果を期待できそうにないなあ。

　あたしは片目のモニターを他の分身へと切り替かえる。

　多少の差はあれど、企業、一般問わずみんな似たような状態だった。

　この後、お兄ちゃん達と合流したのだが、彼らもあたしと同じように、戦果はかんばしくなかった。

　これは何か、対策を講じる必要があるね。




　　　　◆　◇　◇　◆




　大惨ざん敗ぱいだったコミケ一日目を終え、あたし達はトボトボと帰宅の途とについた。

　シャワーを浴びて気持ちをリセット。

　潤じゆん矢やの家に持ち込んだノートパソコンを押し入れの中で起動し、ヘッドセットをつける。

「あ～テステス。お兄ちゃん達、聞こえてますか？」

『『『はーい』』』

　インターネットの向こう側からお兄ちゃん達の声が聞こえる。

　高価な触しよく媒ばいや魔ま法ほう具ぐもなく、魔力を全く扱あつかえない人間が同時に遠えん距きよ離り通話をできる。これこそまさに不思議な技という意味での魔法だ。

　コミケが終わり、戦果を確認するために集まったみんなの顔は非常に暗かった。

　とても良いアイディアが出るようには思えなかったので、会議の場をネットに移したのだ。

　ちょっとコミュ障なところのあるお兄ちゃん達からは、ネット越ごしの方が良いアイディアが出たりする。

「今日の敗戦よう……ええと、よういん？　ってなんなんだろう？」

　答えの見当はついているが、あえてお兄ちゃん達に訊きいてみる。ちょっと難しい言葉を背せ伸のびして使ってみた感じを出すのも忘れない。

　お兄ちゃん達が自分で答えを出して、あたしに教えてあげたという体ていをとるのが大事である。

　まるで頭脳は大人で体は子供な名探たん偵ていのように、極きわめて自然に誘ゆう導どうするのだ。

　あきらかに陰かげで変声機を使っているのがバレるはずなんだけど……なんてことをしてはいけない。

『スーたん隊長のご命令だ！』

『ご命令いただきました！』

『やっぱり会場入りしたら走らなきゃだめなんじゃ？』

『ルール違い反はんだよ』

『ルールを守らない連中を相手にしてるんだ。それくらいしないと』

『邪じや道どうに堕おちるぞ』

『正義をかざすなら、正道で戦うべきだ』

『いつから俺たちが正義だと錯さつ覚かくしていた？』

『勝った方が正義だ！　つまり我々は悪だということさ』

『気取るなよ若わか僧ぞう』

『そっちこそなんだよそのしゃべり方！　あんたこの場で一番年下だろ』

『ネット上くらい許してもらえませんかね!?』

　あたしのセリフにデレっとなったお兄ちゃん達は口々に意見を出し始める。

　本題と関係ないところで盛り上がってる気もするけど……。

『結局のところ、徹てつ夜や組とサクチケ組が問題なんだお』

　回答を提示したのは正ただしお兄ちゃんだった。

　これが会議をネット上に移したもう一つの理由。

　ゲストの招待だ。

　敵の数が数だけに、あたし達だけでは対処しきれないと考え、専門家を呼んだのだ。

　手作りオムライス（電子レンジが全部やってくれます）一つで協力してくれるとは、実に（都合の）良いお兄ちゃんだ。

　特別に投げキッスもつけてあげよう。

　ふふふ……もっとあたしにメロメロになるがいい。

　知ち恵えを借りるだけなら潤矢でもよかったのだが、コミケスタッフをしている正の方が何かと都合がよかったのだ。

　それに潤矢はヒルデお姉様とイチャついてるし……。

　なんだかムカつくので、潤矢のことはひとまずおいておこう。

『まず徹夜組についてだが……これはどうにもならないんじゃないか？』

　お兄ちゃんの一人がそう発言したのも無理はない。

『コミケの歴史は徹夜組との戦いの歴史でもあるんだお。我々スタッフは、徹夜組問題の解決にこの四十年、尽じん力りよくしてきたんだお！』

　あんた四十年前は生まれてないっしょ、とツッコミたいがここは我が慢まんだ。

『ペナルティ科すなりなんなりすればいいじゃないか』

　このお兄ちゃんはだめかもしれない。その程度でなんとかなるなら、こんなにこじれてない。

『ペナルティを科したこともあるんだお。でも、それを続けると、整列時間ぎりぎりまで近所を徘はい徊かいしたあげく、整列開始時刻になった瞬しゆん間かんに大混乱が起きるのは目に見えているんだお。近所に迷めい惑わくをかけるくらいなら、列ならばせておいた方が幾いく分ぶんマシだっていうのが、スタッフ側の消極的解決策なんだお』

『じゃあどうするんです？　やっぱり我々も徹夜を……』

「それはだめだよ。さっきも誰だれかが言っていたけど、そんなことをしても世間は認めてくれないよ。スー達はただ同人誌やグッズを買えればいいというわけではないことを忘れちゃだめなんだよ」

『スーたんの言う通りだお。キミ達が徹夜をすると言うのなら、俺は協力できないお』

　キリリとキマった演説と、正お兄ちゃんの一言で場は鎮しずまり返った。

「絶対大だい丈じよう夫ぶだよ」

『スーたん、根こん拠きよはあるの？』

　お兄ちゃんのくせにあたしを疑うなんて生意気だ。

『今のセリフはお兄ちゃん失格だお。スーたんが絶対大丈夫だよの無敵の呪じゆ文もんを使ったということは、絶対大丈夫なんだお』

　さすが正お兄ちゃん。見た目も言動もキモいけど、あたしのことをよくわかっている。

　あたしだってダテに大丈夫だと言っているわけではないのだ。

　お兄ちゃん達との通話を始める前、潤矢とヒルデ姉様が徹夜組について何か言っていた。彼らも何か困ったことがあったのだろう。

　ヒルデ姉様は少しだけ……ほんの少しだけ脳筋なところがあるので、徹夜組を今日にでも叩たたきに行くだろう。

　普ふ段だんならグー姉様と二人で必死に止めるところだけど、潤矢もついて行くに違ちがいない。

　潤矢がヒルデ姉様とイチャつくのは気に入らないが、二人は良いコンビだと言えないこともないようなそうでもないような……ぐぬぬ……認めたくないものだな！

　とにかく、まことに遺い憾かんながら、こういう時の潤矢は頼たよりになるのだ。

　上手くヒルデ姉様をコントロールしてくれるだろう。

　だから徹夜組のことは問題ない。

「残る問題は──」

『サークルチケット組か』

『本来、自分のスペースを準備するために一般参加者よりも早く入ることが許される通行証……それを人気サークルや企業ブースへ列ぶために使うなど言語道断でござる！』

『スタッフもなんとかしろってもんだよな』

『これでも、開場までは列ばないように指導してまわってるんだお……』

　さすがの正も、この件については強気に出られないようだ。

　このまま矛ほこ先さきが正お兄ちゃんに向いたまま話が脱だつ線せんするのは避さけたい。

「みんな、正お兄ちゃんを責めるのは間違ってるよ。悪いのはサークルチケットを悪用する人達なんだから」

『そ……そうだったねスーたん』

『面めん目ぼくないでござる』

　みんなを黙だまらせるには誰かを庇かばうのが一番だ。

　あたしに庇われた人はちょっとハッピーになれるし、他のみんなはこれ以上庇われた人に美味おいしい思いをさせないように、あたしの言うことを聞いてくれる。

　ただこの場合、庇われた人──正お兄ちゃんがみんなからキツい目で睨にらまれるのはまあ……音声通話だから見えないし許してもらおう。

『ただ、サクチケ組が開場の時点で列び始めちゃうってのには変わりないんだよな』

『それだけならまだしも、サクチケをオークションで売買するヤツもいるし。マイシスターを困らせる転売ヤーなんて滅ほろべばいいのに』

『サクチケのネットオークション売買にはスタッフも頭を悩なやませているんだお……』

　なんでもチケット一枚に五万円を超こえる値がつくこともあるという。

　コミケに一いつ般ぱん参加者より早く入れるというのは、それだけのメリットがあるということだ。

　五万円もあればバイフェスのガチャが百回以上回せて、お兄ちゃん達と対戦する時の手加減の幅はばも広がるというものだけど……はっ!?　なんでもガチャに結びつけるなんてヒルデ姉様にダメな意味で似てきてるよあたし。

『それについては私がなんとかしよう』

　この会議で初めて発言をした渋しぶい声のおっさん。この人がもう一人のゲストだ。

　何を隠かくそうコミケ準備か……もとい、スタッフの中で一番偉えらい人、その名もトップ！

　あまりにまんまなハンドルネームだが気にしない。

　わかりやすいことは大事だ。

　まあ……あだ名がトップだからと言って、常にガ○ナ立ちをするのはちょっとどうかと思うけど。

　あたしとおさんぽする時でさえ、信号が赤になればガ○ナ立ちで止まり、オタク狩がりを見ればガ○ナ立ちで説教をし、近くで子供が泣けば目の前まで行ってガ○ナ立ちでなぐさめる。

　最後のはたいてい子供に大泣きされるか、ショックで白目を剝むかれるか、親に通報される。

　そのたびにこの渋くてダンディだが筋骨隆りゆう々りゆうな白はく髪はつのおじさまを庇うのがあたしの仕事だ。

　そう。おさんぽＪＫメイドで働く私は仮の姿。本当の姿はコミケスタッフの偉い人を護まもるセキュリティーサービス！

　……なんてことはなく、ただ単にトップがあたしのお得意さんなのだ。

　ふはははは……コミケのトップと有能なスタッフを引き込んだよ！

　圧あつ倒とう的じゃないかね我が軍は！

　魔法先生もびっくりの掌握コンプレクシオー力である。

　これはあたしの魅み力りよくで世界を掌しよう握あくする日も近いよね！

　自分の才能が怖こわいよ。

　世界を掌握して何をしたいかと言われれば、あたしを倒たおしにきた勇者に「世界の半分をくれてやろう」って言ってやることだよね。

　あれって、世界の管理がめんどくさいから半分やってくんね？　ってことだと思うんだ。

　つまり、魔ま王おうは勇者に、世界を運営するパートナーになってくれって言ってるんだよね。

　勇者と魔王による初めてのドキドキ共同作業だよ！

　ぴちぴちぴっちなスクルドちゃんが魔王役なんだから、勇者はさぞかっこいい王子様なんだろうなあ。

『勇者（笑）』みたいに言われそうな潤矢とかじゃなくて。

　ああもう！　潤矢が迎むかえに来るのを想像してる場合じゃなかった。

「なんとかって？」

『キミ達にサークルチケットを用意しようということさ』

「ほんとですか!?」

　いけない。ちょっと素すが出てしまったかも。

『私の権限でキミ達の分くらいなら用意できる』

「ありがとうトップ！　今度お店に来てくれた時は、うんとサービスしちゃうからね！」

『ふふふ、期待しているよ』

　サークルチケットさえ手に入ればこっちのものだ。

　だがしかし……。

「………………やっぱりだめだよ」

『すーたん？』

「それじゃあ結局、彼らと同じだもん。サークルチケットを使う方法はだめだよ」

『さすがスーたん！　感動した！　だがどうするのかね？　私にできることがあったら何でも言ってくれてかまわないが』

　トップを完全に虜とりこにできたのはよかったけれど、サークルチケットに代わる強力な代案なんて……虜？

　そうだわ！　あたしには男を虜にするこのかわいさがあるんだもの！

　あれをこうして……そこでこうなって……うん、いける！

「それじゃあトップ、お願いがあるの」

　あたしが持ちかけた二つのお願いに、トップはＹＥＳで返してくれたのだった。
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　コミケ二日目の目玉はなんと言っても、企き業ぎようブースで販はん売ばいされる限定百本のタペストリーだ。

　アニメ化された大人気ラノベのキャラが描えがかれたこの商品。一日目は開場数分で売り切れたらしい。

　そして、その日のうちに全てがネットオークションに流されていたのを確認している。

　今日は絶対にそんなことはさせない。

　企業ブースに分身を送り込んだのが失敗だった。

　今日は本体あたし自らが赴おもむくのだ。

　絶対手に入れてやるんだから！

　昨日のうちに、転売ヤーらしき連中の顔は全て覚えておいた。

　ＪＫメイドで鍛きたえたオタク観察眼を使って、本当に欲しくて列んでいるのか、転売のために列んでいるのか、昨日一日で見み極きわめたのだ。

　サークル参加の列を偵てい察さつに行ったが、やはり転売ヤーはまざっていた。

　勝てないわけだ。

　たとえ徹てつ夜やをしても、サークルチケット組より早く入場できる一般参加者などいないのだから。

　あたしとお兄ちゃん達はじっと『一般参加』列で待つ。

　開場はまもなくだ。

　私は分身を通して中の様子を見ていた。

　思った通り、転売ヤーと目される連中は自分のスペースの設営をするでもなく、人気サークルや企業ブースへと進んでいく。

　開場時刻が迫せまると一時的にホールを区切るシャッターが閉まるため、目的のサークル付近でうろついている必要がある。

　それまでは、スペースの周りに列を形成しないよう、スタッフが尽じん力りよくしてくれるはずだ。

　一方、企業ブースはサークルチケットを使って列ぶ者が多いので、混乱を避けるためにも列形成が黙もく認にんされている。

　つまり、サークルチケット組の中でも列形成のデッドヒートが繰くり広げられるのだ。

　しかし、転売ヤーチームにはそんな争いにも参加はさせない。

　あたしの分身がサークル参加のためのチケットを持ちながら、企業ブースに列ぶ連中を全員、企業ブースからやや遠いところへと誘ゆう導どうさせたのだ。

　トップに頼たのんだのがこれだった。

　スタッフにあたしの『友達』を一人まぎれこませ、サークルチケットを使って入場する連中を誘導させてもらうこと。

　あたしが直接行ったのではさすがにバレてしまう。

　そこでちょっと大人バージョンに姿をアレンジしたあたしの分身を派は遣けんしたのだ。

　かくしてあたしの魅力にめろめろになった転売ヤーを含ふくむ違い反はん者達は、見事に釣つられたというわけだ。

　もちろんそれだけでは、他の徹夜組や始発組には勝てない。

　あたし達はちゃんとルールを守って、列形成開始時刻ジャストにやってきた。

　そして最前列を確保できたのである。

　徹夜組がいないことにみんな驚おどろいていたが、そこはヒルデ姉様と潤矢が上手うまくやってくれたのだろう。

　後は開場を待ち──開いた！

　走ることが禁止されているコミケ開場だが、走り出すバカはいる。

　だけどヴァルキリーたるこのあたしにとってそんなことは関係ない。

　魔ま法ほうでごくわずかに浮うき上がり、早歩きのモーションで高速浮ふ遊ゆう移動をする。

　だが走っていると誤解されてはめんどうなので、普ふ通つうの人間にはあたしを認識しにくいような魔法をかけている。

　あたしの分身が違反者達の列をゆっくり企業ブースへと誘導しているうちに、みごと企業ブースへと到とう着ちやくした。

　よし！　これで何があってもタペストリーを買える！

　この時点であたしはトップへ連れん絡らくを取り、事前に打ち合わせていた『もう一つの頼み事』をした。

　さて、この調子でさくさくいくよー！
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　発行部数の多めな人気サークルは一部作戦を失敗したものの、首しゆ尾びは上々と言っていいだろう。

「あのぅ……お兄さん？」

　あたしはこれまでしてきたように、列ならんでいたのに買えなかった一般参加者がシャッターの外に出た瞬しゆん間かんを見計らって声をかけた。

「うわ……ロリかわ……えっと……ぼく？」

　小太り丸めがねで大学生くらいの男は、あたしに話しかけられ、おろおろしだした。

　たしかに突とつ然ぜんこんな美少女に話しかけられたらびっくりするのもよくわかる。なかなかに良い反応だ。

　この人はお兄ちゃんになる素質があるかもしれない。

「ねえ、この本、欲しいんでしょ？」

　あたしが鞄かばんから取り出したのは、彼が列んでいて買えなかったサークルの新刊だ。

「おお！　それ買えたんだ！　いいなあ……すっごい部数が少ないから、始発で来たのに買えなかったんだよ」

「いっぱいあるから買わない？」

「…………こんな小さな娘こが転売？」

　その言葉の定義には当てはまるだろう。その言葉は嫌きらいだし、小さいは余計だけどね！

　あたしが小さく頷うなずくと、男は少し迷った後、財布を取り出した。

「……いくら？」

「まいどあり～。安くしとくよ。ええとね──」

　あたしが値段を伝えようとしたそのとき、視界に見覚えのある人ひと影かげが入ってきた。

「スクルド？　何してんだ？」

「潤矢!?」

　恥はずかしいところを見られてしまった。

　潤矢こそ何してるのかというセリフは愚ぐ問もんなのだろうが、ヒルデ姉様が見当たらないのはどうしたことだろう。

「もしかしてお前、コミケ会場で転売ヤーをやってるのか……？」

　そう言う潤矢の顔は険しい。

　こいつならそういう反応をするだろう。転売を推すい奨しようする側ではなくて、ある意味安心した。

「たしかにそうだけど、でも──」

「そこのロリッ子！」

　潤矢とあたしのやりとりに割り込んできたのは、スポーツサングラスをかけた上うわ背ぜいのある男だった。

　見覚えがある。転売ヤーの一人だ。

　ひきしまった体をしており、身に着けているシャツも上等なものだろう。いわゆるオタク臭くささがあまりない。

　最近のオタクはオシャレな人が多いと言われるが、匂においとしか言いようのない何かが違ちがうのだ。

　転売ヤーにはオタクがそのままなった者と、金の匂いにだけ釣られてきたオタクコンテンツに興味のない者の二種類がいる。

　コイツはおそらく後者だろう。

「誰だれがロリっ子よ」

　潤矢が「返事をするってことは自覚あるんだな……」とか呟つぶやいている件については、あとでお仕置きしよう。

「俺達の邪じや魔まをするんじゃねえ！」

　こういう絡からまれ方をする可能性はあると思っていたから驚きはないが、めんどくさいことに変わりはない。何より、あたしと潤矢の会話に割って入ったのにイラっときた。

「コミケの邪魔をしているのはあなた達だと思うんだけど？」

　いつものかわいいスクルドちゃんではなく、ちょっと戦乙女ヴアルキリーとしての自分が出てしまっているけど仕方ない。

　だってこれは戦いだもの。

「うっ……」

　あたしのようにかわいい女の子に反論されることは想定外だったのか、転売ヤーは一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「お前達には関係ないだろ！」

「あはっ……」

　三流悪役が使う常じよう套とう句くに思わず笑いがこぼれてしまった。

「何がおかしいんだよ！」

「あまりに安いセリフだったからついね。転売ヤー」

「ぐ……っ」

「あなたは次に『お前だって転売ヤーだろ』と言う」

「お前だって転売ヤーだろ！　──はっ!?」

「やれやれね。底が知れるってものよ。ウィル○ン・フィ○ップス上院議員みたいな目にあいたくなかったら、二度とこの場に現れないことね。じゃないと亜あ空間にばらまくわよ」

　あたしのセリフに転売ヤーはカタカタと小さく震ふるえ出した。

　生物としてどちらが上かを察知する能力くらいは残っているらしい。

「でもスクルド達も転売をしてたんだろ？」

　そこで空気を読めない発言をしたのは潤矢だ。

　なによもう！　いいところだったのに！

「こいつらとは違うわよ」

「そうだ！　こいつらはよりによって、手に入れたブツを定価で売りさばいてやがるんだ！　転売ヤーの風かざ上かみにもおけない奴やつらだ！」

「お前らの風上に置いたところで何のメリットもない気がするが……定価で売ってた？　……なんで？」

　そこだけ聞くと、当然疑問に思うよね。

　自分で解説するのは、ボランティアをダシにした出会い系サークルのメンバーが、活動内容を自じ慢まんするみたいでイヤなんだけどしかたない。

　潤矢に誤解されたままってのは、なんだかちょっとイヤだ。

「潤矢も見たでしょ。昨日発売の限定タペストリーが百枚全てオークションに出されていたの」

「ああ……すごい値段になってたな。朝から列んだのに、泣く泣く買えなかった人もたくさんいたとか」

「だからスクルドは──最初に相談に来たのはスクルドのとあるお兄ちゃんだったんだけど──転売ヤーを懲こらしめようって思ったの」

「それがなんで自分も転売ヤーになって……そういうことか」

　潤矢はここまでの説明で察しがついたらしい。

　普ふ段だんはちょっとぬけてるくせに、こういった鋭するどさを持っているところは……その……好感がもてる。

「スクルド達が転売ヤーの餌え食じきになりそうな本やグッズを買いあさる。そして、後ろに列んでいる転売ヤーではない参加者に定価で売るってわけ」

「なんで俺達転売ヤーと他の参加者を見分けられるんだよ。それに、列んでた順番だって覚えられるはずない！」

「それはあなた達の話でしょう？」

「ま、この娘ならそれくらい一瞬で覚えるだろうな」

　む……やっぱり潤矢はあたしの能力を信しん頼らいしてくれてるんだ……。悪くはないわね。

「とーぜん！　もっと褒ほめてもいいのよ？」

「その調子にノるクセがなけりゃあなあ……。でも、悪かったな疑って。たしかにこの方法はスクルドにしかできないよな。転売ヤーには運営本部も手を焼いていたみたいだし……いいこと……なのかもな。よくわからんけど」

　潤矢があたし達の行動に対する評価に迷うのもわかる。あたしだってこの方法がベストだとは思ってない。でも、これ以上の案があるとも思えなかった。

　だから、迷いながらであっても潤矢に褒めてもらえて、心の奥にひっかかっていた何かが溶とけていく気がした。

「なんだよ！　なんなんだよお前ら！　邪魔すんなよ！　せっかくの稼かせぎ場所なんだぞ！　お前らに迷めい惑わくかけてないだろ！　俺達がオークションに流せば会場にこれなかった人達も買えるだろ。ちょっと手数料もらうくらいいいじゃないか！」

　なんて勝手な理り屈くつだろう。こんなヤツだから転売ヤーなんてするのだ。

「おいどうした？」

　そこへ現れたのは白いＹシャツをぱりっと着こなしつつ、優ゆう雅がに額の汗あせをぬぐう青年だった。

　コイツも見覚えがある。転売ヤーの一人だ。

「見つけたのか」「へぇ……このロリッ子がね……」「タペストリー全部買い占しめめたってマジかよ」

　そして、転売ヤー達が続々と集まってくる。

　タペストリーはトップに頼たのんで限定数をなくしてもらうよう、企き業ぎように圧力をかけてもらったのだ。圧力といってもさすがに強要はできず、お願いという形になったようだけど。

　事情を聞いた企業は承しよう諾だくしてくれたらしい。

　これがトップへの二つ目のお願いだった。

　そして、百枚全てを転売ヤー以外に売り払はらった。

　今日一番の目玉をかっさらわれて、転売ヤー達はかなり頭にきているのだろう。いい気味だ。

「スーたんどうしたの？　──ッ！　こいつらもしかして……」

「なんか朝より人数増えてない？　グッズを売ってあげた人にファンネルを手伝ってもらう作戦が成功して……こいつら！」

　さらに『仕事』を終えたお兄ちゃん達も続々と集まってくる。

　ここを集合場所にしていたのだ。

　インカムでの情報と、ここに来たときの彼らの表情を見れば作戦は成功したのだろう。

　だが、今は一様に緊きん張ちようした面おも持もちになっている。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。

　スクルド部隊ＶＳ転売ヤーという構図だ。

「それ、よこせよ」

　しばしの睨にらみ合いの後、スポーツグラサンがあたしの紙かみ袋ぶくろへと手を伸のばした。

「何するのよ！」

　あたしが紙袋を引っ込めると、それを追うようにしてスポーツグラサンの手からカッターの刃はが伸びてきた。

　油断した！　まさかコミケで刃物を出してくるなんて……！

　カッターは紙袋を浅く切り裂さいただけだったが、渡わたしきれなかった同人誌やグッズで重くなった紙袋からそれらが、切れ目を広げて床ゆかにぶちまけられるには十分な傷だった。

「定価の二割増しで買い取るからさ、それならいいだろ？」

　こいつはどこまでバカにしているのだろう。

　いや、そうではないのかもしれない。

　本当に金を出せばそれで済むと思っているんだ。

「…………許せないわね」

「二割じゃたりないか？　じゃあ三割でどうだ？　定価で売るより儲もうかるし、オークションに出す手間も省はぶけるんだ。悪い話じゃないと思うが？」

　やはりこいつらはクズだ。

　ふと地面にばらまかれた同人誌やグッズ達に目をやると、その中にバイフェスのキャラストラップがあった。

　非公式ではあるが、関係者によるＳＤキャラが描えがかれたプラスチック製のストラップだ。

　数が少ない上にデキがよかったので、大人気となった商品だ。

　ヒルデ姉様にも一つお土産みやげにと取っておいたものなのに……。

　そのストラップの頭部に、地面に落ちた衝しよう撃げきと、その上から他のグッズや同人誌が落ちてきたせいでヒビが入っていた。

　牧まき瀬せマリというキャラはヒルデ姉様に見た目がかなり似ている。

　傷つけられたストラップを見ると、ヒルデ姉様がそうされた気さえしてくる。

「今日だけで二十万は稼げるはずだったんだ！」

　転売ヤーはついにあたしの胸むな元もとへと手を伸ばしてきた。

　身の程知らずもいいところだ。

　そんな動き、止まって見える。

　油断さえしなければ、このまま避よけるのも、手をひねりあげるのも簡単だ。

　だけどあたしはそうしなかった。

「やめろ！」

　潤矢があたしの前に立ちはだかり、転売ヤー達から庇かばってくれたからだ。

「お前もそのロリっ子の仲間かよ！」

　転売ヤーに小こ突づかれた潤矢はバランスを崩くずし、その足でマリのストラップを踏ふみそうになる。

　しかし潤矢は、すでに傷ついたストラップを避けるために大きく体を捻ひねった。

　普ふ通つうの人間である彼にそこから体勢を立て直す術すべなどなく、熱いアスファルトへと身を投げ出すことになった。

「──ってて」

　少し肘ひじをすりむいた程度で済んだようだが、じんわりと血がにじんでいる。

　バトルマンガなんかだとケガのうちにも入らないようなケガだが、実際にすりむくとかなり痛い。

「へっ、だっせーの」

　あー……これはだめだわ。

　あたしってけっこう気の長い方だと思ってたんだけど、こいつらは生かしておいてもいいことないわ。

　そう思ったときには既すでに、あたしの体は輝かがやき始めていた。

「なんだこの光！」

「目が！　目があああ！」

　光が収まった後、そこにはヴァルキリー姿ビキニアーマーになったあたしがいた。

「スクルド!?　ええと……さすがの早着き替がえだな！　でもここはコスプレエリアじゃないからな！」

　光でごまかした変身シーンとその後のフォローを入れてくれる潤矢には少しだけ感謝しておこう。

「この俺が元ネタをわからないだと……っ!?　まさかオリジナルでこれほどのクオリティを!?」

　お兄ちゃんの一人が何やら驚きよう愕がくしているが、とりあえず置いておこう。コスプレだと思ってもらえている分には問題ない。

「さて……」

「まてスクルド！　何をするつもりだ！」

　あたしが一歩前に出ると、潤矢が後ろから羽は交がい締じめにしてきた。

「そんなの、あいつらをストラップと同じ目にあわせてやるに決まってるじゃない。安心してよ。グー姉ほどひどいことはしないから」

「全く安心できねえ！」

「いいから離はなれてよ。熱いんだけど」

　背中に密着してるから！　潤矢がムダにドキドキしてるのも伝わってくんのよ！

　こっちがテレるじゃない！　早く離れなさいよ！

「あ……これは……でも今離したら、ぜったいアイツらをボコるだろ！　だめだ！　暴ぼう力りよく沙ざ汰たなんて起こしたら、コミケが二度と開かれなくなるかもしれない！」

　ヴァルキリーの力なら潤矢程度、簡単に引きはがせるんだけどな。

　しょうがない。居い候そうろうの身だし、一応助けてもらった恩もあるから言うことを聞いてあげよう。

「わかったわよ。これならいいでしょ？　私の友達！　出てきてラタトスク！」

　あたしはリスの描かれたコインを掌てのひらに出現させると、キンッと指で上へ弾はじいた。

　コインは虹にじ色に輝き、光の中から現れたリスがスクルドの肩かたに乗る。

「電でん撃げきはなしだからな？」

　そう言って潤矢があたしを解放した。

「リス……？　どこから出したんだ？」

「ラタトスク、やっちゃって」

　戸と惑まどう転売ヤー達をあたしが指差すと、ラタトスクは小さな耳をぴくぴくと動かした。

　その耳から魔ま力りよくの波動が彼らに向かっていく。

　波動に触ふれた彼らは頭を押さえてうずくまり、何やらぶつぶつ言い始めた。

「リーダーが利益の上うわ前まえをはねていただと!?　やっぱりな！」

「ちょっと待て、あのレイヤーさんと隊員二号ができてるだと？　俺だって先月から付き合い始めたんだぞ！」

「昨晩ゆうべはうちに泊とまってたんだが……」

「転売の利益をレイヤー達にばらまいて酒しゆ池ち肉にく林りん!?　なんてうらやまけしからん！」

「みんな兄弟になっているだと!?　いやだぁ！　こいつらとは金だけのつながりなんだあああ！」

　転売ヤー達は頭を押さえながら地面をごろごろと転がっている。

　ふっ……たわいない。

　あたしが出したリスに似たこのコは、宇宙樹ユグドラシルに住むリスのラタトスク。あることないことを相手に信じ込ませるのが得意技なのだ。

「相変わらずなんて恐おそろしい技なんだ……」

　潤矢がちょっと引きぎみの目でこちらを見ているが、何はともあれ一件落着だろう。

「それじゃあお兄ちゃん達、仕事が終わった人から順番に残りのコミケを楽しもう！　解散！」

「「「おー！」」」

　ここで「スーたんと一いつ緒しよに見て回りたい！」なんてことを言い出さないのは、日ひ頃ごろのちょうきょ──教育の成果だ。

「ありがとね」

　お兄ちゃん達を見送ったあと、同人誌とグッズを拾いながら、それを手伝ってくれている潤矢を横目で見る。

「なんだよ。素直に礼を言うなんて気持ち悪いな」

　このあたしがお礼を言ってあげてるというのになんていう態度かな！

「うるさいわね。スクルドが感謝してあげてるんだから感謝しなさいよね」

「そのセリフには釈しやく然ぜんとしないものを感じるが、こっちも変な疑いかけちまったからおあいこってことでいいんじゃないか」

「それじゃあかわいい分、スクルドの勝ちだね。帰りにパフェでもおごってよ」

「どうしてそうなる!?」

「ちょっと食べて帰りたい気分なのよ」

　作戦も成功したし、ちょっとした贅ぜい沢たくは許されるだろう。

　潤矢は「何かがおかしい……」とぶつぶつ言っているが、こんなにかわいい娘ことお茶できるのだ。やはり感謝するのは向こうだろう。

「それにしても今日のスクルドはすごかったな。いつものキャラをかなぐり捨ててまで転売ヤーと戦ってさ。かなり見直したぜ」

「スクルドだってやるときは……というか、いつもやれるコなんだ……よ……あれ？　キャラを捨ててって……あああああああああ！　しまったああああああ！　スクルドってばお兄ちゃん達の前でなんていうことを！　これじゃあ今まで築いてきた、護まもってあげたいかわいい女の子キャラが台無しだよ！」

　すっかりデキる女であることがバレてしまったんじゃないだろうか。

　きっとそうだ。

　男を掌てのひらで転がすために、必死で隠かくしていたというのに。

「あの『お兄ちゃん』達なら大だい丈じよう夫ぶなんじゃねえかなあ。ちゃんと設定を楽しむタイプみたいだし」

　後半は聞こえなかったことにしておくとして、たしかに大丈夫なのだろう。

　なんたって、この程度であたしのファンを辞やめられるほど、日頃やわな調教はしていない。

「水をさすつもりじゃないんだけど……」

　潤矢は次のセリフを言うか迷っているようだ。めずらしいわね。

「どうしたの？」

「……ああ。スクルド達のがんばりでかなりの数の人が同人誌やグッズを手に入れることができたと思うんだ。でも、これだけでは転売ヤーはいなくならないんじゃないかなあってさ」

「そんなこと、スクルド達だってわかってるよ」

「じゃあなんでこんなに大変な思いをしてまで？」

「今回の目的は、転売ヤーの被ひ害がいにあう人を少しでも少なくするってことじゃないの。もちろんそれもあったんだけど、一番の目的は、あたし達の活動が知れ渡わたって、転売ヤー撲ぼく滅めつにみんなが動き出す。それが大事なことだと思うのよね」

「そっか……スクルドって思ったよりすごいヤツだったんだな」

「思ったよりって何よ！」

「ただの腹黒ロリかと思ってたけど、認識をあらためないとな」

「腹黒でもロリでもないから！」

「それ、どっちも否定できなくね!?」

　決めた。コイツには帰ったらキツいお仕置きをしてやろう。

　その時、スクルドのスマホに一通のメールが届いた。

『入院中の妹に同人誌を届けることができたよ。スーたんありがとう！　妹、すっごい喜んでた！』

　今回の作戦を実行するきっかけになったお兄ちゃんからのメールだった。

　よかった。八歳で既に泣くほどＢＬ同人を欲しがるというのはどうかと思うけど、これが闘とう病びよう生活の励はげみになってくれるなら、こんなに嬉うれしいことはない。

「これでお兄ちゃん達がよりスクルドのファンになってくれて、さらにスクルドの噂うわさを聞いたオタク達がスクルド目当てにお店にやってくるって寸法よ！　ふふふ……自分の知能がこわいわ」

「うわあ……せっかくの感動が台無しだ！」

　潤矢には残念そうな顔をされてしまったけど、これでいい。

　本当は会ったこともない女の子のためにこんなことをしていただなんて、あたしのキャラじゃないのだ。

　あたしはスマホをそっとしまい、予備の紙かみ袋ぶくろに拾った同人誌とグッズを詰つめ込んだ。







　後日聞いた話では、サークルチケットの転売に厳きびしいペナルティがつけられることになったらしい。

　あたし達の活かつ躍やくを受けて、トップが動いてくれたのだ。

　あたしのやったこと、少しは意味があったかな。







[image: ヒルデの島巡り]




　ふぅ……Ｎは課金ガチャから出ないんでしたね。

　私としたことが、つい忘れて五十回も回してしまいました。

　最初の十連でＵＲが出ちゃったのがいけないんです。

　Ｎを探していたはずなのに、つい夢中になってしまって……。

　でもなぜかその後は、回しても回してもＳＲすら出ませんし……。

　これが物ぶつ欲よくセンサーというものでしょうか。

　相変わらずフレッシュ属性だけ来にくいですし。私のスマホにはフレッシュ属性のカードがあまり入っていないのかもしれません。ぐすん……。

　ねえ潤じゆん矢や……こんなにも偏かたよるものなのですか……？　潤矢……？　そういえば潤矢がいな……あ！　あんなところに！　近くにいるのは平ひら井い台だいさん？　もう！　私を放っておいて、なにしてるんですか！


【現在の課金額　二百五十六万二千八十円（グッズ含ふくむ）】
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　男性向けエロがメインとなる三日目は、一いつ般ぱん参加者が最も多くなる日だ。

　昨夜もオレとヒルデは徹てつ夜や組討とう伐ばつに向かった。

　二日目の夜に徹夜組が全ぜん滅めつしたという噂うわさが効いたのか、徹夜組の数はぐっと減っていた。おそらく十分の一以下だったのではないだろうか。

　徹夜組全滅の真相を探ろうとした野次馬が増えたりもしたが、ヒルデの一いち撃げきで全員気絶させられた。

　そして、オレとヒルデに加えてグー姉、スクルドの四人は電車の始発よりも早く会場前にやってきていた。

「今日も買えなかったらどうしましょう……」

　ヒルデは願がん掛かけという理由でマントに大量につけた缶かんバッジとフィギュアとドデカストラップにそわそわしながら触ふれている。

　増えてる！　つけてるものが増えてるよ！

　さらに肩かたからグー姉に作ってもらったバイフェスグッズ風オリジナルバッグも提さげているので、これではもうただのヒルデではなく、フルアーマーヒルデだ。

　だがヒルデが心配するのもわかる。

　この時間に来ても、昨日は目的のグッズを手に入れられなかったからな。

　それに今日はバイフェスのイベントもある。

　コミケ会場にいる全ての人が参加できるイベントなのだが、合わせてステージイベントも行われる。

　ステージイベントの整理券が、バイフェスブースで買い物をすると配布されるのだ。

　以前ヒルデがはまっていたソシャゲのライブイベントで、すっかり生の魅み力りよくにとりつかれたのか、ヒルデは夏休み中このイベントを心待ちにしていた。

「大だい丈じよう夫ぶさ」

　オレはそんなヒルデの肩をポンと叩たたく。

「でも……」

　なおも不安そうなヒルデに、

「大丈夫よ、ヒルデ姉様」

　スクルドもまたウィンクを送る。

　そんなスクルドとオレは目を合わせて頷うなずき合った。

「むう……どういうことなんですか二人とも……」

　釈しやく然ぜんとしない様子のヒルデだが、説明するのもなんだか自じ慢まんのようでいやだ。彼女にはちょっと悪いが黙だまっていよう。




　　　　◆　◇　◇　◆




「買えましたー！　買えましたよ潤じゆん矢や！　ありがとうございます！」

　ヒルデはアイグラ企き業ぎようブースの前で飛び上がって喜んでいる。

　ちなみにスクルドは、「お兄ちゃん達にご褒ほう美びを買ってあげないとね」と言って人気サークルに列ならびに行き、グー姉はコスプレエリアへとまっしぐらだったのでここには来ていない。

「グッズもイベント整理券も……ふふふふふ！　主役！　私は今まさにこの物語の主役なのです！」

　どんな物語だよ！　課金しまくるヴァルキリーがグッズを買いあさる話かな？

　とりあえずまわりの迷めい惑わくになるから、ブースを離はなれようと言いかけたその時。

　ぴょんぴょん跳はねるヒルデの翻ひるがえったマントにつけたフィギュアが、ブース前のカウンターに置かれたグッズをなぎ払はらった。

「ああああ！　すみません！　ほらヒルデも謝れ！　そしてひろえ！」

「すいませんマリちゃん！　すぐひろってあげますから！」

「謝る先はそっちじゃねえ！　スタッフさんだから！」

「はっ!?　すみませんすみません！　全部買いますから！」

「買えないからな!?　限定数オーバーだし金も足りないから！　ほんっとすみません！」

　幸い落ちたグッズはタオルなどのみで、壊こわれやすいものや高価なものはスタッフさんの後ろの段ボールに収納されていたので被害はなかった。

　オレはスタッフさんや後ろに列んでいる参加者に頭を下げつつ、グッズをカウンターに戻もどした。

「あの……大丈夫ですから」

　スタッフさんの言葉には救われたが……。

「うふふ……うふふふふ……」

　ヒルデよ……今だけでいいからにやける口元を押さえてくれ、頼たのむから。




　　　　◆　◇　◇　◆




　そうしてやってきましたイベント会場。

　今日は企業ブースの一角が、イベント用ステージになっている。

　通常スペースとの区分けはロープ一本だが、この先は整理券を持つ者だけが入れる聖域なのだ。

　オレもちょっと興奮してきた。

　さすがに良い番号はサークルチケット組に取られてしまっていたが、それでもスタッフさん達に散らされることなく、堂々とイベントを楽しめるのは最高だ。

「こんなにぎゅうぎゅうになった状態で待たされるなんて、軍隊の訓練みたいですね。全く身動きできません」

　ヒルデはオールスタンディングのイベントに参加するの初めてだったな。

　座席の決まっているイベントと違ちがい、入場順が観覧場所の良し悪あしに直結するため、ギリギリで会場入りするわけにはいかない。

　そのため、入ってからしばらく立ちっぱなしで待つことになる。

　長いと一時間ほど待たされることになるわけだが、その間が暇ひまで暇でしょうがない。

　今回はヒルデという話し相手がいるわけだが、ぼっち参加に比べてどれほど時間の経たつのが早かったことか。

　前で見たい人が当然多いため、自分の立つスペースはどんどん狭せまくなっていく。

　揺ゆれない満員電車を思い浮うかべてもらえればだいたい合っている。

　さすがに体が浮いたりなんてことはな──いや、ライブハウスなんかではそういうこともあるな。

　人口密度が高すぎて、上げた手が下ろせなくなったりな。

　しかし今回は、決起集会という名目のトークイベントだ。

　密集度こそ高いものの、ケガの心配などはないだろう。

　そしていよいよスマホの時計が十三時ジャストをさした。

　ステージイベントの開始時刻だ。

　会場に設置されたスピーカーから、バイフェスのホーム画面ＢＧＭが流れてきた。

　そして、簡易ステージの端はしに設置されたパーティションから人気声優『夏なつ目めなゆた』が現れた。

　すると、ざわついていた会場内の心が一いつ瞬しゆんにして一つになった。

「みなさんこんにちはー！　暑い中集まってくれてありがとう！　バイフェス牧まき瀬せマリ役の夏目なゆたです！　本日はＭＣを務めさせて頂きます。よろしくお願いします！」

「「「「うおおおおおお！　なゆちゃーん！」」」」

　沸わきに沸く観客達。

　しかし、なゆたがにっこり笑うと、トークが始まることを察知して、ぴたりと騒さわぐのをやめ──

「なゆちゃああああん！　ふおー！」

　──ないヤツもたまにはいる。

　そういうヤツはたいてい近くのやつに注意されて……。

「こっち向いてくださーい！」

　うわぁ……騒いでるのオレのツレだったわー。

「頼むから空気読んでくれ」

「あう……ごめんなさい……」

　オレに軽いチョップをされたヒルデは、周囲から冷たい視線を浴びていることに気付いて、しゅんと俯うつむいた。

「元気のいいお姉さんがいますね～。それじゃああらためまして、夏目なゆたです。こんにちは！」

「「「こんにちはー！」」」

　たったの一言で会場の雰ふん囲い気きを切り替かえられるところはさすがプロだ。

「『バイフェス大会　ＩＮ　コミケ　決起集会』へようこそ！　それじゃあさっそくルールを説明しますね」

　なゆたの背後に設置されたスクリーンに、バイフェスのＳＤキャラと大会の説明書きが表示される。

「バイフェスはみなさんご存じの通り、対戦機能付きのリズムゲームです。これまでもネットワークを通じたイベント大会や、実際にこうして会場に集まっての大会は何度か開かれています。ですが、今回はなんとコミケ参加者全員をエントリー対象にしちゃいました！　参加者二十万人の超ちよう大規模大会です！」

　飛び出したとんでもない数字に観客は大いに沸いた。

　最近はゲームをスポーツのように楽しむ『ｅ‐ｓｐｏｒｔｓ』なんて言葉も普ふ及きゆうし始め、海外では億単位の金が動いている。

　それにしたって、参加者二十万人とはすごい数字だ。

「全員が参加するわけではないので、もっと少ないとは思いますけど……あ、すいません、これ言っちゃだめ？　えへへ、天の声に怒おこられちゃいました」

　なゆたの天然なのか計算なのかわからないボケに会場はあたためられ──実際はその場にいる全員が汗あせだくなのだが──説明は続く。

「いつもは世界中の誰だれとでも対戦できるバイフェスですが、今回はスマホのＧＰＳ機能を使って、この会場にいる人同士でしかマッチングしないような仕組みを作っちゃいました！」

　面白いことを考えるものだ。オレが知る限り、スタミナ消費などのマネタイズの関係で対戦できる地域をしぼっていたことはあったが、それをこんなにも大規模な大会に応用したのは初めてじゃないだろうか。

「制限時間内にどんどん対戦して、一番ポイントを多く稼かせいだ方が優勝になります！　制限時間はこのあと十四時から十五時までの一時間。課題曲は二十分ごとに、スイート、フレッシュ、スマイル各属性の曲に切り替わります。何が選ばれるかは、始まってからのお楽しみです！」

　つまり、三属性ともに対応できるだけのキャラカードが揃そろっていなければならないということだ。

　また、バイフェスの対戦モードで得られるポイントは、よりポイントを多く持っている相手に勝った時や、より高いスコアで楽曲をクリアーした時ほどたくさん貰もらえる。

　ここらへんの駆かけ引きも勝負のポイントになるのだろう。

　また、各曲の難易度は四段階から選せん択たくできる。

　もちろん同じ難易度を選択したプレイヤー同士でしかマッチングしない。

　上位を狙ねらうなら得られるポイントの多い最高難易度の選択は必ひつ須すだが、大会の雰囲気を楽しみたいだけの人はそれ以外を選ぶのもいいだろう。

「それから、今回のコミケで公式グッズを買うと貰えたカードですけど、なんと今回のイベントでは特効カードとして使えちゃいます！　デッキに入れているだけで、貰えるポイントが二割増しですよー！」

　数字としては小さく見えるが、上じよう位い陣じんの争いは熾し烈れつを極きわめる。

　優勝を狙うには必須カードと言っていいだろう。

「さてさて、既すでに発表されていますのでご存じかとは思いますが、本大会の商品をおさらいしますね。まず一つ目！　上位百人には大会限定の特別カードを進しん呈ていします！　なんと私、夏目なゆたが演じさせていただいている、『牧瀬マリ』ちゃんのコミケスタッフＴシャツバージョンです！」

「「「おおおおおお！」」」

　商品がキャラカードだということは知っていたが、まさかコミケとのコラボだとは思わなかった。

　こいつはかなりのお宝になりそうだ。

「もちろん百位以下にも商品はありますし、上位入賞となるほど、スタミナ回復アイテムや、キャラ成長アイテムなんかが貰えるのはいつもの通りなのですが、なんと今回、一位の人には特別賞品があります！」

「「「おおおおお！　なぁーにー？」」」

「年末に開かい催さいが予定されているバイフェスライブの特別招待券です！　なんと、ステージ前の超Ｓ席ですよー！　さらに！　ライブ前に私がバックヤードを少しだけご案内しちゃいまーす！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!?」」」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!?

　なんだと!?　チケット未発売ながら、既にプラチナ確定と言われるライブのチケットをプレゼント!?　しかも良席確定で、なによりなゆたちゃんが直接案内してくれる!?

　オレ以外にも目の色が変わったヤツが多数、というかここに集まった連中の殆ほとんどがそうだ。

　ゴゴゴゴゴ……と擬ぎ音おんが文字で浮かび上がりそうなほど、体からオーラ力的な何かを発している。

　頼むから、劣れつ勢せいになっても憎にくしみで戦ってくれるなよ。

　隣となりにいるヒルデもまた、目の色が変わったうちの一人だった。

　目をカッと見開き、ぶるぶると震ふるえている。

「お、おいヒルデ……？」

　おそるおそる話しかけてみるも、まったく反応はなく、瞳どう孔こうは開きっぱなしだ。

　そんなヒルデのことなどおかまいなしにイベントは進行していった。

　なゆたによるやたらと上手うまいバイフェスのデモプレイがあり、「あたしも大会に参加しますから、あたった人はお手て柔やわらかにお願いしますね」の一言で会場を大きく沸かせた彼女は颯さつ爽そうとステージを下りていった。

「おーいヒルデ～？」

　他の客がいなくなった後も、ヒルデはぶるぶるびくんびくんと震えていた。

　目の前に手をかざしてふらふらと振ふってみる。

「ひうっ!?」

　びびくんっ！　とその場で大きく震えたヒルデはきょろきょろ周囲を見回すと、手足をさすり始めた。

「どうした？　体の調子でも悪いのか？」

　連日のコミケ参加だ。
















　いくらヴァルキリーとはいえ、体調を崩くずしてもおかしくない。

「いえ……武む者しや震いのしすぎで全身の筋肉が疲つかれただけです」

「武者震いだったのかなあアレ！」

「もちろんです！　なゆたちゃんとのバックヤードデート権！　手に入れるためには闇やみ堕おちも辞さない構えです！」

　デートなんて言ってないし！

「闇堕ちしたら勝てる勝負も勝てないからな。闇堕ちはやめてくれよ？」

「もちろん冗じよう談だんですよ。潤矢ったら本気にしちゃって～」

　からからと笑うヒルデだが、前科がありすぎて、全く冗談に聞こえないんだよな。




　　　　◆　◇　◇　◆




　かくしてオレ達はバイフェスをプレイしても通行の妨さまたげにならない場所へと移動した。

　それはいいのだが……。

「ヒルデ！　おいヒルデ！」

　おれは体からぷすぷすとモヤが漏もれ始めているヒルデの前で手を振った。

「はっ!?　潤矢!?　私はいったい……」

「デートがってうわごと言いながら闇堕ちしかけてたんだよ！　歩きながら闇堕ちって、どんだけ器用なんだ！」

　冗談だとか言った舌の根も乾かわかないうちにコレだよ。

「す、すいません！　デートを想像したらつい……」

　最近、闇堕ちのハードル下がってないか？

　とりあえずヒルデも正気に戻もどったようだし、改めて座れそうな場所を探す。

　会場の各所に例年では見られないほど休きゆう憩けい用に仕切られたスペースが多数用意されており、コミケ運営本部もこのイベントに協力的であるようだ。

　暑いのは避さけようがないものの、できるだけ風通しの良い日ひ陰かげを選び、ヒルデと並んで腰こしを下ろす。

　いつもならぐったりした参加者が死し屍し累るい々るいとなっている頃ころだが、みな一様にスマホを構え、大会開始時刻を待ち構えている。

　ここまで移動してくる間に通常のサークルスペースを通ったが、売り子達もまた一部の大手を除いて、スマホを各スペースのテーブルに出していた。

　コミケ参加者の殆どが、このバイフェスイベントに参戦するのではないかという勢いだ。

　いくらお祭り好きが集まっているコミケとは言っても、こんな光景見たことがない。

　特に今回は初めての試みであるし、興味を持ってとりあえずでも参加しようという人も多いのだろう。

　それを見み越こしてのことなのか、携けい帯たいの電波中ちゆう継けい用の機材が至る所に配置されている。

　よくもここまで手配できたものだとは思うが、機材には各通信業者の広告がプリントされている。

　もしかしたらスポンサーのような扱あつかいになっているのかもしれない。

「スタミナは回復してるか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。さっき課金アイテムのラブサンシャインストーン（通つう称しようラブ石）で回復させておきました」

　特別な大会とはいえ、ゲームのプレイには当然ながらスタミナが必要になる。

　一時間ぶっ通しともなれば、それなりの数の課金アイテムを消費する必要がある。

　仮に、この会場にいる一割がガチで上位を目指すとして、その数は二万人。

　一回スタミナを全回復させるのにかかる費用は、課金アイテムの買い方にもよるのだが、一度にたくさん買えばだいたい六十円程度。

　一時間遊び続けるには四回はスタミナを回復させる必要があるので、この一時間で四百八十万ほどの売り上げになる。

　これはガチ勢だけの話で、それ以外の参加者にも課金する人はいるだろう。

　さらに、今回特効カードであることが発表されたグッズ特典のカードは、ステータス自体は通常のＳＲよりもやや低い。

　それだけに育てていなかった人も多いはずで、大会開始前なのに必死でプレイしている連中は、そのカードを育成中なのだろう。

　カードにはレベルが設定されており、レベルが高いほど、同じカードでもリズムゲーム中にタッチを成功させて得られるポイントが多くなる。

　この育成のためのプレイでも課金アイテムが消費されていく。

　とはいえ、ランキング上位のアプリは月収が億単位だ。

　それに比べれば、今回のイベントで儲もうかる金額はたかが知れている。

　冷静に考えればメリットはどこにあるのだろうと思うのだが……。

　コミケ参加者というオタク産業の上得意へ向けて濃こい宣伝になるというのが一番大きいのだろう。

　大会終しゆう了りよう後には各種メディアに取り上げられるだろうし。

　ちなみに普ふ段だん行われるイベントは一週間程度続く場合が多い。

　上位者のポイントを見ると、ほぼ寝ねてないし働いていないポイントでの争いが行われている。

　いったいいくら使ったのかはざっくり計算できてしまうので、興味がある人は試してみるといいだろう。

　それはさておき。

「ヒルデも特典キャラを育てなきゃな」

　入手したのは今日なのだ。きっとまだ育成できていないはず。

「もう終わってますよ」

「いつの間に!?」

　バイフェスのキャラカード育成は、ソシャゲでよく使われるカード合成だ。

　アイドルを合成ってのはやはりよくわからないが、レッスンという名目らしい。

　なぜレッスンをするとカードが消えるのか。

　これまで得た経験を受け渡わたして芸能界を去るということなのだろうか。

　そう考えるとなんだかもの悲しいな……。

　なんて妄もう想そうはともかく、カード育成には効率のよい育成カードを合成するのが一いつ般ぱん的だ。

　ヒルデはガンガンガチャを回すので、育成カードがいくらあっても足りないとぼやいていたはずで、ストックがあったとは思えないのだが。

「決起集会イベントの待ち時間にちょいちょいっとやっただけですよ？」

「リズムゲームをしているようには見えなかったが、どうやったんだ？」

　人が密集していたせいで、そんなスペースはなかったしな。スマホはちょくちょくいじっていたようだが。

　そもそも、育成カードは毎日二回行われる時間限定イベントが主おもな入手方法だ。

　こればかりは課金で即そく座ざにどうこうできるものではなかったはずなのだが。

「課金ガチャを引くと、キャラカードが手に入りますよね」

「そうだけど、育成カードは課金ガチャからじゃ出ないよな？」

「はい。でもＲカードでも経験値はそこそこ入るので……」

「まさかお前、Ｒを犠ぎ牲せいにしたのか!?」

「潤矢が顔をしかめるのもわかります。Ｒとはいえ、アイドル達とさよならするのは悲しいですよね」

「そこじゃねえええ！　キャラ育成のために課金ガチャで引いたＲカード使うとか、いったいいくらかかったんだよ！」

「えっとですね──」

「やっぱいい！　こわい数字が返ってきそうだからいい！」

「いつもの課金額からしたら大した金額じゃありませんよ？」

「いつもの課金額が高すぎて比ひ較かく対象として成り立たねえから！」

「そんなこと言わずに聞いて下さいよ～」

　なんでそんなに嬉うれしそうなの!?

「聞いてもしょうがないだろ！」

「お願いです潤矢。私のお話、聞いて下さい。でないと闇堕ちしますよ？」

「そういうセリフはもっと色っぽいシチュエーションで言って！」

　せっかくのうるんだ視線と、眼下に躍おどるぷるぷるのおっぱいが無む駄だ遣づかいすぎるんだよ！

「むぅ～。潤矢は時々いじわるです。女の子は話を聞いてほしい生き物だって、じょせーしゅーかんしに書いてありました」

「いつの間にそんなもの読んだんだ」

「ひっぱりアクションなソシャゲをちょっと遊んでまして、その情報誌をコンビニで買ったときにちょっと立ち読みを……」

　何にでも興味を持つな、このヴァルキリーは。

「ひっぱりアクションなソシャゲも面白かったんですけどね。なぜか課金ができなくなる時期がありまして、それを機会に引退してしまいました。結局、なんでだったんでしょうね？　人気コンテンツだったのに……」

「ストアーの方針に反した運営をしていたみたいだからなあ。知り合いの業界関係者に聞いた感じだと、ストアーを通さないでお金のやりとりができてしまうのがダメだったんじゃないかとかなんとか」

　ちなみにその知り合いは、以前オレがトップランカーとして君臨していたアイグラを通じて出会った人だ。

「そういえば、攻こう略りやく雑誌に特典とかついてましたね。あれもいけなかったんでしょうか」

「詳くわしいことはわからないけど、ストアー側がみかじめ料──もとい、正当な料金を取れなくなるってのは確かに文句を言われてもしかたないのかもな」

「じゃあ今回みたいに、グッズの特典としてキャラカードを付けることもできなくなるんですかね？」

「可能性はあるな。ストアー側の基準もよく変わるし、おかげで前回は通ったはずのリリース審しん査さが同じ要領で通らなかったりと色々あるらしい」

「そんな……特典、楽しみだったのに……まるで神ですね」

「世の中、力と金と情報を持ってるところが強いってことさ」

「なるほど……。あちらの世界アースガルドに住む人間もそうみたいでした。占うらない師しのフリをした知識人が村人をだまくらかして大金を稼かせいだり──」

「ストップストーップ！　なんだか例え方があぶない！　それより、大会開始まであと十分くらいだからな。トイレは済ませたか？　神様にお祈いのりは？　部屋のスミでガタガタ震ふるえて命いのち乞ごいをする心の準備はＯＫ？」

「何を言っているんですか。ヴァルキリーは数日連続で戦えるようにトイレの調節はできますし、神には祈るのではなく誓ちかい、従うのです。ましてや部屋のスミで震えたり、命乞いなんてもっての外ほかです！　そうするくらいなら戦って死にます！」

「すまん……てっきりネタがわかるもんだと思って……」

　まさかマジレスされるとは思わなかった。

「ネタ……だったんですか……？　すいません不勉強で」

「いや、オレの方こそ、なんでも通じると思ったのが間ま違ちがいだった」

「いいえ！　潤矢の家に住まわせて頂く以上、ちゃんと勉強しておかねばなりません！　オタネタ抜ぬきではまともなコミュニケーションを取れないことはわかっていますから！」

　百パーセント善意で言ってるあたり、突つっ込こみづらい。

「ま、まあいいや……とりあえず準備だな。と言っても、スマホのバッテリーを確認するくらいか」

「はい！」

　ヒルデはスマホの電源を入れ、画面を確認した。

「あれっ!?　もう二十パーセントくらいしか残っていませんよ！　決起集会前は半分以上残っていたのになぜでしょう……」

　決起集会の時点で半分程度しか残っていなかったというのは……どうせ課金しまくっていたのだろう。

　そこからの減りについては、この暑さで本体に負荷がかかったからかもしれない。

　そうであった場合、勝手に再起動を繰くり返すことがある。

　通常の待機状態よりも起動時には多くの電気を使うため、知らないうちにバッテリーがごっそり減っていたということになるのだ。

「それはまずいな。バイフェスは演出が派手だしＣＰＵもごりごり動いている分、電池の消費が激しい。今のうちに充じゆう電でんしておくんだ。二十パーセントじゃ三十分も保もたないぞ」

「充電しながらのプレイではダメなんですか？」

「できないことはないがやめた方がいいな。それはかなりバッテリーに負荷がかかるんだ。バッテリーが熱くなって、最悪ゲームが止まったり、本体が強制再起動したりする。どうしてもという時にはしかたないが、一時間ぶっ通しではきついだろうな」

　とはいえ、今から携帯型外部バッテリーで充電したところで、回復できる量は知れている。

　どこかで充電しながらのプレイに切り替かえる必要はあるだろうな。

　こまめに外部バッテリーを取り外しながらプレイするのがいいだろう。

　オレも真夏にこっそり学校でソシャゲをするときには、暑さ対策に悩なやまされたものだ。

　特に以前のスマホは今のものに比べて熱暴走しやすかったしな。

　そんなことを考えつつ、腰こし当あての内側にぶら下げていた、マリのイラストがプリントされているポーチの中をごそごそとあさるヒルデの横顔を眺ながめる。

　絵でしか描かけないような整った顔立ちの美人だと改めて思う。

　これほどの美少女と行動をする日がやってくるなんて、想像もしていなかった。

　毎日顔をつきあわせているのに、ふとした瞬しゆん間かんに見とれてしまう。

　しかし、その端たん整せいな顔が、徐じよ々じよに青ざめていく。

　ヒルデはポーチだけでなく、今日のために用意したグー姉手作りのバイフェスグッズ風肩かた掛かけ鞄かばんの中身をひっくり返し始めた。

「……どうした？」

「ないんです……」

「ないってもしかして……」

「はい、予備のバッテリーが……」

　ヒルデがバッテリーを大事そうに腰当ての内側に入れていたのはオレも見ていた。

「決起集会で落としたのか……？」

「ポーチに入っている財布は無事だというのに、バッテリーだけ落とすなんてあり得るでしょうか？」

　ポーチはチャックで開閉するタイプだ。

　バッテリーを上の方に入れていたのであれば、それだけ落ちたということもありえるかも……しかし、先ほどヒルデはチャックを開けてから中を見ていた。

　それまでチャックはしっかり閉まっていたように見えた。

「鞄の中にもなかったんだな？」

「はい……どうしましょう……？」

　しゅんとうなだれたヒルデは今にも泣き出しそうだ。

　オレの予備バッテリーを貸してあげられればよかったのだが、あいにく既すでに充電切れだ。

　課金をしないという縛しばりを自分にかけているオレは、ヒルデほどヘビーにスマホを起動しないだろうということで、新しく買ったバッテリーをヒルデに、かつてヒルデに貸した古いモノをオレが使っていたのだ。

　そのため、オレのバッテリーは減りが早く、早朝からの整列中に全て使い切ってしまったのだ。

　オレのスマホのバッテリーが十分であれば、機種変へん更こうの際に使う引き継つぎ機能で、ヒルデのデータをオレのスマホに移すこともできた。

　しかし、オレのスマホもまた、バッテリー残量は三十パーセント程度だ。

　引き継ぎにはアンインストール、ダウンロード、インストール、引き継ぎ設定など電気を多く使う作業がある。それをこなすと、結局はヒルデと同じくらいしかバッテリーは残らないだろう。

「まずいな……このままでは戦う前から敗北確定だ」

「そんな……なんとかなりませんか!?　限定カードとなゆたちゃんとのデートがかかっているんです！」

　ヒルデはまるで誰だれかの命でもかかっていそうな悲痛な叫さけびを上げた。

　恥はずかしいからあんまり騒さわがないでくれと言おうとしたが、周囲の視線をほとんど集めていないことに気付く。

　これだけ騒いだら、みんなに見られそうなものなんだが。

　注目されたいわけじゃないから別にいいんだけど。

「オレ達だけじゃどうにもならないな……」

　グー姉とスクルドは機種が違ちがうからバッテリーの交こう換かんはできないし、最近のスマホはそもそもバッテリーパックの取り外しができないものが多い。あの二人なら予備バッテリーなんて使い切ってるだろうし。

「そうですか……ひぐ……限定カード……うぐぐ……」

　ヒルデの体から黒いもやがわき出した。

「マテマテマテ！　闇やみ堕おちするにはまだ早いぞ！　オレ達だけじゃどうにもならないなら、誰かの助けを借りればいいんだ」

「ふえ……？」

　完全に涙なみだ目めになっているヒルデはぽやんとした顔でオレを見つめてくる。

　ふいに見せられた隙すきだらけの表情に心臓が跳はね上がるが、それを表に出さないようオレは立ち上がった。

　そして、隣となりにいた見知らぬ人に話しかける。

「あの……すいません……」

　正を二回り小さくしたような彼は、床ゆかにあぐらをかいたまま虚うつろな目でこちらを見上げてきた。

　その手にはバイフェスを起動中のスマホが握にぎられている。

　なんだこいつの目……まるで徹てつ夜や組のような……きっとバイフェスに夢中になっているところを邪じや魔まされたので、気を悪くしたのだろう。

　彼には悪いが、このまま話を続けさせてもらう。

　といっても、初対面の相手に話しかけるのは得意じゃないんだが……。

「あのぅ……もし予備バッテリーを持っていたら、貸して頂きたいのですが」

「はぁ？」

　男はそのまま雑コラに使えそうなほどわかりやすい顔でこちらの依い頼らいを拒きよ否ひしてきた。

　気持ちはわかるし、お願いをしているのはこちらだ。文句を言える立場ではない。

　だがこちらもタダでなんて虫の良いことは考えちゃいない。

　夏コミの交こう渉しように使えるアイテムいきなりベスト１！

「この保ほ冷れい剤ざいを差し上げるのでなんとか！」

　知らない人から飲料水などを受け取るのは抵てい抗こうがある。しかし保冷剤なら涼りようもとれるし危険もない。

　知らない人とはいえ、ここまで頭を下げられた上に保冷剤まで貰もらえたら、人としてなかなか断れるものではないだろう。

　我ながらスクルドのように汚きたない作戦だが、これもヒルデのため……なんかじゃないんだからね！

　闇堕ちされたら迷めい惑わくだから仕方なくなんだよ！

　…………オレは何を心の中で一人テンプレツンデレごっこをしているのか。

　とまあ、オレの心の中を読めるはずもない彼は、きっと頼たのみをきいてくれるだろう。

　コミケは戦場でありつつも、助け合いの精神が生きているのだ。

「いやムリ」

　ほらな──って、

「えええ!?」

　ネタ抜きで普ふ通つうに断られた!?

「そこをなんとか！」

「…………」

　今度は無視かよ。

　男はスマホの画面に目を落としたまま、こちらを振ふり向こうともしない。

　いいもん！　ここにはそれこそ二十万人がいるんだもん！

　誰か一人くらい協力してくれるだろう。

「お願いします！」

「いやです」

　しかし、どれほど頼んでも、

「なんとかなりませんか！」

「ばーか、しんじゃえ」

　ひどい！

　誰に頼んでも、

「お願いします！」

「オレも大会に出るからなあ」

　土下座をしてみても、

「この通りです！」

「えー？　イヤだってかんじー？」

　誰も首を縦には振らなかった。

　途と中ちゆうからはヒルデも一いつ緒しよにお願いしてまわったのだが……

「お願いします！　命だけは助けますから！」

「そんな頼み方する奴やつがあるか！」

　結局、誰も首を縦に振ってはくれなかった。

　あれだけバイフェスの大会が大々的にうちだされているのだ。みんな自分のためにバッテリーを使うのは当然かもしれない。

　決起集会の様子は全館放送で中ちゆう継けいされてたらしいしな。

「もういいです……うふふ……こうなったらもう、今すぐ帰ってバイトして、オークションに出たキャラを買うしかありません……うふふ……金さえあれば、世の中なんでもできるんやで……うふふふ……バックヤードでのデートはできなくても、グー姉様に姿を消してもらえば入り込むことくらい……それがいいです……うへ……うへへ……」

　ダメだこいつ、完全に目がいってる。

　黒いもやがまた出始めてるし、闇堕ち待ったなしだ。

「落ち着けヒルデ！　大会の賞品はグッズ特典と違って、直接データ配信だ！　オークションには出ないぞ！」

　そもそも、オークションなんかに手を出すんじゃない。

　転売ヤーを儲もうけさせてどうするんだ。

「買え……ない……？」

　ヒルデから吹ふき出す黒いもやが一段と多くなった。

　ええい！　こんな恥ずかしいマネはしたくなかったが……

「助けてください！　助けてください！　バッテリーがたりないんです！　どうかお願いします！」

　オレはコミケ会場の中心でバッテリーを下さいと叫んだケモノになった。

　世界の中心やら、この世の果てやらで叫んだり唄うたったりと忙いそがしい世の中だが、今のオレは切実にバッテリーが欲しい！

　だがしかし、どれだけ大声を張り上げようとも、誰一人振り向いてすらくれない。

　いくらなんでも、これが普通でないことくらいオレも気付いていた。

　ちょっと昔の邦ほう画がネタってのは、チョイスをミスったんじゃないかとかそういうことではない。

　みんながみんな、スマホから全く目を離はなさないというのはどういうことなのだろう。

「どうしたの潤矢？　大きな声出して」

　そこへ現れたのは千ち奈なだった。

　意外な闖ちん入にゆう者に驚おどろいたヒルデの体から出る闇が止まる。

「今日も来たのか」

「もちろんよ」

「もちろんね……。それで、あっちの世界のヤツが千奈の体に乗り移って、こんな所に何の用だ？」

「あっちって？」

　千奈はとぼけた顔で首を傾かしげた。

「そういうのいいから。お前が千奈じゃないってのはわかってるんだよ」

「…………広い会場でやっと会えたというのにずいぶんね。何の話よ」

「呼び方だ」

「呼び方……？　まさか……」

「そう。千奈はオレのことを潤矢じゃなく、潤ちゃんって呼ぶんだ！」

「くっ……なんて初歩的なミスを！　そうよ、あたしはフリスト！　前回はお世話になったわね！　この娘むすめの体を借りて再登場したわ！　まったくもう。千奈だと思った？　残念！　フリストちゃんでした！　ってしようと思ったのに、計画が台無しよん！」

「あ、フリストだったんだ」

　ほんとに向こうの世界の奴が乗り移ってたのか。

　ということは、昨日見かけた千奈もコイツだろう。

　乗り移ってたか、単なる変装かはわからなかったのだが、さくさく説明してくれるので非常に助かる。

「へ……？　わかってて言ったんじゃなかったのん？」

「いや、そこまでわかるわけないだろ。千奈じゃないんだろうなってとこまではわかったけど」

「く……なんという誘ゆう導どう尋じん問もんなのん。やるわね人間！」

　尋問でもなんでもなかったと思うが、オレの手て柄がらになっているようなのでよしとしよう。

「潤ちゃんって呼ばれてるってホントですか……？　平ひら井い台だいさんとはいったいどういう関係なんです？」

　なぜそこでヒルデがまた闇堕ちしかけてるんだよ！

「ウソだよ！　呼び方を間ま違ちがえたっていう古典的手法を使ってフリストをひっかけただけだ。潤ちゃんなんて、小学生になってからは呼ばれてねえよ！」

「昔は呼ばれてたんですね……ちっ……なんだかわからないけどむかつきます」

　舌打ちするほどのこと!?

「ウソですって？　くぅ～やられたわん！　小ずるい人間め！」

　フリストはじだんだを踏ふみながら悔くやしがっている。

　ほんとに足を踏みならすヤツ、初めて見たぞ。

　ヴァルキリーって気が短いやつが多いのかな。

「それなら潤矢、なぜ千奈さんが乗り移られているとわかったんです？」

「姿が似てても歩き方や口調が微び妙みように違ちがうしな。見りゃわかるだろ」

「う……それでわかるっていうのは……ううん……よくわからないけどもやもやします」

　ヒルデはなんでさっきからやたらと悔しそうにしてるんだ。

　自分が見み抜ぬきたかったのかな。

　最近、少年探たん偵てい団に入りたいとかって、アニメの影えい響きようで言ってたし。

　とまあ、ありえないくらいの急展開でフリストの正体を暴いたのはいいのだが、大きな問題が残っている。

「なんで今さら出てきた──ってのは、ヒルデと戦いにきたんだろう」

「わかってるじゃない。前回は引き分けだったからねん。今度こそ勝負をつけるわよん！」

「完全にヒルデの勝ちだったと思うが……」

「あの時はタイマンじゃなかったのん！　やっぱりやるならタイマンなのん！」

　見ての通りのバトルマニアなので、そこはわかりやすくて問題ない。

「じゃあコレはなんなんだよ」

　オレはこれだけ騒さわいでもこちらに注目しない参加者達を指差した。

「よくぞ聞いてくれたわねん。コレも見破られてたらどうしようかと思ったわん。なんとあたくしことフリストは株式会社デスマスクの代表取とり締しまり役社長になりましたー！」

　はぁ……社長……。

「なにいい!?　デスマスクといえば、バイフェスの開発運営会社じゃねえか！」

「そーなのん！　うっふっふ、驚いたん？　社長よーん！　敬うやまいへつらうのねーん！」

　フリストは腰こしが後ろに折れるのではないかというほどふんぞりかえっている。

「むしろオレは消費者様だし、仮にデスマスクの株を買った日には株主様になるわけで、お前よりも立場は上になるわけだが」

「…………はっ!?」

　社長って響ひびきだけで全然気付いてなかったなコイツ。

「それに、ここ最近のバイフェスって『課金ユーＡザー一Ｒ人あたりＰの平均Ｐ売上金額Ｕ』下がってるだろ。濃こいファンからごっそり課金してもらうタイプのコンテンツでこれはまずいんじゃないかなあ。これってフリストが社長になったからじゃね？」

「きーっ！　他の役員と同じこと言ってえ！」

　なんとなくネットの情報から推測しただけだったんだが、当たってたのか。

　脳筋異世界人なんかを社長にして、他の役員達もさぞ困っていることだろう。

「だいたい、そのあたりの数字は企き業ぎよう秘密のはずよん！　なんていう情報収集能力……まったく、うちの諜ちよう報ほう部は何をやってるのかしらん！」

　なんでゲーム会社に諜報部なんてものがあるんだろうか。

　とまあ、おちょくるのはこのくらいにしてだ。

「そろそろ本題に入ろうぜ」

「情報漏ろう洩えいも十分大きな問題だと思うのん……」

「神々の黄昏ラグナロク、狙ねらってるんだろう？」

「ふふ……気付いているなら話が早いのん。ラグナロク自体はどうでもいいけど、ぶっひーと戦うには、ラグナロクで脅おどすのが一番効果的なのん。さあ！　あたしと戦うのん！」

　そんなことをしたらこっちの世界もあっちの世界も滅ほろぶかもしれないってのに。

　バトルマニアにもほどがある！

「だがアースガルドに欲よく望ぼうのエネルギーを送り込むには、入念な準備がいるんじゃなかったのか？」

　少なくともグー姉はそう言っていた。

「ふふん。やっとあたしが上から目線で説明できるターンってわけねん。いいわ！　そこまで聞きたいなら教えてあげるのん！」

　フリストはありもしないマントをばさりと翻ひるがえすマネをし、腰に手を当てた。

　かっこいいつもりなんだろうなあ。

　話が先に進まないのでツッコまないけど。

「このコミケとかいう気持ち悪い空間がポイントなのよん！　これだけ欲望のエネルギーが集まる場所はアースガルド中を探してもなかったわん。さらにこの建物の特とく殊しゆな構造！　中心部に魔ま力りよくが集中しやすくなってるのん」

「展望台か！」

　フリストは鷹おう揚ように頷うなずいて続ける。

「これだけの濃のう縮しゆくされた欲望空間に、全員の欲望を一時間という限られた時間に集約。さらに、ここ数週間にわたってバイフェス画面を通じて術式をコミケ参加者の網もう膜まくからインプットしていたのん。そうして増ぞう幅ふくされた欲望は、短時間で組んだ術式でも十分にアースガルドへ届くのん！　他の取締役をだますのに苦労したわん。投資の割に見返りが小さいだなんて言いやがるから、宣伝効果がどうのこうのと理由をつける資料を毎日毎日徹てつ夜やで……ああもう！　思い出しただけでもストレスがマッハよん！」

　意外に社会人してるんだなあフリスト。

　採算度外視に見える今回が開かれたのは、フリストの画策によるところが大きいのだろう。

　ヒルデに視線を合わせると、彼女は厳きびしい顔で小さく頷きながら、

「おそらく可能です。それに、無理矢理展望台を壊こわせば、蓄ちく積せきされたエネルギーが大爆ばく発はつを起こすかもしれません」

　と言った。

「つまり……」

「この魔ま術じゆつの中ちゆう枢すうたる彼女を倒たおすしかありませんね」

「あらあら、やっとやる気になってくれたのねん。ぶっひーったら、マジメだからこうでもしないと戦ってくれないんだもん。ほんとイヤになっちゃうわん」

「へんなあだ名で呼ばないで下さい！」

「さぁて、それじゃああたし達の戦争ゲームを始めましょう」

　フリストが両手を大きく広げると、オレ達三人を真っ黒な球体が包み込んだ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　文明の中で生活をしていると、完全な暗くら闇やみというものには意外と出会わないものだ。

　郊こう外がいでも街灯くらいあるし、街灯のない田舎いなかでも月明かりはあるし、山の上からは遠くの街明かりが見えたりもする。

　しかし、オレが今いるのは正しよう真しん正しよう銘めいの闇だった。

　全く目が慣れる気配はなく、顔の前に手をかざしたところで何も見えない。

　おそるおそる手を伸のばしてみると、むにゅんと柔やわらかい感かん触しよくがあるだけだ。

「ひゃうっ！　これがラッキースケベというものですか？　ヤられた方はたまったもんじゃありませんね。殺やりますよ？」

　その声はヒルデか。ということは、この手の感触は……。

　オレはこの時初めて、世の中のラッキースケベ主人公達が、なぜみんな摑つかんでしまった胸をわざわざ揉もむのか理解した。

　エロい心の有無にかかわらず、なぜだか手をにぎにぎしてしまうのだ。

　ちょうど食器を洗うときに、意味もなくスポンジをにぎにぎしてしまうように。

「ひゃんっ！」

　だからこうして、かわいい悲鳴だけかと思わせて、首が四回転しそうなほど強きよう烈れつなビンタを喰くらうまで揉み続けてしまったのも仕方のないことなのだ。

　暗闇でも目の中に星って飛ぶんだな、なんてことを考えていると、ゆっくりと闇は晴れていった。

　そこは一面砂に覆おおわれた荒こう野やだった。

　水も緑もなく、遥はるか彼方かなたには地平線が見える。

　すぐ前には両りよう腕うでで胸を抱だきながら、顔を真っ赤にしてこちらを睨にらむヒルデ。

　闇堕おち中はもっとすごいことをしようとするくせに……。なんだか釈しやく然ぜんとしない。

　そして、少し先には不敵な笑みを浮うかべたフリストがいる。

「ここなら思い切り戦えるでしょう？　さあ始めるのよん！」

「むぅ……バトルなんてやってる場合じゃないのに……大会が始まっちゃいます！　電池も探さなきゃいけないのに！」

「大会は諦あきらめるのよん。あたし達の魔術にバッテリーを他人に貸さないようにする命令を仕込んでおいたわん。もちろんコンビニのポータブルバッテリーなんてとっくに売り切れ。ぶっひーがバッテリーを手に入れられることはないのよん！」

　随ずい分ぶん限定的な魔法だなおい。

　いやむしろ、それならやりようはあるかも……。

「そんな！　限定カード……げんてい……かああどおおお！」

　ヒルデの体から黒い霧きりが吹ふきだし、一いつ瞬しゆんにして柔らかくて黒い布地を申し訳程度に身に着けた闇堕ち状態になった。

　殆ほとんど予備動作なしとか、どんだけショックだったんだよ！

「大会に出ることすらできないならもういいですぅ～。生きている意味なんてありませんよぅ～」

　ヒルデは立ったままそのすらりと長い脚あしをオレの脚にからませ、首に腕うでをまわしてきた。

「こらっ！　闇堕ちなんてしてないで、あたしと戦いなさい！　あんまり待たせると、あたしまで闇堕ちするわよん！」

　やめて!?　収しゆう拾しゆうつかなくなっちゃう！

「えぇ～？　勝手に堕ちればいいじゃないですかぁ。貴女あなたと戦うのなんて、めんどくさいですぅ。潤矢と気持ちいいことしてたいのですぅ」

「く……や……やりすぎたのん？　まさか大会を諦めさせるため、決起イベント中に予備バッテリーを魔法で奪うばっておいたのが裏目に……？　こういう事態は想定してなかったのん。奪った予備バッテリーは壊しちゃったし……どうしよう？」

　こいつの仕し業わざだったのかよ！

　また手間のかかることをしたもんだ。

　荒野のど真ん中で露ろ出しゆつ度どの高い美人に絡からまれるとか、もうどうしていいかわからん。露出系の趣しゆ味みはないからな。

　呆ぼう然ぜんとしてないで、とっととこの事態を収拾してほしい。

「とりあえずオレ達をもとの世界に帰してくれないか？　ついでにバッテリーの問題を解決してくれると助かる。ヒルデがこうなっちまった以上、フリストの計画は失敗だろ？」

「そうはいかないのん！　闇堕ち状態だって戦えるはずなのん！　アースガルドではぶっひーも、『友達がほしいのですー！』って叫さけびながら、闇堕ち状態でヴァン神族の軍勢をなぎ払はらっていたのん。むしろ、リミッターが外れる分、パワーだけなら上がるはずなのん」

　そりゃあ、やられたヴァン神族もさぞ不気味がっただろうなあ。

「だというのに、今じゃあすっかり男に骨ほね抜ぬきにされて……」

　その男ってのがオレのことなら、大きな勘かん違ちがいがあるようだぞ。

「男よりむしろ、ソシャゲのキャラに夢中だがな」

「くっ……あたしは戦わずして、たかが絵に負けたってことなのん……？」

　フリストはがっくりと膝ひざをついた。

「わかったら、早くオレ達を解放してくれ」

「そうはいかないのん！　ここまでどれだけの経費をかけ、関係各所にどれだけ頭を下げたと思っているのん！　二次元イラストのデータごときに負けられないのん！　何が何でも戦ってもらうのん！」

　フリストは瞬しゆん時じにこちらへと間合いを詰つめ、虚こ空くうから剣けんを取り出すと、袈け裟さ斬ぎりに振ふり下ろした。

　反応できる速度じゃない！

　斬きられる──っ！

　そう覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かん、剣は眼前でぴたりと止まった。

「やる気になってくれたのねん。男の方を狙ったのは正解だったわん」

　フリストの剣を止めたのは、ヒルデの二本の指だった。

　中指と人差し指の第二関節で止められた剣は、大した力もこめたように見えないのに、そのままヒルデによりへし折られた。

「相変わらずの膂りよ力りよく！　震ふるえるわん！　さあ！　この男の命が惜おしかったら、あたしと戦うのん！　ふふふ……最初からこうすればよかったわん」

　なんてことだ。オレが足手まといになるなんて。

「ごとき……って言いました？」

　しかし、ゆらりとフリストに向かって一歩を踏ふみ出したヒルデの意識には、オレのことなど全くないようだ。

　ヒルデは両腕をだらりと下げ、一歩、また一歩と、肩かたと首を大きく揺ゆらして歩みを進める。

「へ？」

　フリストはヒルデのただならぬ反応が何のことかわからない様子で、ぽかんと口をあけている。

「たかが……？　ごとき……？　誰だれのことでしょう？　鈴すず原はらりんちゃんのこと？　それとも古ふる川かわ雅みやびちゃんのこと？　それとも斎さい藤とう円まどかちゃんのこと？　それとも……牧まき瀬せマリちゃんのことですかああああああ！」

　ヒルデの体を中心に竜たつ巻まきを思わせる雷かみなりと風が吹き荒あれた。

　隣となりにいると、薄うすく目を開けているだけで精せい一いつ杯ぱいなほどだ。

「なんでそんなにおこるのん!?　それにこのパワー！　キレてパワーアップなんてのは少年漫まん画がだけにして欲しいわん！」

　フリストにはわからないのだろう。なぜ我々が課金をするのか。

「ふっ……可哀そうな人ですね……」

　いつの間にかヒルデは闇堕ちの姿から、いつもの鎧よろいへと戻もどっていた。

　その表情は掌てのひらの上で人間の人生を簡単に弄もてあそべる神を思わせるほど穏おだやかだ。

「可哀そうなのはそっちじゃない！　手元に何も残らないデータなんかにたくさんお金を使って！」

「人間はゲーム以外にもアニメや映画、テーマパークや水族館など、様々な娯ご楽らく施し設せつを作っています。それは、アースガルドでも同じだと思うのです。こちらほどの規模はありませんが、演劇などはありました。それと何が違ちがうと言うのです？」

「演劇はリアルな人間や神族がやっているでしょう！」

「それだって見ているものは創つくられたものです」

「でもでも……ソシャゲなんて、ぼっちがスマホの画面を覗のぞき込むだけの悲しい遊びじゃないのん！」

「一人じゃありません。世界中の仲間達と繫つながっています。それに、たとえ一人だとしても、ゲームの中には確かに世界があるのです。私の大好きなキャラクター達がそこにいます。イベントで勝つためだけじゃない。彼女達と遊びたいと思うからこそ課金をするのです」

「どうせ遊ぶならあたしと戦うのん！　そっちの方が楽しいのん！」

「何をするのが楽しいかは他人が決めることじゃありません。私自身が決めることです。趣味に優ゆう劣れつなんてありません！」

「そんなのわかんないのん！　たかがゲームに大金かけて……わかんないのん！」

「そう……まだバカにするのですね……」

　ヒルデの髪かみがざわりと逆立った。

「大会に出られないなら、もうこれで終わってもいいです……でも、私の大切な嫁よめ達をバカにする貴女だけは、ここで倒たおします！　そのまな板みたいな胸をさらにえぐってあげます！」

　ボッ！

　髪を逆立てたヒルデは一瞬にしてフリストの懐ふところに飛び込むと、そのまま彼女を蹴けり上げた。

「おいヒルデ！　体は千奈のなんだ！　気をつけてくれよ！」

　それと、胸がないのはフリストじゃなくて千奈の特とく徴ちようだから触ふれないでやってくれ。

「わかってます！　フリストを体から追い出す程度にしておきます！」

　空中へと飛び上がったヒルデはフリストを追おい越こし、炎ほのおを纏まとわせた脚でフリストを蹴り落とした。

　フリストは砂すな煙けむりを上げて地面に激げき突とつした。

「おいおいおい……死んだんじゃないだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶです。この空間であれば、フリストは平井台さんの体を借りているとはいえ、本体と同じくらいの力が出せるはずです」

　それを聞いて、オレの頭にふと一つのアイディアが浮かんだ。

「なあヒルデ、時間を稼かせげそうか？」

「どういうことです？　このまま簡単に倒せると思いますけど」

「いや、むしろねばってほしい。その間にオレだけ元の世界に戻せるか？」

「手加減って普ふ通つうに勝つより難しいんですけど……。彼女は一対一の戦いに特化した訓練を積んでいるのです。戦いくさで対多人数用の技術が大事なので、私もそちらの訓練をしていたのですけど、こういった状じよう況きようでは彼女の方が有利です。でも……今の私ならできますよ」

　頼たのもしい限りだ。

「じゃあ頼む。オレがヒルデのスマホを充じゆう電でんしてやる」

「え……？」

「それにはフリストの邪じや魔まが入らないようにしないといけない。頼めるか？」

「は……はいっ！　よろしくお願いします！」

　ヒルデは明るい、希望に溢あふれた声とともにがばっと頭を下げた。

「それからヒルデ。終わってもいいなんて言うな。オレ達オタクは、死んだらこれから出るアニメもマンガもゲームも楽しめなくなるんだぞ。まだＵＲが実装されてないキャラだっているだろ」

「そうでした……ありがとう潤矢。よろしくお願いします！」

　ヒルデが剣を縦に振ると、そこに縦長の空間の裂さけ目ができた。

「ここに飛び込んで下さい！」

「後を頼む！」

　オレはヒルデからスマホを受け取ると、裂け目へと飛び込んだ。

「あらあ？　一人だけ逃にげるのん？　所しよ詮せん人間ねえ～」

　背後からオレを揶や揄ゆするフリストの声がしたが、言い返している時間はない。

　何の説明もなしに、無条件で信用してくれたヒルデのためにも、ちょっとがんばらないとな。
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　元の世界に戻って時計を見ると、大会開始十分前だった。

　突とつ然ぜん現れたオレに周囲の人間が特に不ふ審しんな目を向けてくることはなく、みなスマホの画面に集中している。

　大会を目前にして、フリストの魔ま術じゆつが深く効いているのかもしれない。

　まずはグー姉に電話しながら、コスプレエリアへと向かった。

　──とうるるるるる。

　数回のコール音がとても長く感じる。

　撮さつ影えい中だと電話に気付かないかもしれない。

　コスプレエリアに着けば会えるだろうが、移動中に話だけでも済ませておきたい。

　今回は短期集中型のイベントなので、タイムロスは特に勝敗に直結する。

『どうしたの～』

　繫がった！

　オレはヒルデが置かれている状況を説明した。

『全力のフリストちゃんと一対一はちょっときついかもしれないわね～。ヒルデちゃんはヴァルキリーで一番の大火力だけど、向かい合っていれば対処法はいくつもあるわ～』

　グー姉の説明に気が焦あせる。

　だがバトルはヒルデに任せるしかない。

　こちらはこちらの仕事をするだけだ。

「グー姉の雷かみなり魔ま法ほうでスマホを充電できませんか？」

『ちょっと難しいかも～。そういう魔法の開発はできると思うけど、これまで必要がなかったから～。低電圧の雷を発生させる方法ってすぐには思い付かないわ～』

「そう……ですか……」

　まずいぞ。グー姉さえ見つかればなんとかなると思ってた。

　ついでにグー姉のスマホの残りバッテリーについても聞いてみたが、案の定、残りは殆ほとんどないということだった。

『でも～変圧に集中すればなんとかなるかも～。術式としてはちゃんとしてないけど、魔力で強引に変圧するの～』

「本当ですか!?」

『ただ雷を用意する必要があるんだけど……ヒルデちゃんは雷らい撃げき系の魔法が苦手よ～？』

「それなら大丈夫です！」

　オレは急いで電話を切った。

　心当たりがありまくる。

　何かにつけて雷撃でオレを痺しびれさせるヤツがな！

　──とうるるるるる。

『なによー……？』

　電話口から返ってきたのは、今にも消え入りそうなスクルドの声だった。

「おいおいどうしたんだよ、大丈夫なのか？」

『うぅ……だめかも……お兄ちゃん達へのプレゼントを買うために、調子にのって分身しすぎちゃった……東館と西館の間で休んでるとこ……』

　声から察するに、返事をするだけでもキツそうだが、オレは一方的に現状を説明した。

『ヒルデ姉様が……うっ……ダメ……雷撃は出せないわ……せめて空に雲があれば一発くらいはいけたけど……』

　ちょうど屋上のコスプレエリアに辿たどり着ついたオレは空を見上げる。

　そこに広がるのは見み渡わたす限かぎりの青だ。

　雲なんて一つもありゃしない。

　オレはそっと電話を切った。

　大量の汗あせが背中を伝う……。

「潤矢君～」

　そこへグー姉が駆かけ寄よってきた。

「会場中をすごい魔力が渦うず巻まいてるわ～。みんなバイフェスに夢中になっちゃって、撮影も放り出すくらい～」

　ヒルデの大会出場もそうだが、このままではエネルギーがアースガルドに送られ、ヒルデ達の故郷でラグナロクが起きてしまう。

「グー姉！　この魔術を止める方法はないのか？」

「今からまともな手段で術式を停止させることはできないわ～。魔力の中心──会場の展望台をまるごと吹ふき飛ばすか、術者を倒さないと～」

「フリストを倒せばいいのか」

「術式をかなり急いで組んだみたいで、細かいほころびバグが色々あるの～。それをフリストちゃんがリアルタイムで押さえ込んでるみたいね～。だからフリストちゃんが気絶して、魔力の供給が絶たれれば、術式は止まるはずよ～」

　そっちは今のヒルデならなんとかなりそうだ。

「でも～それだと集めたエネルギーが暴走するかもしれないし、無理矢理展望台を壊こわしたら、蓄ちく積せきしたエネルギーが爆ばく発はつを起こすかも～。だから、私達聖属性の誰だれかがイベントに勝つ必要はあるの～」

「結局、ヒルデのスマホを充電できないとダメってことか……」

　雲さえあれば……。

　最近多いゲリラ豪ごう雨うを期待したいところだが、来るか来ないかもわからない上に、そんなものを待っている時間はない。

　その時、オレの横を一人のデブが通り過ぎた。正ただしだ。

　その目は焦しよう点てんが合っておらず、右手に握にぎられたスマホではバイフェスが起動している。

「今日もスタッフか？」

　オレが話しかけても、反応がない。

「おい正！」

「んあ～？」

　だめだ。心ココにあらずだな。

「……あっ！　声優の夏目なゆたちゃんだ！」

「なぬっ!?　どこ？　どこだお!?　はっ!?　潤矢じゃないか。どうしたんだお？」

　これで正気に戻もどるとはさすが正だな。

「そりゃこっちのセリフだよ」

　ふらふらと所在ない動きをするほど、スタッフは暇ひまじゃないはずだ。

「俺はスタッフの仕事を……あれ？　なんでこんなところにいるんだお？」

　正はしきりに首を傾かしげながら、館内へと戻って行った。

　フリストの術の支配が及およんでいたのだろう。

　それにしても正のヤツすごい汗だったな。

　術の影えい響きようで暑さ対策に気が回らずぶっ倒れるなんてことにならなきゃいいが。

　まあ、あれだけ汗をかいたデブがうろついていれば、コミケ会場はオタクの汗で妊にん娠しんするだの、汗でコミケ雲が発生するだの言われるわけだ。

　…………雲？

「それだ！」

「急にどうしたの～」

「コミケ雲だよグー姉！　コミケ雲を作るんだ！」

　夏のコミケ会場内で稀まれにできることのある雲。

　これをなんとかして用意している間、グー姉には変圧用の魔術を組み上げてもらう。

　そうすれば、コミケ雲から雷撃をスクルドに作ってもらえる。

「たしかに可能だけど、コミケ雲を作るなんてどうやって～？　私は変圧用の魔術準備に入るから、片手間では難しいわよ～？」

「オレに考えがある！　コミケ参加者全員に通信を送れますか？」

「それくらいなら可能よ～。フリストちゃんもいないみたいだし、邪魔は入らないと思うわ～」

「よし！　じゃあこれからオレが言うことを伝えて下さい！」

　心ココにあらずという参加者達だが、今ならまだ正気に戻すことができるのは先ほどの正で実証済みだ。

　直接頭に届かせるグー姉の術なら、かなりの人にメッセージは届くだろう。

　それが終わったら、スクルドを迎むかえに行かないと！




　　　　◆　◇　◇　◆




　オレは壁かべにもたれかかってぐったりしているスクルドを見つけ、強引に背負うと、コスプレエリアへと走る。

　両手に提さげた紙かみ袋ぶくろがずしりと重い。

　スクルドのヤツ、どんだけ買いこんだんだ。

「汗……気持ち悪い……分身……しすぎた……お兄ちゃん達喜んでくれるかな……」

　スクルドは半分上うわの空でそう呟つぶやきながら、オレの首に頭を預けてきた。

　こいつがこんな態度をとるなんて、オレの想像以上に疲つかれているらしい。

　彼女の額から滴したたる汗が、オレの首筋へと落ちた。

　スタッフに化けていたサイクロプスが襲おそってきたりしたが、かまっている暇はない。

　全力で振ふり切った。

　追いつかれるかと思ったが、サイクロプス達は少し走ったあと、すぐに諦あきらめたようだ。

　奴やつらの捨て台詞ぜりふは「こんな会場での仕事なんて、割に合わねえよ！　つらすぎ！」であった。

　だから興味のないヤツをコミケで働かせちゃだめだって。

　そうして戻って来たコスプレエリア。

　本来は館内に移動した方が雲は作りやすいのだが、雷撃を放つ以上、そんな危険なマネはできない。

　コスプレ会場は、これまでにないほどの人口密度になっていた。

　その中心でグー姉は魔ま方ほう陣じんを展開している。

　変圧魔法の準備に入っているのだろう。

「スクルド、疲れてるところ悪いが、雷撃の他にもう一つ頼たのみがある。このあたりの空間を覆おおえるか？　気体を遮しや断だんする程度のものでいい」

「攻こう撃げきを防がなくていい程度のなら……」

「それでいい。やってくれ」

　屋外で雲を作るのは水蒸気が拡散してしまうため難しい。

　ならば空間を覆ってしまえばいいのだ。

　そこに水蒸気を集めればコミケ雲のできあがりだ。

　問題は水蒸気を集める方法だが、オレの出した答えが眼前に広がる光景だ。

　とある一角では、男達が今日買ったエロ同人を、はぁはぁ言いながら読んでいる。一方、レイヤーさんはセクシーなポーズと衣装でカメラマンを魅み了りよう。時折、ダンスなどの動きもまじえている。

　腐くさったお姉さん達にはＢＬ同人誌で興奮してもらう。本が足りなくなったら、スクルドのファンネルに新しい本を買いに行ってもらう。

　こうして、コスプレエリアは異様な興奮状態に包まれた。

　グー姉の通信を聞き、協力してくれているみんなは、どこかで見た顔ばかりだった。

　レイヤーさん達は昨日の事件現場にいた人だし、同人誌を読んでいるのは、スクルドに助けられた人達だ。

　オタクの繫つながりにほろりとしつつも、オレの膝ひざ枕まくらでぐったりしているスクルドをうちわであおぎつつ、バイフェス大会の経過を自分のスマホで見守る。

　ちょうど大会が始まったところだ。

　開始時刻に間に合わなかった。

　だが『高いポイントの相手に勝つほど、多くのポイントを得られる』というルールは、序じよ盤ばんはポイントが動きにくいということでもある。

　まだいける……早く……早く！

　やがて上空にうっすらと白いもやができはじめた。

　きた！　コミケ雲だ！

「だめ……あれじゃあ雷かみなりは作れない……」

　スクルドがそう言うのは予想済みだ。

「囲った空間を広げることはできるか？　できるだけ瞬しゆん間かん的に」

「それくらいならなんとか……でもどうして……」

「説明は後だ。頼む！」

「うん……」

　スクルドが掌てのひらに魔方陣を出現させると同時に、周囲の気温が急激に下がった。

　それと同時に、上空にできた雲が厚さを増す。

　空気は無理矢理膨ぼう張ちようさせると温度が下がる。

　温度が下がると雲ができやすくなるのだ。

　冬に窓が結けつ露ろしやすくなるのと同じ理り屈くつである。

　何かのゲームでつけた知識だが、ちゃんと覚えておくものだな。

「いまよ～スクルドちゃん～」

　グー姉の合図でスクルドはラタトスクを召しよう喚かんした。

　ラタトスクが短く鳴くと同時に、上空の雲が帯電を始め、稲いな妻ずまが走る。

　稲妻は高く掲かかげたグー姉の右手に落ち、その場で放電を繰くり返す球体になった。

「潤矢君──スマホ──左手──」

　相当な集中力が必要なのか、グー姉は切れ切れの言葉を発しながら、オレに左手の人差し指を向けてきた。

　オレは充じゆう電でんケーブルを挿さす穴をその指先にあてがう。

　すると、スマホのモニターに『充電中』を示す表示が点灯した。

「やった！　成功だ！」

　スマホのバッテリー残量がみるみる回復していく。

　かなりの急速充電だが……保もってくれよ……。

「グー姉！　あとはヒルデだ！　呼よび戻せますか？」

「ちょっと待って～。術式は安定したから、ヒルデちゃんを呼ぶことならできるわ～」

　グー姉はヒルデのスマホに電力を送り続けつつも、自分のスマホを取り出した。

「空間投射する余よ裕ゆうがないから、スマホに映すわ～」

　グー姉のスマホには、さっきまでオレがいた荒こう野やが映し出されている。

　ヒルデはフリストの繰り出す斬撃を、その剣けんで難なく弾はじいている。

『なんであたらないのよん！　それにさっきから大技を撃うたないのはどうしてなのん!?　全然隙すきができないわん！　時間稼かせぎなんて意味ないはずなのに、どういうことなのん!?』

　フリストはかなりじれているようだ。

「ヒルデ！　もういいぞ！　戻ってこい！」

『潤矢！　わかりました！』

　オレの声にヒルデは満面の笑みを浮うかべ、大きく下がった。

『やっとやる気になったのねん。さあ！　いつもの大火力を見せてみるのん！』

　フリストにオレの声は聞こえていないらしい。

『よくもさんざんマリちゃん達のことをバカにしてくれましたね。その報むくい、受けてもらいます！』

　ヒルデは地面に剣を突つき刺さすと、右手を天に掲かかげ、呪じゆ文もんを唱え始めた。

























　ヒルデが呪文を唱え終わると同時に、空間全体が輝かがやいた。

　光が収まったその地面には無数のカードが刺さっている。

　しかしそれは、キャラカードではなく…………使用済みｆチューンカード…………？

『受けてみなさい！　これまで使ってきたｆチューンカードを召喚するこの奥おう義ぎを！』

　ヒルデが掌を前に突き出すと、それに呼応するようにｆチューンカードがフリストに向かって飛んだ。

『結界を上書きした!?　でも所しよ詮せんはカード！』

　フリストはそれを切り払はらい、時には火か炎えん球を撃ち出して焼やき払うが、カードの数はいっこうに減らない。

　ヒルデのヤツ、どれだけカードを買ってたんだよ！

『私が大技を出した隙をつこうとしていたのでしょうけど残念でした！　一対一に特化した貴女あなたでは、この全方位からの攻撃は避さけきれないでしょう？　そして──』

　ヒルデは一いつ瞬しゆんにしてフリストの背後に回り込んだ。

『しまっ──』

『私の勝ちです』

　横に薙ながれたヒルデの剣は、フリストの体を真横に通り抜ぬけた。

　おいおい…………死んだんじゃないだろうな。

　そんな心配をヨソに、スマホの画面が白く光ったかと思うと、ぐったりした千奈を抱かかえたヒルデが現れた。

「ヒルデ！　千奈は大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫です。ちょうどフリストの憑ひよう依いが解けるだけのダメージを与あたえましたから！　そんなことより大会は!?　限定カード！　限定カード！」

　パワーアップやらライバルの撃げき破はイベントやらがあったというのにコレである。

　実にらしいといえばそれまでだが。

　なんにせよ、ヒルデには大会で優勝してもらわなければ困る。

「大会が始まって十分ってとこだ。徐じよ々じよに差がつき始めてる。急げ！」

　これだけ充電されていればギリギリあと五十分は戦えるはずだ！

　オレはグー姉の指からスマホを離はなし、ヒルデに手て渡わたした。

「ありがとうございます！」

　ついでに、勝たなければ世界の危機だということも伝えておく。

　魔ま術じゆつ自体は止まったらしく、周囲の参加者達は我に返ったようだ。

　一方、展望台の方で強い光が瞬またたきだした。

「あれはフリストが集めたエネルギーね～。かなりの量だわ～。ムリに散らせると大爆ばく発はつを起こしそう～。やっぱりヒルデちゃんが大会で一位を取るしかないわね～。がんばってヒルデちゃん～」

　ヒルデの頭をグー姉は軽く撫なでた。

「はいっ！」

　嬉うれしそうにヒルデはバイフェスを起動、イヤホンをつけてさっそくバトルを始めた。

　今回のイベントの曲目は決まっているが難易度を選せん択たくできる。

　高い難易度ほど多くのポイントを得られるため、選択したのはもちろん最高難度だ。

　しかし、このゲームにおける最高難度は『神しかクリアーできない』などと言われる難しさだ。

　実際、オレには譜ふ面めんがほとんど見えないといっていいほどだ。

　かろうじてクリアーできる曲もあるが、録画した動画をスロー再生で丸暗記。そこまでしてやっとという感じだ。

　そういや、ヒルデの腕うで前まえはどうなのだろう？

　彼女のスマホを覗のぞき込むと、そこには知らない曲名が書かれていた。

「もしかして新曲か!?」

　動体視力や音ゲーの実力にもよるが、高難度の新曲は誰だれもが数度は失敗する。

「そうみたいです」

　ヒルデはそんなこと気にしておらず、ロード画面に表示されたマリをニヤニヤと見つめている。

　新曲であったことはある意味好都合だ。

　他のプレイヤーも序じよ盤ばんは苦労したはずだから。

　ヒルデのプレイヤースキルが高ければ十分の遅おくれは取り戻もどせるかもしれない。

「行きます！」

　最初ゼロポイントのヒルデは、やはりポイントの低い相手とあたった。

　ヒルデの腕前はなかなかだった。

　肩かたを揺ゆらしてリズムにのりつつ、高速で降ってくるノーツを的確にタッチしていく。

　オレの目には正直、エフェクトと共に表示される、「Ｐｅｒｆｅｃｔ」や「Ｍｉｓｓ」の表示しか見えない。

　何度かミスはしたものの、ヒルデは見事にクリアーしてみせた。

　初見でコレをクリアーできる人間はそうそういないだろう。

　現に、リザルトを見ると、相手のプレイヤーは途と中ちゆうでリタイアしたと思われるポイントになっている。

　このゲームはセットしたカードによって、デッキのライフが決まる。

　ミスをするとそのライフが減っていき、ゼロになるとリタイアなのだ。

　かなりの高得点で勝利したヒルデには大量のポイントが振ふり込まれた。

　トップグループとはさすがに差があるものの、巻き返せない数値じゃない。

　そうして快かい進しん撃げきを続けたヒルデは、大会開始から二十分が経たったころには、百位程度まで順位を上げていた。数万人をごぼう抜きである。

「これならいけるぞ！」

「がんばって～ヒルデちゃん～」

「はいっ！」

　しかし、ここから徐々に伸のび悩なやむことになる。

　課題曲がスイート系からフレッシュ系に変わったのだ。

　課金しまくりのヒルデは、手持ちのカードが豊富だ。

　しかし、フレッシュ系だけはなぜかなかなか出なかったらしい。

　初見でクリアーできるという強みを活いかして追い上げるヒルデだが、トップテンに手がかかったところで、数度敗北してしまう。

　初見でここまで上手うまくプレイできる人間はそうそういないはず。

　しかし、デッキの強さで押し負けてしまったのだ。

「なんてこと……お気に入りのキャラが揃そろったからといって課金をサボったから……。グッズにお金をまわすなんてことを考えなければ……でも、グッズも欲しかったし……ぐぬぬ……」

　くやしがるポイントそこかよ！

「とりあえず今は対戦しまくってポイントを稼かせげ。最後のスマイル曲で勝負をかけるんだ」

　二曲目が終わった段階でヒルデの順位は十位。

　ここから上は、プレイヤースキルも課金額も人外の領域だ。

　普ふ通つうのカードゲームと異なり、リズムゲーム部分の成否も勝敗に関わってくる。

　三曲目のハッピー系も新曲だった。

　一回のイベントで三曲も用意するなんてどうなってんだ。

　だが十分のハンデを持つヒルデにとって、これはとてもありがたいことだ。

　オレは横からヒルデのイヤホンをとった。

「潤矢……？」

「この状態でプレイしてくれ。ひたすらノーツだけを見てプレイするんだ」

「でもそんなのつまんないですよ」

　ヒルデは実に嫌いやそうだ。

　そりゃそうだろう。リズムゲームは音に合わせるから面白いのだ。

「だが勝ちたいだろう？」

「勝ちたいです」

「なら今のヒルデなら音は聞かない方がいい」

　リズムゲームは通常のリズムの他、裏拍はくと呼ばれるポイントを始め、様々なタイミングでのタッチがある。

　高難度になると、そのあたりが一曲の中でも入れ替かわったりするのだ。

　先ほどから見ていると、ヒルデはどうもそのあたりで音にまどわされてミスをしているようだ。

　ヒルデの動体視力をもってすれば、おそらくリズムゲームでミスをすることはありえないはず。

　ゲームを楽しんでいるかと言われればかなり微び妙みような行こう為いだが、ここは世界のためにも我が慢まんしてもらうしかない。

　幸い、ハッピー系の曲に必要なデッキは現状考え得うる最強のカードを全て所持しているのだ。

　いくらかけたかは聞きたくないがな！

「うぅ……わかりました……」

　しかたなく頷うなずくヒルデのプレイは、ＴＡＳさんかなと言われても文句の言えないほどだった。

　なにせ、五段階あるタッチ評価のうち、一番上の『Ｐｅｒｆｅｃｔ』しか取らないのだ。

　ヴァルキリーまじぱねえっす。

　こうなってしまうともう敵はなかった。

　そのまま一気に二位まで上のぼり詰つめた。

　理論値最高をたたき出し続けているのだから当然だ。

　残り時間を考えると、プレイ可能な回数はあと二回。

　順位は二位だ。

　人間から見れば、ヒルデの存在自体がチートみたいなものなので、若じやつ干かん心が痛むものの、そんなことを言っている場合ではない。

　しかし、ここで異変が起こった。

　一位のプレイヤーにヒルデが敗北したのだ。

「何があった!?」

　リザルト画面を何度見ても、ヒルデはパーフェクトなプレイをしたということしかわからない。

　しかし、総合得点では僅わずかに相手が上……これは……。

「そうか、フレンドのせいだ！」

　このゲームでは、よくあるソシャゲのように、選択した別のプレイヤーのヘルプを受けられる。

　特に、お互たがいフレンド登録したプレイヤーのヘルプは、スキルも発動するのだ。

　その差が出た。

「ラストの勝負です！　今度こそ！」

「待てヒルデ！」

　単純にノーツをタッチしたときのポイントが一番高いキャラを選ぼうとしたヒルデを制止する。

　そうプログラムされているのか、ラスト一回の勝負の相手は一位のプレイヤーだ。

　そこまではいい。もし違ちがう相手とマッチングされていたらそのまま逃にげ切られるところだった。

　それに、これまでのポイントのやりとりから、勝利時に獲かく得とくできるポイントの総量の式も大体だが把は握あくできた。

　今のヒルデと一位のプレイヤーとの差であれば、次の勝負に勝てさえすれば、ギリギリひっくり返すことができる！

　どのフレンドを選択するのが正解だ？

　普通に考えるなら純じゆん粋すいに能力の高いキャラだ。

　しかし、それでは確実とは言えない。

　表示されているフレンドのうち、上位数名が貸し出してくれるフレンドをざっとチェックする。

　カギとなるのはスキルだ。

　まずはライフを回復してくれるタイプは除外する。

　これらは総じて得られる得点が低いからだ。

　次に純粋に能力値が高い「だけ」のものも除外だ。

　スキルが弱めに設定されている。

　最後に残ったのが、一定時間タッチしたときの得点がアップするものだ。

　選ぶならこの中からだろう。

　発動がランダムだから、そこだけは運になってしまう。

　いくつかある選せん択たく肢しの中でオレが選んだのは、ジャストのタイミングの時だけに効果を発揮するスキルだ。

　上級者にしか扱あつかえないものだが、今選ぶべきはこれだけだろう。

「これで行け、ヒルデ」

「はい！」

　そして始まった最終バトルはやはりともにパーフェクト。

　スコアの結果は──ブツン。

　相手のスコアの表示前にヒルデのスマホの電源が落ちてしまった。

　無理な充じゆう電でんをしたところに、バッテリーの低下と熱暴走。

　どれがというか、全てが原因なのだろう。

「どどどどどうしましょう!?　これって負けになってしまうのでは!?」

　慌あわてるヒルデだったが、その心配はないだろう。

　ソシャゲ開発は通信切断との戦いだというのを聞いたことがある。

　リザルトを最後まで見なくても、結果はサーバーに送られているはずだ。

　ヒルデがおろおろしていると、全館放送が流れた。

「バイフェスコミケ大会にご参加の皆みな様さまお疲つかれ様でした。上位入賞者には表ひよう彰しようがございますので、イベント会場にお越こし下さい。十位以内に入った方のお名前を呼び上げます──」

　呼ばれた中に、もちろんヒルデの名前はあった。

　そして──







[image: エピローグ]




　コミケ会場の近くで毎年開かれる花火大会。

　例年はすれ違うリア充じゆうどもに心の中で呪じゆ詛そを吐はいたものだったが今日は違う。

　終わった祭りを惜おしみつつ、オレ達は花火大会へと向かっていた。

「えへへ、限定カード、限定カード～」

　見事優勝したヒルデは、ステージ上でなゆたから優勝賞品の目もく録ろくを受け取っていた。

　もちろん、溜たまったエネルギーは無事に拡散し、コミケ会場が爆散するなんてこともなかった。

　報ほう酬しゆうの限定カードは後日配布ということだが、ヒルデは今か今かとバッテリーの切れたスマホを何度も見つめている。

　それはそうとこの三人娘むすめ、今回もまたアースガルドへ帰る許可が下りなかった。

「えへへ～オーディン様にも困ったものです！　早くガチャを回したいですね！」

「前半と後半のセリフが全然あってないぞヒルデ！」

　めちゃくちゃ嬉うれしそうだし。

「ヴァン神族がソシャゲを使ってくるのなら、その研究は必要なことです。使命ですよ、使命！」

　ヒルデが使命に対してマジメなのは本当だろうが、それ以上にガチャを回したいだけってのが見え見えすぎてもう……。

「スクルドはそろそろ帰りたいんだけどなあ。こっちの世界で学んだ人じん心しん掌しよう握あく術を使って、アースガルドで逆ハーレムスクルド王国を……ふふふ……」

「おい……スクルド？」

「はっ!?　こちらで覚えたいろんなことを使って、アースガルドのみんなを幸せにしてあげたいな。そのためには早く帰らなきゃ！」

「お……おう、えらいな」

　最近のスクルドは、オレに対して腹黒キャラで笑いを取りにきてるんじゃないかと思うことがある。

　つっこみ辛づらいんだよなあ。下手へたなこと言うと、電でん撃げきくらいそうだし。

「なんなのよ！　そんなこと言わずにもう少しいて下さいスクルド様！　くらい言ったらどうなの!?」

「なんにしてもキレられるのかよ！」

「しょうがないからもうちょっとこっちにいてあげるわよ！」

「頼たのんでねえし、そもそも帰れないだけだよね!?」

「むむ～ああ言えばこう言う……」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませたスクルドは、ヒルデに腕うでをからませると、オレに向かってべーっと舌を出した。

　なんにせよ、軽口をたたける程度には体力が回復したようで何よりだ。

「はあ～活かつ躍やくするほど、こっちで便利に働かされてる気がするわ～」

　オレの隣となりをゆったり歩きながらグー姉がアンニュイなため息をついた。

「それだけみんなが有能ってことですよ」

　キャラが濃こすぎるので厄やつ介かい払ばらいの意味もあるかも、という言葉は飲みこむ。

「あらあら～嬉しいことを言ってくれるわね～。厄介払いって単語を飲み込んだのもグッドよ～」

「思ってませんて！」

「うふふ～」

　グー姉にはかなわないなあ。

「私達をひろってくれたのが潤じゆん矢や君でよかったわ～」

「そう言ってもらえると嬉しいです。苦労した甲か斐いがあるというか、ヒルデの課金癖へきが……」

「ああ……うん……ほんとにごめんね～……」

「いえ……そんなにイヤなわけじゃありませんから」

　そう言った自分に驚おどろいた。

　オレはやはりこの三人との生活をイヤだとは思ってない……どころか、楽しいとすら思っている。

　今年のコミケだって、今まで参加した中で一番楽しかった。

　金はさっさと返してほしいが。

　と言いつつも、給料日前のヒルデは食うものに困っているので、ついつい食事を出してしまう。

　すぐ返しますと言ってはくれるのだが、返ってくるはずの金は、ガチャへと吸い込まれていくし。

「潤矢ー！　早くしないと花火はじまってしまいますよー！」

　こちらに向かって笑顔で手を振ふるヒルデに、オレは小さく手を上げて応こたえる。

「ふふ……ちょっと妬やけちゃうね～」

　グー姉の指先が頰に触ふれた感かん触しよくにどきりとする。

　ヒルデのことすごくかわいがってるからなあ。釘くぎを刺さされたのだろう。

「ヒルデを取ったりしませんから！」

「うふふ～」

　必死になるオレをちゃかすようにグー姉は微笑ほほえんだのだった。

　この三人がいつまでウチにいるのかはわからない。

　ずっとかもしれないし、残り僅わずかなのかもしれない。

　せっかくだからこの精神的にも金銭的にも刺し激げき的な生活を楽しもう。

　そんなことを考えてしまうのは彼女達に毒されすぎなのかもしれないな。


【現在の課金額　二百六十六万二千八十円（グッズ含ふくむ）】
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　皆みなさん今日もマカロン集めてますか？　ごきげんよう、日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　課金系パロディラブ（？）コメディ「まわせっ！　課金戦乙女ヴアルキリーのヒルデさん」の第二巻、お楽しみ頂けたでしょうか。

　潤じゆん矢やの一いち人にん称しようだけでは描えがけなかった、グー姉やスクルドの心情描びよう写しやが入った一冊となっております。

　異世界からやってきた戦乙女ヴアルキリーが、ソシャゲ課金にはまってさあ大変。ソシャゲが繫つなぐ愛と絆きずなと金と欲よく望ぼうと女（二次元）の物語だったのが第一巻。

　二巻ではそんな彼女達がお台場で開かれる巨きよ大だいマンガ祭りに参加します。

　彼女達がどんな──というか、ちゃんと活かつ躍やくできるのか。

　特にヒルデ！　あの娘こは課金してるだけなんじゃないのか!?

　メインヒロインとしての見せ場はちゃんとあるんだろうね!?

　特にそのあたりに注目していただければ幸いです。

　自分で書いておいて、「どのあたりだよ！」とツッコミたくなりますな……。

　コスプレイヤーなグー姉はもちろん、一部のお兄さんお姉さんに大人気なスクルドも活躍しますよ！

　さてさて。パロネタ満まん載さいな今作ですが、元ネタはおわかりになりましたでしょうか。

　ちょっとマニアックなネタも入っていますので、「これもしかしてパロかな？」と感じた所を調べてみると、本書をもっと楽しんで頂けるかと思います。

「初見で全部わかっちゃったぜ！」という人は東京ドームで僕と握あく手しゆ！（そんなイベントはない）

　実は一番手直しが入っているのがパロディ関係だったりします。

　そうですよね……伝わらないほどマニアックなヤツはあかんですよね……。

　さんざん気をつけたはずなのに、校正さんに「これパロなんです」という説明を記き載さいする時の気き恥はずかしさは、なんとも言いがたいものがあります。

　ところで、パロネタばかり考えていると、普ふ段だんの生活でもパロネタで会話をしそうになる『パロネタ脳』になってしまいます。

　幸い、仕事関係者と友人達はほぼ何かしらのオタクで構成されているので問題ないのですが、稀まれに会う非オタの方や、年代違ちがいでネタの通じない方相手にもやらかしそうになるので危険です。

　特に、ネタ出しのために喫きつ茶さ店てんを訪れた際、レジに列ならんでいる間にあれこれ考えた後が一番あかんですね。

　あかんですね……。

　その節は、レジのお姉さんごめんなさい……。




　話は変わって、先日『ファンタジア文庫大感謝祭２０１５』が開かい催さいされました。

　多くの方にご来場頂いたようで、ありがとうございます！

　サイン本もかなり早い時間に完売したようで、嬉うれしい限りです。

　当日は初めて楽屋というものにお邪じや魔ましました。

　尊敬する先生方やイラストレーターさん、声優さんなどがいらっしゃるのはパーティなどと同じなのですが、これから出番だぞという皆さんのオーラのようなものが伝わってくる不思議な空間でした。

　大先生方に囲まれてガタガタ震ふるえていた日の原ですが、いずれ他の皆様をガタガタいわせるような作家になりたいと思います。

　なんか違う……言いたかったのはそうじゃない……。




　では恒こう例れいの謝辞を。

　担当編集様。すぐマイナーネタに走りたがる日の原を制せい御ぎよして頂きありがとうございます。（注：編集さんのお仕事はそれがメインではございません）

　激務の中、休日まで打ち合わせにお付き合い頂いてしまい申し訳ありませんが、今後ともよろしくお願いいたします。

　やむ茶ちや様。今回もかわいいイラストをありがとうございます！

　ＰＣ壁かべ紙がみの更こう新しん作業が捗はかどります！

　ラフと完成絵のコラボ壁紙を作って楽しめるのは作者の特権ですな！

　その他、本作に関わって下さった皆様、そして何より最後までお付き合い下さった読者の皆様、まことにありがとうございました。

　それでは皆様、次の本でお会いしましょう！


二〇一五年　冬
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